















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大人の付き合いというものはかくも面めん倒どうなものだ。

「どうした城き戸ど、飲んでないじゃないか」

　まだ半分以上も残った大ジョッキにビールが足しこまれる。

　半笑いを浮うかべながら俺はビールを注つぎ足してきた上司の顔を見た。赤ら顔で目が若じやつ干かん虚うつろ、典型的な酔よっ払ぱらいのオヤジだ。

「今日は無礼講だ、飲めのめ！」

「いただきます……」

　上司が注いでくださった酒は絶対に飲み干す。それを拒きよ否ひすることはできない。

　一体何世紀前の掟おきてだと思いたいが、うちの会社、特に上役どもはこのノリが大好きだった。

　飲み干さなきゃ仕事中にぐちぐち言われるのは目に見えていた。

　だから、俺は一気に飲み干す。

「ごちそうさまです」

　と言った矢先にまたビールが注がれる。これで三回目だ。

「いいぞ！　社会人のいいところを見せてやれ！」

「ははは！　城戸君、やるじゃないか！」

（くたばれ、ジジイども）

　半笑いを浮かべながらも、俺は内心で毒を吐はく。

　四月は春、花の新社会人たち及および新入社員を迎むかえる歓かん迎げい会かいの席。なにを思ったかうちの会社は花見の席なんぞを用意してきた。

　昼間から酒を飲んでも問題のない環かん境きようとでも言いたいのかもしれないが、このバカ騒さわぎのせいで周りの視線が痛いことになってるのに気が付いてないのだろうか。

　歓迎すべき新入社員たちもドン引きしている。

（はぁ……まぁ、俺が酒を引き受けとけば新入社員がつぶれることはねーか）

　こんな前時代的なアルハラから生まれたての子馬のような若者を守るのは先せん輩ぱいの務めだ。俺が入社した時は誰だれも助けてはくれなかったがな。

（はぁ……恨うらむぜ、馬ば鹿か親ども）

　上司どもの絡からみ酒を受けながら、俺はこの二十九年間を振ふり返る。

　親の言う通りに勉強して、親の言う通りの学校に入って、親の言う通りにこの会社に入った。

　そうしたらこのありさまだ。曰いわくこの会社は地元でも有名だからきっといい会社だということで俺は押し切られた。

　うちの会社はいわゆるブラック企き業ぎようではない……と思う。

　ちょっと上司が偉えらそうで、口だけで、指示を仰あおげば文句しか飛んでこないし、絶賛アルハラを受けてるが、多分ブラックじゃない。だってブラック企業認にん定ていされてないからな。

　とにかく、どこにでもあるような普ふ通つうの会社だ。泣けてくるね。

（給料はいいさ、給料はな。それ以外は最悪なんだよここは）

　うちの両親はとにかく古い人間で、人間が生きていく上で必要なのは学力と安定した給料。

　それ以外の娯ご楽らくは全くの不必要と切って捨てるタイプだった。

　あぁ確かに。全く以もつてその通り。一いち分ぶの隙すきもない完かん璧ぺきな人生設計だと思うさ。

　まるで自由のない機械みたいな人生でへどが出るがな。

（わかっちゃいたんだがな）

　俺はもっと自由に、自分の人生を歩みたかった。

　ならそうすればいいだろとはよく言われる。うだうだ言ってないで、大人なんだから自分のしたいことを主張すればいいって、それは正論だし、俺もそう思う。

　だが、俺ができたのはせいぜい親に隠かくれてアニメやゲームに手を出す程度だった。ひそかな楽しみではあったし、どこか俺もそれで妥だ協きようしていた。その楽しみがあれば我が慢まんできると思っていた。

　一度ずるずると続くと人間って不思議なもんで、動けないものなのだ。

　諦あきらめがついてしまうともいう。どうせ何も変わらないと卑ひ屈くつになってしまうわけだ。

　なにより、俺はもう二十九だ。来年には三十だ。そこまでやれるほどの意欲はない。

　せめて、何か大きなきっかけがないと俺には無理だ。

「そうだ、城戸君！　君確か木登りが得意だったそうじゃないか！

「え？」

　唐とう突とつな無茶ブリに俺は思わず酒を噴ふき出しかけた。

　なんだ、急に。木登り？　別に得意じゃないんだが。

「え、いや、自分、そこまで……」

「得意だったじゃないか、えぇ？　ほら、先輩の凄すごいところを見せてあげなきゃ！」

「や、ちょっと……！　不味まずいですって、そういうの禁止……」

「城戸君、僕たちが若い頃ころはね、なんでもやってきたんだよ。そうして社会スキルを身に付けてきたんだから」

　聞いたこともない理論だ。

「城戸君」

　上司が明らかに声こわ音ねを低くして、脅おどしてくる。

　くそ、ここで断ると新入社員たちに被ひ害がいが出るかもしれねぇ。

「あーはいはい！　そうですよ、よくご存じでしたね！　不ふ肖しよう、この城戸音おと羽わ、幼い頃は忍にん者じやに憧あこがれ、木登りマスターとも呼ばれた男です！　ではお見せしましょう、忍にん法ぽう木登り！」

　えぇい、破れかぶれだ。

　俺は上着を脱ぬぎ捨て、桜の木へととびかかる。意外とつかむところがあって、登りやすい木だ。これなら、なんとか行けるかもしれない。

「はっはっは！　拙せつ者しやの腕うで前まえはいかが──」

　その瞬しゆん間かん、ふっと俺は腕の力が抜ぬけるのを感じた。

　思った以上にアルコールが全身に回っていたらしい。

「あ、やば」

　落ちていく瞬間は妙みように冷静だった。

　なぜか周囲がスローモーションのように見えていく。

　そして、俺は……。
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「そんなんだからあんたたち三み重え県人は名な古ご屋や人に名産品取られるのよ！　もっと欲を持ちなさい、欲を！」

　目が覚めたら、いきなりだが、俺は正座姿で女め神がみを自じ称しようするノースリーブミニスカ姿の黒くろ髪かみポニテ美少女に説教を受けていた。

　城き戸ど音おと羽わ、二十九歳。三重県は四よつ日か市いちの出身。それが俺だ。三十じゃないんだからまだおっさんではないと思っている。

　それはさておいて、突とつ然ぜん何を言い出すんだコイツと思われるかもしれないが、俺はどうやら死んでしまったらしい。

（……なんだ、頭がぼーっとするな……死んだ、んだよな？）

　どーにも死ぬ前の記き憶おくがあやふやで記憶にないのだが、目が覚めたら真っ白な空間に一畳じよう間まがふよふよと浮かんでいる場所で正座をしていた。

　そしたらポニテ女神様が「あなたは死にました」と言うので死んだらしい。

　死ねばその魂たましいは天に召めされるはずなのだが、その前に女神様がキャッチして今に至るというわけだ。

「天むすもひつまぶしも味み噌そカツもぜぇぇぇんぶ三重県発はつ祥しようだってぇのにあんたら三重県人がのんびりとしててろくにアピールもしないもんだから全部名古屋名物にされちゃってるじゃない！　最近じゃトンテキまで名古屋名物とか言い出してるわよ！　三重県担当女神の私の目の黒い内はトンテキだけは死守させてもらうわよ！」

　死んでしまった理由はさておき、俺はどういうわけか女神様に気に入られて、特別に異世界転生させてもらえるのだというのだ。

　何でも名前が気に入ったらしい。

　しかも特典付きでだ。この手の展開は大体理解はできるが、まさか自分の身に降りかかるとは思わなかった。

　しかしだ。女神様からそんな感じの説明を受けていた俺だったが、提示された特典内容にちょっと突つっ込こんだ。

　いや、悪い内容じゃないとは思う。

　ただ、非常に偏かたよっているというか、なんというか、えらく女神様の趣しゆ味み満まん載さいのような、そんな特典だったのだ。
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　それについて突っ込んだら、どうにも駄だ目めだったらしく、最近の日本人はやる気がないから始まり、なぜか今では名古屋ディスリになっているというわけだ。

「いや、言わんとすることはわかるけどもさ……」

　まぁ名古屋名物の大半は名古屋発祥じゃないってのは、聞いたことがあるが、それを俺に言われても困るというか、そういうのは知事とか市長とかに言ってもらわないと。

　それか観光アピール大使とか呼んでさ？

「というか、さっきちらっと三重県担当女神とか言ってたけど、それってどういう意味？」

　まさかあと四十六人もこんな女神様がいるのか？

　それ考えるとなんか騒そう々ぞうしいな。

「三重県で神様っていや色々いるけど……まさか、君はアマテ……」

　四十七都道府県の中でも比ひ較かく的てきマイナーなところに位置する三重県で重要な名所といえば、そう伊い勢せ神じん宮ぐうだ。

　そこに祀まつられている神様といえば、なぁ？

　だけども俺の言葉を遮さえぎるように女神様は手をかざして首を横に振ふった。

「違ちがうわよ。アマテラス様と一いつ緒しよだなんて畏おそれ多いこと言わないで頂ちよう戴だい。あの方は日本全土の神様だし。私はあれよ、西洋風に言えば天使、エンジェルよ。一応女神ってことになってるけど。私はこの三重県を担当しているわ」

　なんかよくわかんない組織図。

　聞いても理解できなそうだから無視するが。

「お察しの通り、日本の四十七都道府県にそれぞれ担当となる女神がいるわ。沖おき縄なわなんかは男だけど、ま、いいわ。とにかく！　あんたの異世界転生特典はこれで決まり！　これしか認めません！　いいですね！」

　そう言って女神様は時代劇なんかに出てくる巻物を俺に押し付けてくる。

　触さわった感かん触しよくはなんの変へん哲てつもない紙だ。

「貰もらえるなら貰いますけど、これ本当に役に立つんですか？」

「その点はご心配なく。人間が想像するようなことは一通り可能だから。というかこれぐらいできなきゃ駄目でしょ。何言ってんの？」

「いやでもなぁ……これは……」

　俺は受け取った巻物を広げてみた。そこには達筆な筆文字で書かれた文章があり、その内容こそが俺に与あたえられる特典なのだという。




　特典内容その一、肉体強化。これはシンプルだ。

　特典内容その二、神通力。ちなみにすぐ横に魔ま力りよくとかっこ書きされている。これもシンプルでわかりやすい。




　二つとも『特』という字が丸記号で囲ってある。女神様曰いわくこれは「特上、特別って意味よ。つまりＳランクとかＥＸランクとかそんなもん」とのこと。

　この辺りはまだいいだろう。お約束と言ってしまえばそれまでだからな。

　だが、問題なのはここからだ。

　技能という欄らんがある。またしてもかっこ書きでスキルと書かれていた。

　かなりの量が羅ら列れつされている。

「えぇと、まず最初が……分身」

「必ひつ須すでしょ。むしろできない方がおかしいわね」

「んで、水蜘ぐ蛛も？」

「これも基本ね。水の上を歩けるわ。ま、神通力を使えば何とでもなるけど一応ね？」

「空うつ蟬せみ」

「敵の攻こう撃げきを避よける時に使うとかっこいいわよね。変わり身とは違うからね？」

「……影かげ縫ぬい」

「敵の動きを止められるわ。こう、シュッとやるのよ」

「色々すっ飛ばして……最後に五ご遁とん」

「属性技わざだって使えなきゃ話にならないじゃん！」

　さて、ここまで言えばもうわかるだろう。

「忍者だ、これ」

　そうなのだ。俺に与えられる特典とはまさしく『忍者』なのだ！
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「おめでとうございます。あなたの異世界転生特典は忍者です」なんて提示されて突っ込まない奴やつがいるだろうか？　いやいないね。

　そういうわけで、俺が「なんで忍者？」と突っ込んだら、女神様に怒おこられたというわけだ。

「そんなの決まってるじゃない！　忍者こそが最高にかっこいい存在だからよ！　そしてあなたは三重県人なのよ！　忍者に憧あこがれないでどーするのよ！　三重県は忍者の里でしょうが！」

　ということらしい。

　いやそもそも三重県は忍者だけで構築された都市じゃないんだけども。

「いい？　私はね、三重県担当女神としてじゃなく、個人的にも三重が大好きなの。歴史もあるし、名産も多いし、忍者もいるし」

「忍者は創作ですけど」

　まぁ歴史があるってのはその通りかも。なんだかんだ名所も多いしな。

　それでもなんでかマイナーだけど。

「そこ、うるさい。とにかく、忍者伝説が数多く残るロマンの都市よ。だって言うのに、あんたら三重県人はのんきなのか欲がないのか、それともプライドがないのか。歴史はアピールしないし、特に重要な都市でもないとか言われるし、名産品は愛知・名古屋にとられるし。というかね、名古屋はとうとう忍者まで自分たちのものアピールしてきてるからね！」

　この女神様、いくら担当だからって三重愛が重たいな。三重県人の俺から見てもちょっと偏へん屈くつすぎるだろうに。

　そして愛知と名古屋への異様なヘイトは何なんだ。

「あの、なんでそんな名古屋嫌きらいなん？」

　いいじゃん名古屋。

「あったりまえじゃん！　あの愛知担当の性しよう悪わる女神め、自分たちが使ってやる方がアピールできるとか言い出すのよ！　許せるわけないじゃない！」

　愛知県担当女神か……というか女神様同士でそんないさかいあるのかよ。

　別にいいじゃないか、それぐらい。どこで宣伝されようとさ。

　しかしながら女神様はそれがことのほか許せないらしく、かれこれ一時間近くこの話で俺は説教を受けている。

　そりゃ別に、忍者は嫌きらいじゃない。子どもの頃ころは忍者ごっこもしてたし。

　あぁ、思い出すと懐なつかしいな。親の言う通りに勉強してた俺だが、学校では友人たちとそうやって遊んでいたっけ。示し合わせたわけじゃないが、お気に入りだったのは忍者ごっこだなぁ。

　時代劇ドラマなんかでも忍者が出てくるとちょっとうれしかったし。

「第一、忍者の里、三重の人間なら自分の名前の意味をもう少し理解しなさい」

　なんて幼少時代を思い出していると、女神様がぴしゃりと言い放つ。

「俺の名前ぇ？」

　二度目の自己紹しよう介かいだが、俺の名は城戸音羽だ。

「おとわ」って読むせいか、なんか女の子みたいな名前で昔はからかわれたなぁ。

「はぁぁぁぁ……」

　すっげぇため息をつかれた。

　珍めずらしい名前だとは思うが、なんか忍者に関係あるのか？

「いーい？　忍者で城戸といえば城戸弥や左ざ衛え門もん。あの織お田だ信のぶ長ながを狙そ撃げきしたスナイパー忍者よ？」

「さも当然のようにおっしゃりますが、知りません」

　歴史の教科書にいたっけかなぁ？

　生あい憎にく、俺、歴史はそこまで詳くわしくないんだよ。

「そして音羽はその城戸弥左衛門の通つう称しよう『音羽の城戸』でもあるし、彼が仕えた忍者、音羽半はん六ろくの名前でもあるのよ？」

「へぇすごい！　でも知らない！」

　だって忍者っていえば服部はつとり半はん蔵ぞうとか猿さる飛とび佐さ助すけとか霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうとかじゃん？

　他の忍者って言われても……松まつ尾お芭ば蕉しようとか？

「ところで、その織田信長を狙撃した忍者の名前が俺の名前と同じってことはあれですか？　俺は実はそのどっちかの子孫とかそういう？」

「あ、それは違います。全くこれっぽっちも血筋は関係ないです。偶ぐう然ぜんの一いつ致ち。ただこう、名前がぴったりだったので。あとなんとなく忍者っぽいことしてたので」

「……はぁ？」

　忍者っぽいこと？

　死ぬ前の俺、何やってたんだ？　いやそもそも俺、普ふ通つうのサラリーマンだぞ？

「えぇと、記き憶おくが混乱しているようですね」

　女め神がみ様はどこから取り出したのか巻物を広げる。

「あった、あった。えぇと、あなたの死因ですが、木登りをしていて足を滑すべらせて転落死。はい。お酒に酔よって、木から落ちてポックリですね」

「……はい？」

　なに、その、ものすごく恥はずかしい死因。

「いや、待てよ……あぁなんか思い出してきた……」

　そうだ、花見で上司の無茶ブリに付き合わされて……。

　二十九年間、周りの言うことを聞いて真ま面じ目めに生きてきたつもりだったが、まさかそんなくだらない最さい期ごを迎むかえたなんて……そういえばこの空間で目が覚めたときに頭がぼーっとしてたのはそれが原因か……なんとも間ま抜ぬけすぎる。

「ダメですよー嫌いやなものは嫌ってちゃんと言わなきゃ」

　言い返せない。全く以もつてその通りすぎる。正論だ。それが通らないのが会社ってところだが。

　だが、これはお笑いだな。周りの言うことを聞いたあげくがこれか……哀あわれだな、俺。

　自由が欲ほしいなんて言っておいて、自分から遠ざかってしまっては話にならん。

「で、す、が、私はあなたのその行動に一つの可能性を見たのよ」

　落ち込む俺のことなんざ知ったこっちゃないという具合に女神様は話を続けている。

　なんでもいいが、酒の失敗から可能性を見み出いだすとかすげーなおい。

「酒とは本能を搔かき乱すものよ。そしてあなたは本能の赴おもむくまま忍者の真ま似ねをした。それってつまり、あなたの内側に眠ねむる忍者スピリットがそうさせたってわけよ！」

　なんだよ忍者スピリットって。酔ったら忍者になるのかよ、俺は。

「その暴論やめて。ものすごく恥ずかしいから」

　酔っ払ぱらいの中年が忍者ごっこしてたなんて、恥ずかしいわ！

「でも残念。あなたは死んだわ。だって、あなたは忍者じゃなかったから。忍者だったら死ぬこともなかったわ。むしろ拍はく手しゆ喝かつ采さいよ」

　忍者トークに盛り上がっているところ悪いけど、俺の心は砕くだけそうだよ。

「とにかくもう時間がないわ！　あなたは忍者として異世界に降り立つのよ！　さぁ行きなさい、三重県発はつ祥しようの忍者こそが最強であると証明するために！　あの性悪女神の鼻を明かすために！　私の忍にん者じや欲よくを満たすために！」

　おい、なんか最後あたり私欲が混ざってたぞ。

　と、突つっ込こもうとした瞬しゆん間かん、女神様はいつの間にか垂れ下がっていた縄なわを引っ張る。

「え？」

　すると、俺が正座していた場所がかぱっと開く。

　忍者屋や敷しきかこの空間は!?

「うおおぉぉぉぉ!?」

「何かわからないことがあったら巻物を読んでねぇ～」

　そして、俺は、闇やみの中へと落ちていく。
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　落ちたと思った瞬間、俺は重力というか空気を感じた。

　肌はだに直接降りかかるのは、どことなく暖かな感かん触しよくだ。

「こ、これは！」

　同時に俺は自分が着ていた服が別のものへと変化していることに気が付く。

　いつの間にか俺は真っ黒な忍者装しよう束ぞくをまとっていた。しかも頭は目元だけが開いた頭ず巾きんをかぶっている。背中には忍者刀の感触、多分だが衣い裳しようの下には鎖くさり帷子かたびらも着込んでいる。

「忍者だ、これ」

　間ま違ちがいなくこの姿はジャパニーズ・ニンジャ・スタイル。

　って、冷静になってる場合じゃない。問題なのは、俺が送り込まれた場所が空の上ということだ。

「って、落ちてるぅぅぅぅ！」

　真下は森、針葉樹でもそこまでとがってないだろと言わんばかりの槍やりみたいな木々が生おい茂しげる深い森だ。

　時刻は夜、しかし満月と星のおかげで結構明るい……ってのんきに見み渡わたしてる場合じゃねぇ！

「ま、また転落死は嫌だぞ！　なんか、なんかねぇか？」

　はっ、そうだ！　あの女神様は巻物を読めとか言っていた！

　俺は落下しながらも懐ふところをまさぐる。あった、あの巻物だ。

　その間にも俺はぐんぐんと落ちていく。

　あぁ、ヤバいヤバい、急げ！

「空、空、空！　あったこれだ！」

　巻物に記された技能にあった。空を飛ぶ為の術！

「う、お？」

　その欄らんを読んだ瞬間、まるで記憶が刷り込まれるように俺は術の使い方を熟知し始めていた。

　俺は勢いよく体を大の字に広げる。その瞬間、俺の身の丈たけはあろうかという巨きよ大だいな凧たこが背中に展開された。

「大凧飛行術……なんか、テレビで見たことある……それを俺、やってる……」

　昔の特とく撮さつもので忍者がこうして空を飛んでるシーンがあったよな。

　なんかちょっと、感動。

　そのまま滑かつ空くうするような感じで空を舞まう俺。

「これが、異世界？　こんなところで忍者をしろって……いくら何でも放任過ぎやしないか？」

　とにかく今は落ち着ける場所を探そう。

　ところでこれ、どうやって降りるんだ？
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「なんて都合のいい……」

　大凧飛行の術とやらに関して俺は勘かん違ちがいをしていた。というより、この術の詳しよう細さいが俺の頭にインプットされ続けているのだ。

　この術、名前こそは凧だが風を受けて浮うかんでいるのではなく、殆ほとんど俺の意思通りに動いているって言うのだからますます都合がいい。

「思念操作ってやつか……まぁそっちの方がありがたいか？」

　なので、徐じよ々じよに高度を下げ、速度を落とすことで安全に着陸できるというわけだ。

　着陸すると同時に背中に展開していた大凧が一瞬で折りたたまれ、どこかへと収納されていく。

「おぉ……なんかカッコイイ」

　明らかに物理現象を無視した収納方法。

　まるでヒーロースーツみたいだ。

「でもどこにしまったんだ？」

　さっきまで感じていた大凧の感触も重みもすっかりなくなっている。

　背中に手をまわしてみるが、何か収納するようなものはない。

　気にはなるが、それよりこの場所がどういった所なのかを知りたい。

　森、とおおざっぱにわかるのはその程度、空にいたときにそれとなく周囲を見渡してみたが光源はなかった。

　さらに遠くは妙みように視界が広がっていて、もしかしたら海でもあるのかもしれない。

「人が住んでそうな場所は見当たらんな」

　しかし、俺が降りたのは森の中でも比ひ較かく的てき開けた場所、恐おそらくは人通りのある街かい道どうといったところか。

　道なりに進めばどこかにたどり着くだろうが、果たしてどれだけ進めばいいのやら。

　目視できる範はん囲いで光がなかったとみると相当深い森なのかもしれん。

「何か都合のいい術はないものか……」

　困ったときの巻物だ。

「……ん？」

　何気なく取り出したが、この巻物けっこうな大きさがある。二十センチちょっと、サランラップとかあの辺りの芯しんの大きさぐらいか。

　そんなものが懐に入ってるものなのか？

「これも何かの術か？」

　巻物をさっと広げてみる。

　すると俺はもう一つの事実に気が付いた。

　この巻物、ただの巻物じゃねぇ。

　質感はまさしく紙なのだが、書かれている文字がスクロールされ、画面が移り変わる。そこに書かれているのは全すべて忍術などだった。

「巻物型タブレットって言えばいいのか？　なんか急にハイテクになったな」

　それでちょっとニクい演出なのが、新たに現れた文字はうごめくようにして形を整える。操作方法はハイテクなのにこの辺りの演出はなんかまさしく魔ま法ほう、というよりは和風な呪じゆ術じゆつって感じがする。

　何だろう、俺、ちょっとこの巻物好きかも。

「んで、さっきから巻物取り出せたり凧が消えたりするのはなんでだ？」

　紙の表面というか画面をスクロール。すると気になる項こう目もくを発見した。

「えぇと何々、影かげ隠かくれの術？」

　この忍法は本来の使い方はあらゆる影にその身を隠かくすものである。応用として道具を忍しのばせることも可能。影の大きさ、形は問わない。

　と、されている。

「つまり、俺の忍者装束の影に道具がしまってあるのか……一体どんだけの道具があるんだ？」

　俺はおもむろに懐をまさぐってみる。

　すると……忍者基本装備のクナイ、よくみる十字型の手しゆ裏り剣けんに棒手裏剣、まきびし、かぎ爪づめ、鎖くさり鎌がま、分銅付きの縄、あとなぜか弓矢と出るわ、出るわ、道具の数々。たぶん、これもっと入ってるな。

　一度、どこかで道具の確かく認にんもしないといかんが、一通りの武器がそろっていると考えればちょっとは安心か？

「いや待てよ、そもそも俺、忍法どころか体術なんて習ってねぇぞ」

　勉強を効率よくするにはスポーツも必要だと親が言うので、中学の頃ころに剣道を少しかじっていたが、それぐらいなものだ。高校、大学で弓道も習ったがそこまで本気ではやってなかった。一応、基本の型ぐらいは覚えているが試合に出ても二回戦負けが殆どだったぞ？

「そういえば女め神がみ様は身体強化とかもしてくれたはずなんだよな……」

　えぇい困った時の巻物！

　あったぁ！　肉体の項目！

「何々、身体能力は特」

　丸記号で特がかこってある。確か特上って意味だが、それはあの時見た。

　んで他に何か……書いてないわ。

「わかるか！」

　思わず叫さけぶ。

　と、とにかくすごいんだろうが、もっと具体的に教えろよな！

「ん？　いや、何か文字が追加されていく」

　俺の悲痛な叫びに巻物が応こたえてくれたのか、なんかしぶしぶといった感じで文字が増えていく。

「さすがハイテク巻物だ。忍にん的てき剣術と忍的体術……」

　例の如ごとく丸記号に特。

「いやだからわかるわけ……いや、わかるわ」

　不思議な感じだがその項目を読んだ瞬間、まるで眠ねむっていた頭が目覚めるように俺は俺に与あたえられた特典というものを理解していく。

「巻物を読むことで技能がアンロックされるってわけか？　なんでまたそんな手間のかか……いや、むしろ都合がいいのか？」

　忍者たるもの巻物を読むべし。

　なんかあの女神様ならそれぐらいは当然と思ってそうだな。

　他にもいくつか忍法を確認するとやはり同じだ。その術がどのような効果を発揮するのかが理解できる。

　やっぱこの巻物、面おも白しろい。術以外のも薬草や火薬の知識も入ってくるし、武器の手入れなんかもわかってくる。なんか外付けのメモリを追加されている感じだが、違い和わ感がなくなると当然のように思えてくる。

　だが逆に理解することで不都合もわかってくる。

　というのも、最低限の武器はあるが、それ以外の道具、例えばだが鉄そのものや薬草そのもの、火薬そのものは現地調達せねばならないということだ。

　それにかまどもないし、それ専用の道具もない。

「しばらくは体術でしのげってことか？　あとは色々と調達しないといけないが……」

　それより、なんか無む性しように腹が減ってきた。

「そういえば巻物に保存食の項目が……あったわ兵ひよう糧ろう丸がん」

　実際に見たことはないが、名前だけは聞いたことのある兵糧丸。一つ喰くえば疲つかれ知らずといわれる兵糧丸。しかも今なら五つだけ影にしまってあると書かれてる兵糧丸。ついでにレシピもあるぜ。

「た、食べてみるか？」

　ということで懐から取り出す兵糧丸。一口サイズの茶ちや褐かつ色しよくの団子だ。なんか妙に甘ったるいニオイがする。

　しかし腹が減ってはなんとやらというし、俺は思い切って口の中に放ほうり込む。

　すると、妙に硬かたいが嚙かめないほどではない食感と共に流れ出る味は……。

「まっず」

　めっちゃまずい。なんかもう体にいいものをたくさんぶち込みました感のある苦みとそれを中和しようとする蜂はち蜜みつらしき甘味の味が絶ぜつ妙みように混ざり合いついでにねちゃねちゃと変化する食感のせいでさらにまずい。

　一番むかつくのが吐はき出すほどのまずさじゃないってところだ。

「やっぱ食い物も探さないとな……せっかく手に入れた知識だし、実地訓練もかねて薬草とか動物とか探すのもいいかもしれないが」

　何とか飲み込むが口の中が今でもねっとりする。

　早く水かなんかで流し込みたい。

「水すい遁とんの術で水出せないかな……」

　五遁の項目を探して水遁を確認すると、当然のように忍法を理解する。

　なんだかこれはこれで胡う散さん臭くさい感じもするが、ものは試ためしだ。

「……こう、か？」

　俺は手で印を結ぶように構える。

「水遁・水みず柱ばしら！」

　その瞬しゆん間かん、印を結んでいる俺の手からとめどなく水が放出される。

「すげぇ……」

　ヤバい、なんか感動が止まらない。俺、忍法使ってるよ。

　水遁の術。その名のごとく、水に関する忍法の総そう称しようだ。インストールされた知識によると、この忍法で用いる水はそのほとんどが空気中の水分を集めるものだという。もちろん、近場に水辺があればさらに容易な発動が可能だが、いわゆる特上の俺は水が近くになくとも、水を出現させることはなんてことない。というものらしいのだ。

「でも、この水……飲めるのか？」

　空気中の水分ってあっさり言うけど、それってなんか、こう……抵てい抗こうがある。

　でも口の中はねっちゃり。

　……えぇい、ままよ！
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　水遁の水はなんか普ふ通つうでした。とにかく口のねっちゃり感も消えたし、ついでに喉のどもうるおせたし、さっそく行動開始だ。

「とは言うものの……」

　土地感がなさ過ぎてな。

　あてもなく彷徨さまようのはどうかと思うが、今はそうでもしないと人里すら見つけられないようだ。

「むっ？」

　なんて思っていたその時、馬の嘶いななきが聞こえてくる。

　それも結構な数だ。

「馬？　人が来たのか？」

　普通、それならば喜ぶべきことなのだが、俺はなぜか跳ちよう躍やくして、木の枝に乗り、身を潜ひそめた。

　無意識にやってしまったが、三メートルはありそうな木に一瞬で跳とび乗れるってすごいな、忍者。ま、俺の場合それで死んでるんだが。

　それはそうと俺が思わず木に隠れたのは、気配というべきか、何かちくちくするような嫌いやな予感が全身に走ったからだ。

　これも忍法の一つなんだろうか。

「……なんだ、ありゃ」

　ややして、俺が見たもの。

　それは馬を走らせる一人の少女だ。長い赤毛をたくわえ、同じく赤い槍やりを持った少女だ。

　彼女は、遠くからではわかりづらいが怪け我がをしている様子だった。

　そして彼女を追いかけるようにざっと十二人程ほどの兵士らしき姿の者たちが迫せまっている。

「厄やつ介かい事ごとって感じだな……」

　その一瞬、俺は助けに入るべきかと思ったが、躊躇ためらいがあった。

　巻き込まれるのはごめんというよりは状じよう況きようが把は握あくできなかったからだ。

　そうやってもじもじとしている内に状況に変化が訪おとずれる。

「きゃあっ！」

　少女が背後から矢を受け、落馬した。

　少女は矢を肩かたに受けたのか、苦痛に顔をゆがめている。しかしまだ生きている様子だ。

　兵士たちは勢いを止めることもなく、迫っていた。

「おい、ちょっと待てよ！」

　兵士は手にした弓を構える。

　その瞬間、俺は思わず飛び出していた。

「なんで体が動いた!?」

　これも無意識の行動だったと、今では思う。少なくとも正義感とかそういうのではなかった。

　ただ目の前で女の子が殺されかけようとしている。それを無視できなかったのだ。

　躊ちゆう躇ちよなく放たれた矢が迫る。

　少女の前に降り立ち、俺は背中の忍者刀を抜ぬき放ち……！

「……！」

　刀を振ふるい、迫りくる矢をはじき落とす。

　その時、俺は必死で声を出すこともできなかった。思わず動いてしまった、思わずやってしまったが、放たれた矢は全すべて叩たたき落とすことができていた。

　内心、心臓バクバクである。

　やれるという知識はあった。今の俺の身体能力ならば銃じゆう弾だんすらはじけるだろう。

　だが実際にやるとなると話は別だ。

　しかしできてしまった。

　や、やっちまった。で、どうする、ここから？

　突とつ然ぜんのエントリーはいいが、殆ほとんど考えなしの行動だ。

　状況は最悪。少女は肩に受けた矢のせいで重じゆう症しよう。血も流れているし、放っておくとやばそう。

　敵は十二人、完全装備の兵士。

「さて、どうするか……」
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　空気を冷たく感じるのは季節のせいだけじゃないはずだ。

　目の前に展開する兵士たちからは無言の殺気を感じる。にしてもこいつら無表情すぎないか？　俺という突然の乱入者にも慌あわてたそぶりもない。

　というか目が虚うつろで、こっちを見ているようには感じられない……なんだこいつら。

「あ、え、誰だれ？」

　逆に人間らしい反応を返してくれるのは後ろの少女だ。

　とはいえかなり警けい戒かいしているのか槍を構えている。

　むしろそのまっとうな反応がかえって安心できてしまう。

「自己紹しよう介かいは、あとだ。それより、この状況は？　兵隊が子どもを追い立てる、尋じん常じようではない」

　こんな場面に遭そう遇ぐうしたのは初めてすぎる。

　そのせいか、俺は結構緊きん張ちようして、口調がおかしなことになっていた。

「理由を聞きたい。相手はまだ子どもだ……」

　たぶん無意味だろうと思っていたが、俺は念のために兵士たちへと問いかけた。

　すると返答は再び矢だった。俺の額を狙ねらいすました一射が飛んでくる。

「問答無用ということか？」

　飛来する矢を難なく摑つかむ。
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　ちくちくする感覚がさらに酷ひどくなったので用心していたら案の定だ。

　さすがは忍にん者じやの動体視力といったところか。暗くら闇やみでも見えるし、飛んでくる矢も集中すればゆっくりと見える。

　忍者って凄すごい。

　なんて感心してる場合じゃないな。

（あの怪我は早いとこ治ち療りようしないとな……）

　さすがに、目の前で死なれるのは後味が悪い。

　だがまごまごとしていたらそうなりかねない。

「キミ！」

「は、はい？」

　俺は未いまだに警戒を続ける少女へと声をかけた。

　振り向かずともわかる。少女はびっくりした顔をしているだろう。

「走れるか？」

　落馬していたが、骨を折ってる様子はなかった。

「え、あ、あの……」

　歯切れの悪い返事だ。もしかして腰こしでも抜けたか？

「逃にげるぞ」

「に、逃げるって……」

　悪いが悠ゆう長ちように話をしている暇ひまはない。

　しびれを切らしたように兵士たちに動きが見える。

　このまま突とつ撃げきしてくるつもりだ。

「忍法・旋つむじ風かぜ！」

　ある程度の忍法はすでにインストールされている。

　俺が忍者刀をぐるぐる回転させると一瞬にして竜たつ巻まきが作り出される。出現した竜巻は周囲の木々を揺ゆらし、葉を舞まわせた。

「これぞ忍法・木この葉は隠がくれ」

　飛び散らせた葉っぱで目くらましをする。忍者お約束の忍法だ。

　だがこれだけじゃ力ずくで突とつ破ぱされかねない。

　俺は新たな忍法を発動させる。

「合わせ忍法・木の葉火か炎えん壁へき！」

　さらに旋風の勢いをつけることで舞い踊おどる木の葉同士が激しくこすれていく。山火事が起こる原因の一つにこうした現象がある。

　その結果起こるのは、発火現象だ。摩ま擦さつ熱によって次々と木の葉が発火していく。枯かれ葉はならば一瞬で火が点つくが、あいにく今使ってるのは緑の若い葉だ。

「火か遁とん・火柱！」

「魔力もなしで、風と火が！」

　おどろく少女を尻しり目めに、俺は手のひらをかざし、火遁を発動させる。原理は先ほどと同じだ。空気の摩擦熱を利用し、燃ねん焼しようを起こさせる。俺の場合は、その効力と範はん囲いが強い。それだけのことだ。

　とにかく、これで問題なく着火はできた。

　一瞬にして俺たちと兵士の間に炎ほのおの壁かべが出現する。無理に突つっ込こもうものなら火だるまになる。そうでなくとも馬は怯おびえて前には出られないだろう。

「行くぞ！」

　踵きびすを返して俺は駆かけ出し、目を丸くしている少女を肩に担かついだ。

「ぼーっとするな！」

「うえぇぇぇ？」

　俺の忍法に驚おどろいたのか何なのかは知らんが、少女は悲鳴をあげていた。

　それとは別に兵士たちの奇き妙みような声も耳に入ってくる。

「あぁぁぁぁ！」

「ひゃぁぁぁ！」

　炎の向こうから奴やつらの悲鳴が聞こえてくる。

「ムッ？」

　まさか突っ込んできたのかと思い振り返ってみるが、そうではない様子だ。

　炎に怯えている感じだが、一体何なんだあいつら。薄うす気き味み悪わるい！

　しかしこれはチャンスだ。敵は追ってこない。このまま逃げるなら都合がいい。

「近くに村か街はあるのか？」

　とはいえ闇やみ雲くもに逃げるだけじゃ駄だ目めだ。目的地を定めないと延々と彷徨さまようことになる。

　そして俺はこの世界の地理を知らない。少なくとも近くに光がなかったところを見ると、結構な距きよ離りを逃げることになるが、そうなると彼女の怪我が心配だ。

「三十キロ先にハーバリーの街があります！　私そこから来て……！」

「遠いな……」

　とにかく、今はこの場を離はなれる。

　早めに傷も応急処置ぐらいはしておかないとまずい。
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　少女の顔色が悪くなってきた為ために、俺はひとまず森の陰かげに潜ひそむようにして傷の手当てを優先した。

　矢そのものはあまり深く刺ささっていないようだが、矢じりにできた返しのせいで無理やり引き抜くと傷口が広がる。

　かといって、引き抜く為の道具もないし、血止め、傷薬なんて便利なものもない。

　だが、ここで活用できるのが薬草学だった。当然、俺はそんなものは知らないが、忍者としての知識ならば存在する。ハイテク巻物のおかげだな。

　俺たちのいる森にはおおざっぱな括くくりで薬草と言われる葉が自生している。薬草学をインプットした俺はどれがどの薬草なのかが一発で見分けられるというわけだ。

「すまんが、我が慢まんしてくれよ。いつまでも矢が刺さったままじゃ体に毒だからな。痛いだろうが……」

　ちょいとかわいそうだが、服の袖そでを切り裂さいて丸めて口に詰つめる。歯が折れるからな。

　そして一気に引き抜く。躊ちゆう躇ちよしていたら手て遅おくれになる。

「うぐぅぅぅ！」

「しみるぞ」

　俺はちぎった薬草を手もみしてから握にぎりつぶすようにして汁しるを搾しぼり出す。それを傷口にしみこませ、残った薬草で傷を覆おおった。その上からさらに服の切れ端はしで縛しばり付ける。あまり清潔ではないが、これで応急処置は終わりだ。

「血止めのツボも押しておいた。これで無む駄だな出血は抑おさえられるはずだ」

　ついでに忍者視点の人体構造学ともいうべき知識も付ふ与よされているのか、俺は血止めのツボを刺し激げきしておいた。とはいえ劇的に血がピタリと止まるわけじゃない。多少、抑よく制せいされる程度だ。民間療りよう法ほうレベルのものだな。

　しかし、意外に疲つかれる。暴れる少女を押さえつけて、薬を塗ぬって……いくら知識があるとはいえ、実際にやるのは相当神経を遣つかう。

（いやそれだけじゃないな。傷口を見ても、俺はあんまり気にならなかった……）

　矢じりのせいで彼女の傷は結構えぐい。だが、普ふ通つうそれを見るとグロいと感じて気分が悪くなるはずだが、今の俺にはそういうのへの耐たい性せいもあるようだ。

　それに、どことなく口調も硬かたいというか、なんというか。緊張だけが理由ではなさそうだ。

（さしずめ、忍者モードに入ったからか？）

　なんでそんなことがわかるのかと言われても困るのだが、なんとなくそう感じただけだ。

　忍者の知識や術を頭にぶち込んだ時にそういう立ち居振ふる舞いも自然とできるようになった、てな感じだ。

（まぁ。ぎゃーぎゃーと騒さわぐよりはいいか）

　わけもわからず叫さけんで暴れるよりはずっといい。

　とりあえず手当てが終わると、少女は大人しくなった。生きてはいる。

（さて、なんだか勢いでここまでやってしまったが、ここからどうしたもんかな）

　目の前で女の子が殺されそうになっていたから助けた。それはいい。無意識の行動とはいえ、そのことについての後こう悔かいはない。さすがにあの状じよう況きようで助けないって選せん択たく肢しは後味が悪い。

　ただ問題はここからだ。女め神がみ様は俺を忍者としてこの世界に放ほうり込んだわけだが、具体的な目標がない。忍者の凄さを広めろ的なことを言っていたが、どうすりゃいいのやら。

「あの……魔ま法ほうは、使わないのですか？」

　俺が物思いにふけっていると、少女がおそるおそる俺へと声をかけてくる。

　さすがに顔色は良くない。

　改めて見るとかなり若い。まだ十五、六ぐらいといったところか。槍やりを木に立てかけた赤毛の少女、目の色もどことなく赤い。よく見ると鉄ではなく革かわの鎧よろいを身に着けている。

　それにしても魔法か。

「魔法？　悪いが、そんなものはない」

　神通力（魔力）なんて項こう目もくがあったはずだが、巻物で調べても俺の忍法はあっても、魔法らしきものは存在しなかった。

　使おうと思えば使えるのかもしれないが、忍法のように巻物を読んで覚えるということはどうにもできないらしい。

　この巻物はあくまで忍者専用というところか。

「え？　でも、さっき魔法を使って……魔力は感じませんでしたけど」

「あれは忍法。技わざだ」

「忍……法？」

　まぁいきなり言われてもわかんないよな。

「鍛きたえた技だ。それ以上のことは言えん」

「よ、よくわかりませんけど、すごいのですね」

　かくいう俺も実はいまいち理解してない。手から炎とか水とか出るし。

「そういう君は」

「私は攻こう撃げきスキルしか……回復魔法ってちょっと苦手で……」

　そう言いながらも少女は痛みをこらえつつ、傷口に手をあてがって何か呪じゆ文もんのようなものを呟つぶやいていた。

　すると少女の手から淡あわい光が発生する。

「……こ、これで傷口はふさがったかな……」

　そうして少女が包帯を取っていくと、うっすらと傷は残っているが、確かに彼女の肩かたにあった矢傷はふさがっていた。

（魔法か、凄すごいもんだな）

　これもまさしくファンタジーな異世界ならではだな。

　忍法にはこうやって傷を癒いやす技はあるのだろうか。今のところは確かく認にんできないが。

「あの、助けていただきありがとうございました」

　少女はぺこりとお辞じ儀ぎをしてくれる。

　佇たたずまいというのだろうか、その仕草はどことなく清せい楚そだった。

　女の子らしいとはまた違ちがった感じだ。育ちの良さともいうべきか。

　とにかく悪い子じゃなさそうだ。

「私、アムと申します。アム・レンテス。ハーバリーギルドに所属していまして……見ての通り、冒ぼう険けん者しやをやっているのですが……あの、あなたは？」

　ギルドに、冒険者か。ある意味ではお約束。とすると、この世界のあれこれも大体は察しがつくというものだが、細かい部分は落ち着いてから聞き直すとしよう。

　とりあえず、自分が何者かだけは名乗っておくか。

「城戸音羽。見ての通り、忍にん者じやだ」

「忍者？」

　アムは首を傾かしげている。

　いかん……つい勢いとノリで名乗ってしまった。何を格好つけているんだ、俺は。

「忍者とは……まぁ忍しのぶ、者だ」

　こと細かく説明してもいいが、そんな暇ひまはなさそうだ。

「えぇと、よくわかりませんけど……ありがとうございます。何のお礼もできませんが、すみません。私、行かないといけないので！」

　アムは次の瞬しゆん間かんには立ち上がって槍を持ち、その場から駆け出そうとする。

　その方角はさっきの兵士たちの場所だ。

「おい、待て」

　と俺が制止するよりも先に、アムはふっとその場に崩くずれ落ちる。

「ほら見ろ。貧ひん血けつだ。大人しくしていろ」

　俺が駆け寄ると、アムは槍を杖つえにして無理にでも立ち上がろうとする。

「いえ、ダメです。私、行かないと……助けないといけないんです！　あのモンスターを放っておいたら、大変なことに！」

「だから、待てと言ってるんだ。そんな状態じゃ何もできないぞ」

　彼女は何か切せつ羽ぱ詰つまった感じだ。

　兵士に追われていたことといい、事情があるのは明白だ。

「見た目こんなので、信用できんかもしれんが話してみろ。何をそんなに急いでいる」

　今いま更さらだが頭ず巾きんで顔を隠かくした黒ずくめの男なんだよな、今の俺の姿って。

　これを見て『忍者』だってわかるのは日本人ぐらいだろうし。

「……ここから五キロ先にカルロベという小さな港町があります」

　アムはもう自分が無理できないことを理解したのか、その場に崩れたまま話し始めた。

「港町？　五キロ先と言っても光ぐらいは……」

　少なくとも俺が空から見た限りでは光源はなかった。

　海でも広がっているんじゃないかってのは思っていたが、どうやら間違いではなかったようだな。

「それで、そのカルロベがどうしたっていうんだ？」

「その町は今、恐おそろしいモンスターに支配されているんです……」

「モンスター……さっき言っていたな」

　異世界ならではって感じだが、茶化してる空気じゃないな。

　それに町が支配されているか……。

「もともと、私たちはカルロベで催もよおされる結けつ婚こん式の為にカルロベにいたんです。花はな嫁よめの為に希少な宝石を贈おくりたいとか、結婚式の警備員をして欲しいとか、宴えん会かい用の食材を持ってきて欲しいとかで、いろんな冒険者に声がかかったのです……私は、警備員ということで赴おもむいたのですけど……それは罠わなだったんです」

「罠……つまり、君たちが町にやってきた時には既すでに？　しかし、なぜだ。一体どんなモンスターがいたっていうんだ？」

「恐らく……あれはスキュラです」

　スキュラ……あまり詳くわしくはないが、確か海の化け物だったか。若い女の姿をした上半身、しかし下半身は怪かい物ぶつでそれはタコやイカのような姿をしているとも、狂きよう暴ぼうな犬の頭部を無数に持っているとも伝わる存在だったはずだ。

　その、上半身の美しい姿に惑まどわされた者は海中深くに連れ去られ食われてしまうとも聞いたことがある。

「町の人たちもそいつに操あやつられて奴ど隷れいのように……私、町を助けようとして、それで……」

「返り討うちにあった……？」

　アムはこくんと頷うなずいた。

「それだけじゃありません……スキュラは放置しておくと次々に仲間を生み出して、手が付けられなくなるんです。奴やつは人間に化けて忍び込むだけじゃなくて、その町の住民を利用して次々と自分のしもべでもある海洋性のモンスターを作り出して、内側から食い破るようにして町を滅ほろぼすんです。過去に数回、スキュラの手によるものだと思われる被ひ害がいも確認されていて、その時は爆ばく発はつ的に増えたスキュラの眷けん属ぞくを止める為ために軍隊が動いたとも言われるほどなんです！」

　軍隊が必要なレベルで増えるだと？

　いまいちピンとこないが、軍隊を例に出されたら、さすがに放置はできない。

「早くしないと大量のモンスターが溢あふれてカルロベだけじゃなくて、他にも被害が……！」

　話していくうちに、じっとはしていられないと思ったのかアムは再び立ち上がろうとする。

「待てと言ったんだ」

「ですが……！」

「君一人で突つっ込こんだところで状況が変わるとは思えない。仲間も、いないんだろう？」

　さすがにそれは多勢に無勢ってやつだ。

　だが、アムはふるふると首を横に振ふった。

「私以外にも何人か……でも、あそこから逃にげられたのは私だけで……だ、だから行かないといけないんです。見捨てるわけにもいきません！」

　助けないといけない人がたくさんいるってわけか。

「君の考えもわからないではないが、その傷では……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。私、こう見えて結構頑がん丈じようなんです。それより、あなたは早くここから離れてください。無関係のあなたを巻き込むわけにはいきません。さっき言った、ハーバリーに早く逃げて、そして、このことを伝えてください。そうすれば、きっとギルドが動いてくれます！」

　彼女はそんな状態でも自分より、他人を気き遣づかうようだ。優やさしい子なんだ。

「いや、しかし、女の子を一人放っては……」

　彼女の決意は固い。だが、それ以上に俺としてもこんな子を見捨てたくはない。

　どうしたものかと悩なやんでいる、その瞬間だった。

　ぞわっとした寒気が俺の体を貫つらぬく。本能とでもいうべきか、頭の中に警報が鳴り響ひびいているような感覚が走る。

　これは、さっきの兵士たちと遭そう遇ぐうした時と似ていた。

「しっ、静かに」

「え？」

　思わず、俺は手でアムの口をふさいだ。

　音は聞こえずとも、何か嫌いやな気配を感じる。

　これは、間違いない。敵意だ。

「むっ！」

「きゃあっ！」

　どこからともなく現れた半はん透とう明めいの触しよく手しゆが一瞬にしてアムを拘こう束そくしていく。

「アム……！」

　アムを助けようと手を伸のばす。

「なんだぁ！」

　だが、その前に飛びのいてしまう。

　俺はさらなる敵意を感じ取っていたのだ。

　先ほどまで俺がいた場所へと真っ白な泡あわのようなものが撃うちだされていた。

　しかもその泡はただの泡じゃなかった。じゅうじゅうと嫌な音をたて、異い臭しゆうを放ちながら泡は土や草を溶とかしていく。

「溶よう解かい液だと！」

　気を抜ぬきすぎていたことを後こう悔かいしつつも、俺は着地と同時に刀を抜き放つ。

　鳥とり肌はだで体中がざわつくような感覚がさらに強くなる。

　さっき俺が遭遇した兵士たちの比じゃない。もっとヤバい奴だ。

「き、キドーさん……」

　泡は飛んでこないが、俺の目の前ではアムが半透明の触手に捕とらわれていた。

　触手は粘ねん着ちやく性の分ぶん泌ぴつ液を流しているのか、うごめくたびにアムの体が粘液に覆おおわれていく。

「ひ、ひひ。この女、すべすべだなぁ」

　その声は森の奥から響いてくるようだった。

　警けい戒かいがさらに強まる。同時に強化された俺の目は敵の姿をはっきりととらえていた。

「半魚人に蟹かにとクラゲ？」

　森の奥から姿を見せたのは、魚の頭を持った半魚人の兵士たち。

　そして奴らを従えるように現れる二足歩行の蟹とクラゲの化け物。そうとしか言いようのないモンスターがそこにはいた。
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　蟹男の方は両りよう腕うでがハサミで、背中には無数の足、口からぶくぶくと泡を噴ふき出しており、クラゲ男の方は全身から伸びる触手がアムへとつながっていた。

「ふん、やはり洗脳魔ま法ほう程度じゃまともな仕事はできんか」

　先ほどの声もどうやらこのクラゲ男のものらしい。

「馬ば鹿かめ。逃げられるとおもったか小こ娘むすめ。それに仲間もいたか……男なのは残念だが養分にはちょうどいい」

　クラゲなせいか表情はわからないし、どうやって発声してるのかも不明だが、クラゲ男はこちらを小こ馬ば鹿かにした風な口調で続ける。

「なんだ、お前ら」

　刀を構え、俺は奴らを見み据すえる。敵は半魚人の兵士が十、あとはクラゲ男と蟹男のみ。他に気配はないが、さてどうしたものか。

　しかもアムは今なおクラゲ男に捕つかまっている。

「う、うあぁ……あ、はっ……なに、これ……」

「アム、どうした！」

　クラゲ男の触手に捕まったアムは苦しむ様子ではなく、顔を赤らめ荒あらい息を吐はき出していた。身を悶もだえさせているが、苦痛からというわけでもなさそうだった。

「おっと、動くな。動けばこの娘むすめの腕か足、一本は消えるぞ」

　俺を牽けん制せいするようにクラゲ男は触手をうごめかし、アムの四し肢しをきつく締しめあげる。

「ああぁぁぁぁぁ！」

　だが、アムは痛みの悲鳴よりも艶つやのある声を出していた。

「まぁ、俺の粘液で痛みは快楽に変化している。腕を折る方が気持ちいいかもしれんがなぁ？」

「お前ら、何が目的だ。なんの理由があって彼女を狙ねらう」

「我らが母上、スキュラがこの世界の女王になる為さ。そして母上の子が満ちる世界にするため。我らと母上だけの楽園を作る為……我らの兄弟を育はぐくむ為」

「わかりやすい目的をどうも」

　こうペラペラと自分たちの目的を語ってくれるのは悪党の常なのかもしれないな。

　俺なんぞいつでも始末できる、冥めい途どの土産みやげのつもりか。

　それにしても侵しん略りやくね。

「兄弟が生まれるには腹が必要だろう？　母上からは傷つけるなと言われているが、最悪腹が残っていればいい。それまでに楽しむのもいいが……？」

　余よ裕ゆうからなのか、クラゲ男は見せびらかすようにアムが身に着ける鎧よろいをはがしていく。

　瞬またたく間にアムは身に着けていた真しん紅くの革かわ鎧を剝はがされ、さらには衣服まではぎ取られようとしている。

「えぇ？　お前も男なら興奮するだろ。一枚、一枚、丁てい寧ねいに剝がしていくとよぉ」

「ゲス野や郎ろうが」

　見せつけているつもりか？

　唾つばを吐き捨てたい気分だ。

「あ、兄貴。女は、女は母上のところに連れて行かなきゃ！」

　たどたどしい声を出すのは蟹男だ。しゃべるたびに泡が噴ふき出て、周囲に飛び散る。

「あぁ、そうだな。母上は怒おこると怖こわいからなぁ……」

　そう言いながらクラゲ男はアムを連れたまま、下がっていく。

「待て！」

　当然、追いかけようとするがそれを阻はばむように半魚人どもと蟹男が道をふさぐ。

　それに、俺としてもアムを人ひと質じちに取られている以上、安易にクラゲ男を攻こう撃げきできない。

「はっはっは！　さらばだ、人間よ！」

　まんまとクラゲ男はその場から消え去っていく。

「くそったれ！」

　俺がもう少し警戒を強めていればアムは……！

　だが、今はそれを悔くやんでいる場合じゃない。あのままではアムが危ない。

「こ、ここはとおざねぇ！」

「うるせぇ、邪じや魔まだ！」

　俺は真っ向から蟹男めがけて突とつ撃げき。

「いげぇ！」

　蟹男の命令によって、半魚人たちが俺を迎むかえ撃つ。

　奴やつらは手にした槍やりを構えて一いつ斉せいにとびかかってくるが、その動きは俺にしてみればスローモーションだった。

「フッ！」

　迫せまる半魚人どもに俺はクナイを投とう擲てきする。一瞬にして五本のクナイがそれぞれ五体の半魚人の脳天へと突き刺ささる。

「いける！」

　戦える。俺は、戦える！

　俺は刀を逆手に持ち替かえ、接近戦へと持ち込んだ。生き残った半魚人は仲間の死体を踏ふみつけながら、統とう率そつもなく俺に向かってくる。

　そんな動きで忍にん者じやを捕らえられると思うなよ。

「忍法・影かげ渡わたり！」

　影渡り。それは影かげ隠かくれと同じ種類の忍法であるが、あれがものを隠す、収納する忍法とすれば、これは影から影へと移動する忍法だ。

　俺は目の前に迫る半魚人の一体の影に沈しずむ。奴らは突然消えた俺に驚きよう愕がくし、周囲を見み渡わたすが、見つかるはずもない。

「そこ！」

　その隙すきを狙い、俺は一体を切り裂さく。

　そして、再び別の影へと忍しのび込み、背後から切り裂く！

　次々と切り、影へと移る。瞬く間に半魚人どもは切り捨てられていった。

「お前ぇぇぇぇ！」

　一方、まさか半魚人が壊かい滅めつするとは思ってなかったのか蟹男は明らかな動どう揺ようを見せていた。

　俺を危険だと判断したのか、蟹男はためらいもなく泡を俺に向かって吐き出す。

　その泡は一直線に俺へと向かい、そして……！

「と、溶けた溶けた！」

　蟹男は勝ち誇ほこったような笑い声をあげていた。

「溶けたとけ……げ、げげごばぁ」

　だが次の瞬しゆん間かん、蟹男は悲鳴を漏もらすこととなる。

「残念、溶けてないんだな」

　俺は傷一つない姿で蟹男の口の中に忍者刀を突つきさしていた。俺個人としては使い捨てる勢いだったが、それと同時に俺はこの刀が溶けるわけがないと理解していた。

「ヒヒイロカネの刀ってやつか……女め神がみ様に感謝だな」

　刀を含ふくめた装備に関してだって、俺には既すでに知識が備わっている。

　ヒヒイロカネ。オリハルコンやミスリルと言った架か空くうの特とく殊しゆ合金、その一種という奴だ。

　つまりはただの鉄ではない。ゆえに、当然のごとく、刀は蟹男の口から奴を貫つらぬいていた。

　その昔、蟹の急所は口から突き刺すと良いいってテレビで見たことがある。実際のところは知らんが、どんな生物でも口から刃はを突き刺されれば、死ぬ。

　蟹男はびくびくと体を痙けい攣れんさせ、ぎょろぎょろと真っ黒な目を蠢うごめかす。

「な、なぜぇ！　おめぇざっぎぃ……」

「あれが俺だって？」

　刀を抜き、泡を払はらいながら、俺は顎あごでさっきまで立っていた場所を指し示す。そこには溶けた等身大の丸太が転がっていた。

「忍者をなめるなよ、蟹かに野郎」

「ぐぎゃあぁぁぁ兄貴ぃ、母上ぇぇぇぇ！」

　断だん末まつ魔まの声をあげながら、蟹男は自らの溶解液で内側からドロドロに溶けて消えていく。

「アム……！」

　こんな奴に手間をかけてしまった。

　今は急いでアムを助けなければいけない。

　嫌いやな予感がビンビンとしている。このままじゃ取り返しのつかないことになりそうだ。
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　何より、彼女を放ほうってはおけない！

「無事でいてくれよ……絶対に、助けるからな！」

　アムを助けたい。

　状じよう況きように流され、そういう決断を下すしかない状況でもあった。

　だけどあの子は、優やさしい子だった。こんな状況でも自分ではなく他人を心配できるような子だ。

　なら、助けるしかない。これは、俺が自分で決めたことだ。

　そして何より、今の俺にはそれをするだけの力があった。

　その力こそ、忍者だ。

「あぁ何て言うか」

　不ふ謹きん慎しんかもしれないが、ふと思う。

「俺、忍者好きなのかもしれないな！」
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「見えてきた。あれがカルロベか」

　十数分の道のりを経へて、俺は件くだんの町、カルロベへと到とう着ちやくしていた。道中、敵と遭そう遇ぐうすることがなかったのは幸いだった。

　それ以上に、俺自身の身体能力の向上には驚おどろかされる。生身の体で俺は優に時速八十キロは余裕で出していただろう。ちょっとした乗用車並みだ。

「女神様には感謝ってところか。この力がなきゃ、まずこんなことをしようとも思い至らないだろうしな」

　今、俺は町から少し離はなれた所で、木に登り、町の様子を観察していた。

　港町というだけあって町のさらに後ろには海が広がっていた。カルロベ自体は小さな町なのだがその周囲の土地は入り組み、複雑な地形をしていた。

　確か、こういうのをリアス式海岸とか言うんだよな。

「まるでＢ級のホラー映画だな」

　町は真っ暗だが、うごめく影は無数にあった。そして光が全くないわけでもないのだ。青白い薄うすい光がぽつぽつと見える。遠くからでは判別し辛づらい光だ。青白い発光体……まるで深海魚とかクラゲの発光器官みたいだ。

「魚人の数が少ないのか？」

　そんな光に照らされて、海産物の頭を持ったモンスターたちを確かく認にんすることができたが、予想以上に奴らの数が少ない。ここから見た限りではせいぜい十数体、むしろ住民の数の方が多い。

　だが、住民たちは目がうつろで、ぼーっとしていた。尋じん常じような状態でないことは間ま違ちがいない。

　この世界はファンタジーな世界だ。どこかに色んな種族が共存する街もあるのかもしれないが、少なくとも俺が見る光景は生活感が漂ただようようなものじゃない。

　半はん裸らかさもなくば鎧よろいを身に着けた魚人ども、そいつらに奴ど隷れいのようにつながれる住民。奴らはぞろぞろと町の中心部へと移動しているようだ。

　その光景は退たい廃はい的でどことなく冒ぼう瀆とく的だ。

「……それにしても、なんだこのニオイ……」

　しかも風に乗って何やら不快なニオイが漂ってくる。

　魚が腐くさったようなニオイだ。

　果たして、それが忍者特有の技能なのかはわからんが、どうやら俺は嗅きゆう覚かくも敏びん感かんになっているらしい。まるで犬になったような気分だが。

　にしても気分が悪くなるニオイだ。

「海産物の化け物がいるなら、このニオイも不思議じゃないってか？」

　俺は木から飛び降りる。これ以上は見ていても意味がない。

　胸むな糞くそが悪いとはこのことだ。あの町に自由はない。あるのは狂きよう気きと支配だけだ。

「お魚いっぱいだな。もうちょっとかわいげがあれば竜りゆう宮ぐう城じように見えなくもないがな」

　少なくとも竜宮城自体はパラダイスだったしな。俺が見たカルロベはどう見てもたちの悪いお化け屋や敷しきだったが。

「ここからじゃアムの姿は確認できなかった……となれば町の中央か？　なんか猛もう烈れつに嫌な予感がしてきたな……具体的になんだと言われると困るが……」

　またあの感覚だ。危険信号を伝えるようなぴりぴりとした感覚。

「……むっ？」

　そうこうしているうちに、カルロベの方に異変が起こっていた。

　ぼわっと光が町からあふれ出ようとしている。それと同時に俺の警けい戒かいがさらに強くなっていく。もはやぴりぴりと通り越こして肌はだを突き刺されたような感覚までやってきた。

　これは急いだほうがいい。

「無事でいてくれよ、アム」

　初めて会った女の子がひどい目に遭あっているのを見捨てるほど、俺は冷たくないはずだ。
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　町へと侵しん入にゆうした俺は気配と姿を隠しながら移動していた。

　ことが起きているのは町の中心部。本来であれば広場として町の憩いこいの場だったであろう場所は今や狂きよう乱らんの宴うたげが催もよおされていた。

　それはちょっとしたカルトの現場ともいえるだろう。

　魔ま法ほう陣じんのようなものが描えがかれた広場には生いけ贄にえのように並べられた住民。それを魚人たちが取り囲む。

　それを見下ろすように作られた祭さい壇だんには一人の若い美女が立っていた。薄うす青あおのドレスを着た女性。

　ぱっと見は普ふ通つうの人間だ。むしろその普通さが異い彩さいを放っているわけだが、あふれ出る邪じや悪あくな気配は隠かくせるものじゃない。

「あれが、母上……スキュラか」

　スキュラ。今のところは普通の女性にしか見えないが、あれが偽いつわりの姿だというのはもうわかっている。

　そして、奴やつのそばにはあのクラゲ男がいた。

　アムもいまだ奴の触しよく手しゆに捕とらえられている。

　アムは全ぜん裸らの状態で十じゆう字じ架かのようにクラゲ男の触手に繫つながれていた。

「あぁ、もうじきね。この女を贄にえに、私の最高の子供が生まれるわ……」

　十字架状態のアムをなでるようにスキュラが囁ささやく。スキュラはアムの肢し体たいをゆっくりと撫なで、首筋からみぞおちにかけて唇くちびるを伝わせた。

「う、んん……！　や、めて……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。この粘ねん液えきのおかげで気持ちいいでしょう？　大丈夫、痛くないわ。もうじき、あなた、お母さんになるのよ。うふふ、私と同じ。うれしいでしょう？　お母さんよ。まぁこの子が生まれたらあなた弾はじけて死んじゃうだろうけど」

「い、いやぁ……助けて……」

　アムは必死に快楽を堪こらえている。体を震ふるわせ、必死にあらがっているのだ。

「無む駄だよ。この町の女と同じく、私の子を孕はらみなさい。それだけがあなたたちの価値なのよ」

「キドーさん……助けて……」

　その言葉を俺は無視しない。

「あぁ、今すぐに助けてやるさ」

　だから、俺は盛せい大だいに目立つように登場してやったのさ。

「トァッ！」

　闇やみ夜よに浮うかぶ月を背に、俺は影かげから取り出した弓矢を構えていた。

　弓きゆう道どうなんざやったことないが、この体は既すでに弓の扱あつかいを知っている。俺は瞬しゆん時じに無数の矢を魚人どもに向けて放っていた。まさしく雨のごとく降り注ぐ矢は魚人どもを貫つらぬくが、一部甲こう殻かく類の姿をした連中にははじかれてしまった。

　だが、この先手はでかい。

　魚人どもは混乱し、統とう率そつを欠いていた。

　その隙すきに俺は真っすぐに祭壇へと走る。

「むぅ、貴様は！」

　クラゲ男は俺の姿を認めると、慌あわてふためいていた。死んだとでも思っていたようだな。

「何をしているの、潰つぶしなさい」

　狼ろう狽ばいする魚人どもと違ちがい、祭壇のスキュラは冷たく言い放った。その言葉はなんらかの強制力でも持つのか、生き残った甲殻類の魚人どもが一いつ斉せいに俺へと狙ねらいを定めてくる。

「ちっ！」

　まるで津つ波なみのように押し寄せる魚人たち。

「すりつぶしてやりなさい」

　スキュラの命令を受け、甲殻類どもの爪つめが無数に振ふり回される。

　その中に俺は吞のみ込まれていくのだが……。

「本日二度目！」

　甲殻類どもがめった刺ざしにしているのは変わり身となった丸太だ。

　本当の俺は既にスキュラたちの頭上へと跳ちよう躍やくしている。

　そして！

「火か遁とん・火か炎えん車ぐるま！」

　火炎車。灼しやく熱ねつの炎ほのおを風に乗せ敵の周囲を覆おおう忍にん法ぽう。燃焼効果により渦うずの中心部は無酸素状態となり、地じ獄ごくの苦しみを味わわせるのだ。

　それを集まった魚人どもめがけて放つ。猛烈な勢いで炎と風が奴らを包み込んだ。

　悲鳴すら上げる前に連中は見事炭と化すことだろう。

「何をしているの、止とめなさい！」

　スキュラがクラゲ男をけしかけるが、もう遅おそい。

「アムは返してもらうぞ！」

　祭壇に降り立ち、既に抜ぬき放っていた刀でクラゲ男へと斬きりかかる。

「させるか！」

　クラゲ男はアムの拘こう束そくには使っていない残りの触手を俺に差し向けてきたが、もはや無駄だ。

「なんだとぉ！」

　なんなく迫せまる触手を斬り落とし、俺は止まることなく、クラゲ男へと肉にく薄はくする。

「斬ざん！」

　奴は断だん末まつ魔まの声すらあげることなく、真っ二つに切り裂さかれる。

　同時に触手たちも力を失い、アムがずるりと落ちてくるのをキャッチ。

「あ、あふ……キドー……さん？」

　もはや限界寸前だったのか。アムはうつろな瞳ひとみで、それでも俺の方を見つめていた。粘液まみれでかわいそうだし、服も身に着けていないのはかわいそうだが、もう少し待っていてくれ。

「すぐ終わらせる」

　俺は上着を脱ぬぎ、アムにかぶせてやると、最後の一人。スキュラへと対たい峙じした。

「な、何者なの！」

　突とつ如じよとして儀ぎ式しきをめちゃくちゃにした俺。仲間を瞬またたく間に始末したこともあってか、スキュラはかなり警戒している。

「まさか、ギルドが送り込んだ討とう伐ばつ者しや！　こんなにも早く？」

　討伐者？　なんのことを言ってるのか知らんが。

「違う。俺は、忍者だ」

　刀を構え、スキュラを見み据すえる。

「なんだっていいわ！　よくも私の可愛かわいい子供たちを！　許さない、許さないわ、あなた！」

　スキュラから放たれる魔力が凄すさまじい上じよう昇しようを見せ始めていた。

　ずいぶんと怒いかり心しん頭とうな様子だがそれはこっちの台詞せりふだ。

「黙だまれ。町を支配し、アムを辱はずかしめた貴様らを許すわけにはいかん」

「死ねぇ！」

　スキュラは一瞬にして低く唸うなるような声を出すと共に美しかったその顔を引き裂き、醜しゆう悪あくな姿を見せた。無数の牙きばがまるで回転のこぎりのようにうごめいている。下半身からはタコのような触手が伸のび始め、それぞれの先せん端たんには鋭するどいかぎ爪があった。

　刹せつ那な、スキュラは呪じゆ文もんを唱えた。

「ウォーターアロー！」

　歌うような詠えい唱しように乗せてスキュラの口から水の矢が放たれる。

「……！」

　目にも留まらぬ速さで飛来する無数の水の矢は瞬く間に俺の全身を貫いた。

「キドーさん！　いやあぁぁぁぁ！」

「ふん、しょせんは人間よ」

　心底つまらなそうにスキュラが吐はき捨てる。

　だがな、さっきの俺の忍法を見てその余よ裕ゆうはちょっとなめすぎだろう？

「なるほど、直ちよく撃げきを受ければ無事じゃすまないな」

　そんなスキュラの隣となりで、俺は腕うでを組みながら答えた。

「な……！」

　驚きよう愕がくするスキュラ。だが、奴はさらに驚おどろくべき光景を目まの当たりにするだろう。

「ま、当たらなければいいだけだ」

　祭壇の壁かべにもたれ掛かかる俺。

「しかし、ウォーターアローか。もう少し派手な技わざはないのか？」

　祭壇の上部に座る俺。

「はぁ、しかし魔法はやっぱり水属性なんだな。溶よう解かい液ぐらいは出すんじゃないかって思ってたんだがな」

　アムのそばに立つ俺。

「キドーさんが、いっぱい……？」

　様々な場所に様々な俺がいた。

「何？　い、いつの間に仲間を……！」

「仲間？　勘かん違ちがいしてないか？　最初から、俺は一人だぜ？」

「え……」

　その瞬間、俺は、スキュラの喉のどを背後から刀で貫いた。

「俺は、ずっと、貴様の後ろにいたぞ」

「ぎゃあぁぁぁぁ！」

　えぐるようにして、俺は刀を突つきたてる。

「まだだ！」

　様々な場所にいた俺は各おの々おのの武器を構えてスキュラへと攻こう撃げきを開始した。クナイを投げ放ち、鎖くさり鎌がまを振るい、手しゆ裏り剣けんを投とう擲てきし、矢を放つ。

　これぞまさしく忍者の高等忍法が一つ、分身殺法。数多あまたの俺の分身がそれぞれの武器を手に乱らん舞ぶするいわゆる必殺技と言えるものだろう。

「魔力はあるようだが、肉体は脆ぜい弱じやくなようだな」

　連続攻撃を受け、スキュラはズタボロになっている。

　奴からは膨ぼう大だいな魔力を感じるものの、それを肉体強化に使っていないようだ。

　何故なのかはわからないが、こっちにとっては都合がいい。

「貴様ぁぁぁぁ！　許さないぃぃぃぃ！」

　それでもスキュラの生命力は高いらしい。金切り声をあげながら、触しよく手しゆを伸ばしてくる。

「遅い！」

　触手が俺をとらえようとするよりも前に、俺はクナイを一斉に投擲する。クナイは触手と床ゆかとをつなぎとめるようにして突き刺さった。

「今まで好きにしてきた報むくいだ」

　分身の俺がすべて消える。

　本体の俺は刀を構え、スキュラの目の前に立った。

「天てん誅ちゆう！」

　そして、奴やつの首を斬り落とした。

　ばたりと、スキュラの体が倒たおれ、海水のような透とう明めいな血液が流れ出ていた。

　刀の血のりを払はらい、鞘さやに収め、アムの方へと向かう。

「に、逃にがすものかぁぁぁ！」

「殺気が漏もれているぞ。ばれてないとでも思ったか？」

　背後から迫りくるスキュラの攻撃は読めている。

　俺は一瞬にしてその場から消えると、入れ替かわるように奴の背後をとり、一刀両断に斬り伏ふせる。

「見た目通りに化け物かよ」

　俺が斬り捨てたのは奴の下半身を構成していた触手の塊かたまりだった。それ単体が一つの生物としても活動ができるようで、奴は自らの意識をそれに移し、不意打ちを狙ったのだろう。

　しかし、それすらも失敗に終わった。

「気配は、なし」

　スキュラの放っていた気配は完全に途と絶だえた。

　それと同時に町の方から奇き妙みような悲鳴が上がっている。俺は、何事かと思い周囲を見み渡わたす。

　かろうじて生き残っていた魚人たちが、その形を保てなくなったのか水を吐き出しながら、干ひからびていく姿があった。

　スキュラが死んだ影えい響きようなのだろうか。余計な手間が省けたのは良いことだが。

　また意識を奪うばわれていた住民たちもばたばたと倒れていく。生死は確かく認にんしてみないことにはわからない。

「……はて、これはなんだ」

　悲鳴が完全に消えると、あるものが目に入った。

　それはスキュラの死体のそばに無造作に転がっていた。

　球体状の物体で、異様な魔力を放っている。

「なんだ、これ。タマゴか？」

　スキュラって卵生なのか？

　しかしこの魔力量、まさかと思うが俺がスキュラのものと思っていたのはこのタマゴのものだったのか？

　やけにあっさりスキュラを討伐できたと思ったが、まさかな。

「……戦利品？」

　破は壊かいするべきとも考えたが、こういう代しろ物ものは下手に扱あつかいたくない。

　俺はいそいそと影かげ隠かくれにタマゴをしまい込んだ。

「……アム、大だい丈じよう夫ぶか？」

　そんなことよりもアムだ。

　俺は彼女に駆かけ寄ると、抱だきかかえる。

「んひゃ、あの、その……ちょっと待ってください……」

　俺が触ふれた瞬間、アムはびくんと体を大きく震ふるわせて妙みように艶つやのある声を上げた。

「え、いやだって……あ」

　そ、そういえばクラゲ野や郎ろうの粘ねん液えきってなんかそういう効果があるって言ってたよな。

　抱きかかえた後でそれを思い出した俺。

「えぇと、下ろした方が……」

「んん！　やぁっ……し、振しん動どうで、敏びん感かんになるから……あの、動かないで、欲しいです……」

「いや、でもこの体勢は……」

　今の俺の姿はアムを抱きかかえた状態だ。

　凄すごい今いま更さらだが、半はん裸らの女の子を抱きかかえる二十九歳男性。

　普ふ通つうなら逮たい捕ほだよ。

「お願い、します……今、動かれたら、私……」

「あ、あぁ、わかった」

　いやもう、言う通りにするしか、ないだろ？

（いや、しかし……こんな時に思うのもなんだが）

　アムを抱きしめながら、俺は昇のぼりゆく朝日を眺ながめて、ふと思う。

　俺は初めて自分の決断で動いた。アムを、助けたいと思った。

　それはこの忍者の力があったからというのも大きい。

　これがなければ俺は決意することもないし、そもそも彼女を助けることもできなかっただろう。

　スキュラなんて化け物の餌え食じきになっておしまいだったはずだ。

（忍者の……力……これがあれば）

　俺は、自分の、自由な人生が送れるんじゃないかって、思うのだ。

[image: ]

　突とつ然ぜんだが、俺は今、会議室のような場所で仏ぶつ頂ちよう面づらな方々に囲まれていた。殆ほとんどが老人で、いかにも重役ですという雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　スキュラを討とう伐ばつした後、しばらくするとカルロベにとある一団がやってきた。

　かなりの重武装で、統一された装備を纏まとった彼らをアムは王立軍と呼んだ。各地に派は遣けんされた国の先せん鋭えいたち。恐おそらくはやっとカルロベの異変に気が付いて駆け付けたということだろう。

　彼らはカルロベの状じよう況きように啞あ然ぜんとしていたが、仕事は早かった。意識不明の住民たちの保護に始まり、町の封ふう鎖さ、そして俺とアムを拠きよ点てんであるハーバリーへと移送してくれた。

　ただ、アムはそのまま病院へ、なぜか俺はこの会議室に直行させられたというわけだ。

「ふむ」

　そんな空間の中に一人だけ異い彩さいを放つ女性がいた。

「にわかには信じがたい……と言いたいところだけど、証しよう拠こ品ひんを見せられれば信じる以外にはないわね」

　明らかに周りの重役たちよりも一回りも二回りも若そうな姿。まだ二十代も半ばといった頃ころあいだろうか。

　長く透すき通った白はく髪はつは光の加減かうっすらと桃もも色いろに光っても見えた。薄うす暗ぐらい空間の中でもはっきりと彼女の白い肌はだは目につき、キリリと細い目はじっと俺を捉とらえ、どこか値ね踏ぶみするような視線を向けていた。

（こりゃ人間じゃないな）

　どうしてそう思ったのかはわからない。直感のようなものだ。

　彼女が腰こし掛かけるのはいわゆる議長席。その場で、一番の権力者はこの女性ということになる。

　バリバリのキャリアウーマンってやつか？

「では、確認の為ため、もう一度聞きましょう。このスキュラを倒したのはあなた、で間違いないのね？」

　会議室の中央には俺が討伐したスキュラの首が置かれていた。

「左様」

　俺は小さく頷うなずく。

　しかし、昨日から思っていたんだが、俺、時々この口調になるが、これも忍にん者じや化のせいなのか？　まぁ別にいいんだが。

「しかし、スキュラは高位のモンスター。聞けば町を食らいつくし、相当な魔ま力りよくを得ていたはず。それをたかが一人で？」
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　この会議が始まってからずっと俺を疑っているのは重役組だ。全員がとは言わないが、何人かは俺が誰だれかの手て柄がらをかすめとったのではと思っているらしい。

　まぁ身分の定さだかでない男を信用しろってのは難しいか。こうして証拠の品もあるというのに。

「スキュラは放っておけば眷けん属ぞくを生み出し、伝承によれば、スキュラが眷属を増やし続けた結果、国一つが滅ほろんだともいわれる存在。Ａランクの冒ぼう険けん者しやでも単独討伐ができる者は少ない。それを冒険者でもない男が？　信じられませんな」

　それでもってそんな中で一番俺に懐かい疑ぎ的なのが、この男だ。会議が始まってからずっと俺を目の敵かたきにしてやがる。この手の男は恰かつ幅ぷくがいいだけのじいさん……と言いたいが、この男はやせ型で、目つきも鋭するどく、インテリな感じの風ふう貌ぼうだった。身に着けているのも豪ごう華か絢けん爛らんとは違い、質は良いがそこまで派手ではないスーツ。正直、おしゃれのセンスは抜ばつ群ぐんだ。

「言葉は選びなさい、カウウェル卿きよう。もし、彼が本当にスキュラを討伐した者であれば、この場にいる全員が始末されてもおかしくないのよ？」

「ですが、サリー殿どの。このような身分不確かな男の言うことを……」

「カウウェル卿。彼の身に沁しみついたスキュラの魔力や血を見れば、彼が討伐したことに疑いはないとみるべきでしょう。仮に横取りをしたという話が本当なら、スキュラを討伐できる者たちはどこへ？　それほどの腕うでがありながら一人に殲せん滅めつさせられる方が信じられないわね」

　サリーと呼ばれた女性は意外と俺の肩かたを持ってくれる。そして彼女の言葉はかなりの力を持っているのか、重役が彼女の意見に頷いている。

「まぁ確かに」

「単独であれ、パーティであれ、その手柄を横取りする方が難しいですからなぁ」

　会議の流れはもはやこれで決定したようなものだろう。

　カウウェルと呼ばれた男は納なつ得とくいかないようだが、それ以上は言葉を発することはなかった。

　ただ嫌いやな目で俺と、そしてサリーを睨にらんでいるだけだ。

「さて、それよりも私が気になるのは、このスキュラがいかにして我々に気が付かれずに、カルロベへと侵しん入にゆうし、まんまと力を蓄たくわえていたのかです。あなた、確かキドーとか言ったわね。何か、そのことについては？」

「私から申し上げられることは少ないのです。私はアムという少女を助けたまで。その結果、このスキュラを討伐しただけにすぎません。ただ、奴やつと奴の配下はこの地上を支配するとだけ」

「力のあるモンスターが考えそうなことね……各地方に警けい戒かいを厳しくするように通達します。最近はモンスターの出しゆつ没ぼつも多いみたいだし」

　その言葉を最後に会議は終しゆう了りようを迎むかえた。

　ぞろぞろと重役たちが退出していく中、サリーは一人残り、俺を呼び止めた。

「キドー・オトワ。スキュラの討伐を成し遂とげたあなたには報ほう酬しゆうを与あたえたいところだけど、あなた、まだギルドへの登録は済んでいないようね」

「はぁ、そう、ですね」

「そ。なら、ギルド支部へ来なさい。話はそれからよ。それじゃ」

　サリーはそれだけ言うとさっさと出ていく。

　俺はというとあっさりと解放された。

　この街の庁舎らしき場所に俺はいたのだが、問題なのはこの街のことを何も知らないということである。

「ギルド支部って、どこだ」

　途と方ほうに暮れるしかない。

　街に着いたのはいい。俺自身も拠点が欲ほしかったというのもある。どうあれ、俺はこの世界にとっては異い邦ほう人じんであり、生活基き盤ばんも常識もよくわからないからな。

　忍者のスキルの中には野営、野宿の知識もあったが、実際にそれをやりたいかと言われると俺は少し御ご免めんだ。寝ねるならベッドか布ふ団とんがいい。さすがに固い地面の上は嫌だし、何より、疲つかれた。

　この世界にきた途と端たんにスキュラの騒そう動どうに巻き込まれ、奴を倒たおし、そしてさっきの会議だ。

　徹てつ夜やなんだよなぁ。

　一いつ睡すいもしてないのに、まだ体は元気だが、なんというか精神的に疲れた。

「あーどうしたもんかなぁ。支部とやらの前に宿を探したいが……あれ？　そもそも、俺、この世界の金……」

　その一いつ瞬しゆんで俺は顔面蒼そう白はくだ。金がない。そう、俺、無一文なのだ。

「や、やべぇ……これは野宿決定か？」

　おのれ女め神がみ様。一泊ぱく分の宿賃ぐらいは融ゆう通ずうしてくれてもよかっただろうに！

「あの……」

　などと俺が今どこで何をしているのか不明な女神様に憤いきどおりを感じていると、聞き覚えのある声に呼ばれた。

　振ふり向くとそこにはアムがいた。鎧よろい姿ではなく、どこにでもいそうな町まち娘むすめのような服装だった。

「アム！　無事だったか！」

　病院に運ばれてからのことはわからないが、どうやらすぐに退院できたようだ。

「はい、その、ご迷めい惑わくを……」

　アムはすっと後ろに引き下がり、ぺこりと頭を下げる。

「キドー様も大だい丈じよう夫ぶでしたか？　その、色々と聞かれていたようですし」

「ん？　あぁ、事実確認ぐらいだ。それ以上のことはない。それよりもなんか、ギルドにこいと言われたんだが……場所がわかんなくてね」

「あ、それじゃあ、案内します」

「頼たのむよ」

　アムに案内をお願いし、俺はやっと異世界の街を堪たん能のうできる。

　外がい壁へきに囲まれた巨きよ大だいな街。道行く人々はヨーロッパ系の顔立ちが多い。金きん髪ぱつ、茶髪の人間が多数。服装も生活様式もこれでもかと中世、近世ヨーロッパに近い。

（なんとなく想像通りだが、こう見るとアムは結構独特なんだな）

　つぶさに観察していたわけじゃないが、アムの顔の作りは彼らとはどことなく違う。と言ってもまるっきり違うってわけじゃないが、どちらかといえばアムの方が瞳ひとみが大きく感じる。

　赤い髪かみの毛も珍めずらしいといえば珍しい。ざっと街を見み渡わたしても同じような色を見ない。

「ここは交易も盛さかんなのですよ」

　なるほど、言うだけあってか活気もあり、そこら中で屋台が広げられ、荷馬車が行き交かう。

「さ、行きましょう、キドー様」

　それにしても「様」ねぇ。

　カルロベの一件のせいか、アムはちょっと俺によそよそしい。まぁ無理もない。気が付けば「さん」から「様」になってるし。

　それになんとなくお互たがいの距きよ離りに間がある。別に俺は無理やり近づこうってわけじゃないが、アムの方がそれとなく離はなれようとしているのだ。

「……アム、もし謝っておくべきことがあるなら、謝る。君にあまり迷惑はかけられないし、名めい誉よもあるだろうし。場所さえ教えてくれれば、俺一人でギルドに行くのだが？」

　彼女を助けたのは殆ほとんど偶ぐう然ぜんと成り行きの結果だ。そりゃ可愛かわいい女の子にいいところを見せようって下心もあったが、それは置いとく。

　とにかく、本来、俺と彼女は無関係だし、彼女は彼女で生活がある。少し不安は残るけれどもだ。

「え！」

　俺がそのように提案したところ、アムはバッと振り向き、ものすごいショックを受けたような表情を浮うかべていた。

「ど、どうしてですか！　私、何か至らないことでも？」

　さっきまでのよそよそしさはどこへやら、アムは一瞬で俺のそばまで近寄ってくる。まるで捨てられた子犬のようだった。若じやつ干かん涙なみだ目めなのが可愛い。

「いや、ほら、色々あったとはいえ、なぁ？」

　カルロベであったことを話すのは彼女の名誉に関かかわるので、それとなく濁にごす。

　まぁ全ぜん裸らの女の子が男に抱だきかかえられていたってちょっとトラウマになっても仕方ないし、距離を離されても当然だろうし。

　むしろ悲鳴あげて逃にげられないだけましと言えるだろう。

「そ、そんなことありません！　キドー様は私の命の恩人です。それに、私まだお礼もできてないのに……」

「俺は別にそういうのが欲しいわけじゃないんだが」

「いいえ、ダメです。恩には報むくいなければならないと教えられています。あの時は私もちょっと切せつ羽ぱ詰つまってて余よ裕ゆうがなかったですけど、今は違います。ですので、街の案内は任せてください。ギルドですよね？」

「あぁ、でもいいのかい？」

「いいんです！　さ、行きましょう！」

　なぜだかアムはちょっぴり嬉うれしそう。

「恐おそらくキドー様がギルドに呼ばれたのは冒険者の登録に関してだと思います。キドー様、まだギルドには所属してませんよね？」

「来たばかりだからな」

「では案内がてらご説明します。まず冒ぼう険けん者しやというのは……」

「ギルドに所属して、依い頼らいを受けるような者のことか？」

「……ご存じなんですか？」

「ま、なんとなく概がい要ようだけはな」

　出会った時にもそれとなく説明を受けたが、その時点で俺の中ではある程度の想像がついていた。良くも悪くもお約束というか、お決まりな感じだったし。

　今はそれが助かるってもんだが。

　さて、それは置いといても張り切って俺に色んなことを説明しようとしていたアムは出で鼻をくじかれた感じで少し落ち込んでいた。

「うぅ、外国の方だからきっと知らないんだろうなぁって思ったのに……」

　ちなみにだが、俺の立場に関しては便べん宜ぎ上じよう『外国から仕事を求めて旅をしている』ということになっている。

　地元には仕事がないのでよそに出で稼かせぎに行くというのはさほど珍しいものじゃないはずだ。この世界が俺たちの世界でいうところの中世、近世であれば外国からの労働者だって普ふ通つうにいる。

　さらに言えばこの世界の冒険者というシステムから考えれば、恐らくその手のものが多いはずだ。

「あーいや、概要を知ってるだけで細かいことまでは……説明いいかな？」

　ま、実際俺の常識と離れてる部分もあるだろうし。理解したつもりが一番怖こわい。

「はい！」

　アムはパッと笑顔に切り替かわる。

　コロコロと表情の変わる子だな。可愛いもんだ。

「んん、では説明しますね」

　それらしく咳せき払ばらいをしつつ、アムは語り始める。

「冒険者についてはキドー様がおっしゃったようなものです。依頼を受けて様々な土地へと飛び交う私たちのことを人々は冒険者と呼ぶようになりました。まぁ私含ふくめて大半の人は同じ拠きよ点てんで活動しちゃうんですけどね」

「冒険者というよりは何でも屋……というべきかな？」

「まぁそうですね。殆ど自由業のようなものですし、依頼を受けるも受けないも自分の判断。一つだけ確実なのは、自由でも自分でお仕事しなければご飯は食べられないってことです」

「そいつは真理だな」

　そりゃそうだ。働かざる者食うべからずとは世界共通の認にん識しきのようで安心だ。

　冒険者は自分のやりたい仕事をして生きていく。そこには危険もあるだろうし、刹せつ那な的で、あえて濁さず言えば日ひ雇やとい労ろう働どう者しやより不安定ともいえる。

　だがそこに存在するのは自由だ。他人に押し付けられることなく、自分のやりたいようにやれるのは良いことだな。

　まぁいくつかの常識に照らし合わせての自由だろうが、すくなくとも前の会社よりははるかに空気は良い。

「冒険者の仕事の殆どはモンスター退治です。ただし、たとえ人間であっても秩ちつ序じよを乱して好き放題に暴れている人たちもモンスターとして見られます。これ、意外と勘かん違ちがいしている人も多くて、亜人もモンスターってわけじゃないんですよ。昔はこれでひと悶もん着ちやくあったようですし」

　ほぅ、それは意外な話だ。

　モンスターと言えば俺なんかはやっぱ獣けものみたいな奴やつも亜人も一いつ緒しよに考えてしまうが。

　この世界におけるモンスターとは「犯罪者」や「害がい獣じゆう」という意味を持つのかもしれない。

「そして重要なのがランクです！」

「ランクまであるのか」

「はい。現在はＡからＥとなっていまして、Ａが最高ランクです。Ｅが最低ランクですけど、これは殆どお試ためし期間みたいなものです。お使い程度の依頼でもいいのでクリアしていけばすぐにＤやＣランクに上がりますし」

　なんかこう、ますますお約束って感じだな。わかりやすくて良いけど。

「あぁあと、名誉ランクみたいなものですけど、Ｓランクというのもあるんですよ。大きな功績を残したり、実力を認められたりすると、あたえられるものなんです。まぁ、数えるほどしかいませんけどね」

「そりゃ凄すごい」

　まぁ仕事や役職に対してランクをつけるのは別に珍しいことじゃないしな。仕事の質に関かかわるものであれば大なり小なりのランクはつくってもんだ。

「えへへ、偉えらそうなこと言っていますけど、実は私、最近Ｄに上がったばかりなんです」

　アムはちろっと舌を出して、照れ笑いを浮かべた。

「ということは、俺が冒険者になると、君は俺の先せん輩ぱいになるってわけだ？」

「そ、そんな先輩だなんて。あまり偉そうなことは言えませんよ……でも大丈夫です。規則とか規約とか、ルールなんかはばっちりですから。覚えましたし、勉強もしたので、わからないことがあればきちんと教えますとも！」

「そうか、それは安心だ」

「はい！　冒険者は私の長年の夢でしたから！」

　ここまで、語り続けるアムの目はとてもキラキラと輝かがやいていた。本当に好きなものを語るようで、見ていて気持ちのいいものだった。

　しかし、そうなると気になってくるのは、なんだってアムのような子が危険な冒険者なんてことをしてるのかだ。そういう世界だから、では説明はつかんだろうし。

　金や名誉の為ためとか、色々と理由はあるのだろうけど、それを今聞くのもな。

「そしてそんな冒険者をサポートしてくれるのがギルドです。特にギルドカードが便利なんですよ。身分証明証にもなりますし」

　アムはそう言いながらカードを取り出そうとして……。

「……あ」

　石のように固まっている。

「あーえぇとですね……その」

　突とつ然ぜん、彼女はぎこちない笑えみを浮かべながら説明の続きを始めた。

　おいおい、まさかと思うが。

「はい、えぇと、ギルドカードですけど、これがないとギルドから依頼を受けることができませんからね。発行し忘れたり、なくしたりすると大変なんですよ。幸い、再発行は簡単ですけど、ペナルティなんかもありまして……中にはランク降格なんてことも……」

　さっきまではきはきとしていたアムだが、徐じよ々じよに顔色が悪くなっていくのがわかる。もじもじと手を動かしたり、目はきょろきょろとうごめいていて、控ひかえめに言って不ふ審しんすぎる。

「なぁアム。もしかして……」

「あ、あはは……失なくしちゃい、ました……」

　アムはがくりと膝ひざを落としてうなだれる。

　まぁ、なんだ、だろうなとは思ってたよ。

　思えば、彼女はあの海産物たちに身ぐるみを剝はがされていた。

　そういえば、俺もあの装備を回収とかしてなかったが、まさかあの中に？

「ど、どうしよう……あのカードに私の全財産の情報が……キドーさん！　急いでギルドに行きましょう！　案内しますから！」

「その方がいいな……」

　切羽詰まった様子のアムは俺の手を取って駆かけ出す。

　なんだか、この世界にきてからゆっくりできてないな。

　そうこうしているうちに、俺たちはギルド・ハーバリー支部へと到とう着ちやくした。

「ここです！」

　大方の予想通り、ギルド支部はでかい建物だ。パッと見た感じでは城とも勘違いしてしまいそうな佇たたずまいで、そこだけ石造りではなくレンガだとか大理石などで派手に造られている。

　しかもこの街の二割を占しめているんじゃないかってぐらい敷しき地ちを取っていた。

　アムが言うには一応国営の組織なので各街には支部が置かれているとのことだ。本部と呼べる場所はこの国の王都『アトラシア』にあるという。

「さ、行きましょう！　まずはギルドカードの発行です！」

　こうして、ドタバタな空気の中、俺はアムに支部へといざなわれた。
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　ギルド支部へと足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん。

　そこに広がった光景はまさしく『異世界』だった。

　なんせ俺やアムと同じような人間もいれば、そんな奴らと肩かたを組んで酒を飲むトラの顔をした獣人もいるし、背の低いゴブリンたちが地図を片手にせわしなく駆け巡めぐっている。奥の方では蛇へびの顔を持ったリザードマンが喧けん嘩かをしている。

（うちの会社も口々にグローバル化とか言ってたが、この世界の方が最さい先せん端たんだな）

　下手をすればモンスターとひとくくりにされそうな面々が分け隔へだてなく同じ空間にいた。

　彼らも冒険者なのだろうか。そして、これがこの世界の常識ということなのだろうか。

　彼らは見た目もそうだが、武器も防具も多様だ。そもそも身に着けてるかどうかも怪あやしい連中もいる。

　中にはアムのような女性もいるのだが、なにやら妙みように扇せん情じよう的な姿が多い。

（あれはそういう流行はやりなのか？）

　ビキニアーマーっていうのか？　あぁいう格好をしていても恥はずかしいって思うことはないんだろうか。それとも慣れというものなのだろうか。

　しかもよく見ると耳がとがっている。

（エルフってやつか……なんか感動だわ）

　エルフ以上にファンタジーな連中を見てきたのに、エルフとの出会いはなんか格別だ。

「んん！」

　じぃーっと見ていたわけじゃないが、アムがわざとらしい咳払いをしてくる。

「行きますよ！」

「怒おこらないでくれ。うちの地元じゃ珍めずらしいんだ」

「じろじろ見ちゃ失礼です！」

　ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませて怒っている。子供っぽい。いや、子供か。

「見ろよ、ガキに連れられて変なのがきやがったぜ」

「見ねぇ顔だな。どこの田舎いなかから出てきたんだぁ？」

「よぉ兄ちゃん、女の世話になってんなら俺も紹しよう介かいしてくれよなぁ」

　これはある種の洗礼か？

　冷やかしと嘲ちよう笑しようの言葉が飛んでくる。叫さけんでるのは案の定、酔よっ払ぱらいどもだ。

「気にしちゃ駄だ目めですよ。あぁいう人たちは、まぁ、よくいるんです」

「構わん。気にしてないから。むしろ、慣れてる」

　遠まわしに嫌いや味みを言ってくるだけなら、まだマシな部類さ。うちの上司どもみたいに絡からみ酒をしてこない限りはな。

「ほら、行きましょう！　まずは受付で登録申しん請せいをしないとです！　そして私のカードの再発行も！」

　ずんずんと人込みをかき分けて行くと、ギルドの中央に位置する場所へと到着する。そこには巨きよ大だいな樹木があり、その周りにカウンターがずらりと並んでいた。そこにはいわゆる受付嬢じようというべき女性たちが多くの冒ぼう険けん者しやたちに対応をしているのが見える。

「マイネルスさーん！」

　アムはそのうちの一人のもとへと俺を案内してくれた。

「あぁ、アムかい」

　そこには間ま違ちがいなく受付嬢がいた。

　身長二メートルはあろうかという巨きよ軀くに猪いのししのような顔を持った受付嬢であったが。

「キドー様、こちらベテラン受付嬢のマイネルスさんです！　オークです！」

「どうも」

　マイネルスは気だるげに頭を下げる。

　俺は俺でちょっと圧あつ倒とうされている。偏へん見けんなのはわかっている。でもオークが制服着て受付してる姿はものすごく違い和わ感があるのだ。

「聞いたよアム。死にかけたんだって？　ま、生きててよかったよ。あんたの慌あわてっぷりが見れなくなるのはそれはそれで寂さびしいからね」

　マイネルスは耳が早いらしい。

「それで、今日は随ずい分ぶんと妙ちくりんな奴を連れてきたね。あんたのコレかい」

　そう言って小指を立てるマイネルス。

　何だろう。世界が違っても、種族が違ってもおばちゃんはおばちゃんなんだなって思うよ。

「ち、違います！　命の恩人です。私を助けてくれたんですよ」

「へぇ。それで惚ほれたのかい」

　マイネルスはニヤリと笑っていた。

　このやり取りでアムが大体どういう立ち位置にいるのかがわかってくるな。

「ちーがーいーまーす！　もう、からかわないでください。今日はキドー様のギルドカードの発行に来たんです。キドー様、外国人なので。それと、私のカードの再発行も……」

「ふふん、知ってるよ。サリーから話は聞いてる。アム、あんたよく命だけは助かったね。ほれ、再発行の書類やるから、さっさと行っておいで」

「はぁい……それじゃ、キドー様。またあとで」

　パタパタと走って行くアムを見送りながら、俺は何となくマイネルスと視線を合わせる。

「カードの再発行だけで済めばいいけどねぇ」

　そんな言葉を漏もらしながら、マイネルスはぐふっと大きな鼻息を噴ふき出し、にこりと柔にゆう和わな笑みを見せてくれた。

「ほら、あんたもこっちきな」

　手招きされるがまま、俺は受付の真ん前に立つ。

「サリーも言っていたが変わった服装だね。初めて見るよ」

「……あの人のことをご存じなのですか？」

「そりゃ上司だからね。なんだい、あんたうちの名物ギルドマスターを知らないのかい？」

「あいにく、別の大陸から来たもので」

「なるほど。そりゃ見ない顔だ。サリーはこのハーバリーのギルドマスターだよ」

　ギルドマスターか。それなら俺をギルドに呼んだのも察しがつく。

「しかし、ほんとここいらじゃ見ない格好だね。ま、冒険者ってのは多かれ少なかれ変な連中の集まりさ。そして今日からあんたもその仲間入りだよ」

「よろしくお願いする」

「ん。ま、ちょっと待ちな」

　彼女は水すい晶しよう玉だまを取り出した。

「こいつに手を。そうするとあんたの生体パターンを読み取って、ギルドカードの出来上がり。簡単だろ。大昔の大賢けん者じや様が作った装置さ」

「なるほど。ハイテクだ」

　言われるまま俺は水晶に手をかざす。

　すると淡あわい光を放った後、水晶から一枚のカードが浮うかび上がってきた。

　金色の金属ともプラスチックともいえない不思議な材質のカードだった。

「冒険者ランクに説明は必要かい？」

「いや、ある程度は聞いている」

「そうかい。ま、一応マニュアル通りのことだけは言っとくが、ランクの上げ方は単純だ。仕事をこなし、貢こう献けんすればギルド本部がそれに応じてランクアップを認める。Ｂランクになるにはちょいと骨が折れるが、なれれば一流だ。Ａはもう雲の上さね。Ｓの方は気にしなさんな。あれは目指してなるようなもんじゃない」

　マイネルスは何やら書類を書きながら説明を続けた。

「んじゃ、ここに記入して。このギルドカードはあんたの存在、身分を証明するカードだ。紛ふん失しつ、破損したらすぐに再発行するように」

　マイネルスはそう言ってギルドカードの空白部分を指さしながら、羽根ペンのようなものを俺に手て渡わたしてくれた。それにはインクが付いていなかった。ただペン先の部分が小さく光っているのがわかった。

「名前を書けばいいのか？」

「あぁ。別に、勝手に異名をつけても良いんだよ。名前を記入するのは万が一みたいなもの。既すでにギルドカードにあんたのデータはあるからね」

「そうか。なら……」

　俺は漢字で『城き戸ど音おと羽わ』と記入する。

　そして残った空くう欄らんに『忍にん者じや』と記入した。

　その字を見てマイネルスは訝いぶかしむような視線を向けてきた。

　なので、俺は胸を張って答える。

「忍しのぶ、者と書いて、忍者と読む。これが俺だ。忍者、城戸音羽が俺だ」

「忍者、ね。なんのこっちゃ知らんが、ま、いいさ。さて、最後の仕上げだ。これをやるまえに一つだけ忠告しとくよ、忍者」

「なにか？」

「冒険者ってのは大体が荒あらくれ者の集まりだ。職にあぶれた連中も多い。血の気の塊かたまりみたいなのがうようよいる。当ギルドは冒険者同士の争いには関かん与よしない。それがギルドに不利益をもたらさない限りはね。ま、因いん縁ねんをつけられても自分でなんとかしろってことさね」

「その説明をするということは、最後の仕上げは何か面めん倒どうなことが起こるということか？」

「そうなるね。それじゃカードを受け取りな。Ｂランク冒険者、キドー・オトワ」

　マイネルスが差し出したギルドカードには俺のランクが既に刻印されていた。

　何となくだが、それを伝える彼女の声はちょっと大きかった気がする。

　俺がカードを受け取ろうとした、その時だった。

「Ｂランクだと！」

「新入りがふざけてんのか、査定システムがおかしいんじゃねぇのか！」

　先ほど、俺に難なん癖くせを吹ふっかけてきた連中が立ち上がり、こちらへズカズカと大おお股またでやって来る。

　数は三。一人は巨漢の人間、左には鬼おにのような一本角を持った赤あか肌はだの男、右には鳥の頭と翼つばさを持った男がいた。

「ギルドマスターにいくら払はらったんだぁ？　えぇ？」

　男たちは俺より身長が高い。俺を見下ろしながら、にやにやと笑みを浮かべ取り囲む。

（いきなりこれか。わざとじゃないだろうな）

　俺はちらりとマイネルスを見ると、彼女はウィンクをしていた。

（なんとかしてみせろってことか）

　俺個人もビックリだが、いきなりのＢランク。

　そりゃあ、どこの馬の骨とも知らない奴やつがいきなり高いランクに名を連ねる。面おも白しろくもないだろう。

　そんな馬ば鹿かな話があるかと、こうして突つっかかってくる連中がいても不思議ではない。

　正直、相手にするのが面倒くさいのはある。酔っ払いの絡み酒は前世だけで十分だ。

「おいおい、なんか言ったらどうなんだ？　それとも彼女に助けを求めるかぁ？」

　言い返さないことに強気になったのか男たちはじりじりと俺に詰つめ寄る。

　こういう手合いは相手にするだけ時間の無む駄だだと言うのがサラリーマン時代の結論だが、今回はそうもいかない。

　Ｂランク相応の腕うで前まえを見せろってことなんだろう。

「どっちに賭かける？」

「下らねぇ、こんなことに金なんざ使うかよ」

「そんなことより次の依い頼らいに行こうぜ」

　当然騒さわぎは他の冒険者たちにも伝わるが、彼らは交ざるのではなく、ほぼ興味なしといった感じだ。どうせ、似たようなことは日常茶さ飯はん事じなんだろう。

　誰だれも止めはしないが、交ざりもしない。この辺りのサバサバした雰ふん囲い気きは、まぁ、嫌きらいじゃない。

「なんか言ったらどうなんだよぉ！」

　さて、そろそろ俺に相手にされてないことに腹を立てた男はその剛ごう腕わんを振ふるう。

　その拳こぶしは間違いなく俺の姿を捉とらえただろうが、空から振ぶりをして、男は体勢を崩くずしてしまう。

　その姿に周囲からは失しつ笑しようが漏れるが、当の男たちからすれば何が起こったのかわからないことの方が大きいらしい。

「な、なんだ、殴なぐっただろうが！」

「避よけたんだよ。痛いのはごめんだからな。嫌いやだろ、痛いの」

　そう、俺は避けただけだ。奴らの目では追いつけない一いつ瞬しゆんのスピードで体をひねっただけに過ぎない。奴らからすればまるで俺が霞かすみのように見えただろうが、理り屈くつとしては単純なことだ。

「キェェェェ！」

「野や郎ろう！」

　兄貴分が小こ馬ば鹿かにされて怒おこったのか鳥人間の方が奇き声せいを上げ、鬼男の方もさらに顔を赤くしながら摑つかみかかってくる。

「うるさい！」

　が、俺に触ふれるよりも前に二人は細い糸でがんじがらめにされ、空中へと吊つり上げられる。

「忍法・蜘く蛛も糸いと縛しばり」

　蜘蛛糸縛り。糸や縄なわなどを使い、相手を拘こう束そくする忍法だ。俺は影かげの中にしまってあった縄を使い、奴らを縛り上げたというわけだ。

「て、テメェ！　変な技わざ使いやがって……！」

　後に引けなくなった男は最後の意地と言わんばかりに再び俺につかみかかろうとするが、俺はそれを無視して、マイネルスへと振り向いていた。

　なぜなら奴はもう動けないからだ。

「な、なんだ、こりゃ……！」

　男の影にはクナイが突き刺ささっている。

　影かげ縫ぬいだ。

「しばらくはそこで酔よいを醒さますがいいさ」

　すると、マイネルスが小さく拍はく手しゆをする。

「さすがは、スキュラを討とう伐ばつしたっていう男だ」

　マイネルスは今度はにやりと笑えみを浮かべる。

「す、スキュラだと！」

　影縫い中の男が驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「馬鹿言うんじゃねぇ！　スキュラはそう簡単に討伐できるもんじゃ……」

「黙だまんな、素ス寒カン貧ピン野郎が。あんたらが信じなくとも、こいつは当ギルドにスキュラの首を持ってきたんだよ。なんなら、ギルドマスター直じき々じきからお話しでもしてもらおうかい？」

　マイネルスの言葉に男のみならず、周囲の冒ぼう険けん者しやたちもざわつき始めた。

「スキュラを討伐だって？」

「あの男が……？」

「奇き怪かいな技を使っていたが……まさか」

　周囲からの注目が集まる中、マイネルスは念を押すようにさらに言葉を続ける。

　それはある意味では俺の箔はく付づけをしてくれているようでもあった。

「この男はスキュラを討伐した。そいつぁまぎれもない事実。いかなる手段を講じたか、そんなのはギルドは詮せん索さくしない。ただ成果を出せば、ギルドは評価を下す。冒険者ギルドはその功績を認め、この男をＢランク相当だと判断した」

　マイネルスは俺の方を見て、再び笑みを浮かべる。

「珍めずらしいことじゃあないさ。元軍人の冒険者ならこの手のことはよくある」

　俺はマイネルスからカードを受けとる。

「ようこそ忍者キドー・オトワ。冒険者ギルドはあんたを歓かん迎げいする。よい冒険ライフを」

　この瞬間。

　俺は、真の意味でこの世界で生きていく、第一歩を踏ふみ出した。
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　この異世界にきて早いもので二週間が経過した。

　スキュラによる町一つ壊かい滅めつの影えい響きようは良くも悪くも出てきた。

　壊滅したカルロベにはスキュラの魔ま力りよくの残ざん滓しが残っているらしく、それに引き寄せられて海洋モンスターが近海に現れるようになったらしい。

　モンスターがやってくるとなれば、そこは冒険者たちの出番である。稼かせぎを求めて、多くの冒険者たちがハーバリーにやってきた。

　その冒険者たちを相手に商売をするために商人もやってくる。結果、壊滅したカルロベには人が集まりはじめ、小さいながらもコミュニティが生まれる。

　今はまだ商人たちや冒険者がたむろする場所でしかないが、遠くない未来にカルロベはまた町としての機能を取り戻もどすかもしれない。

　そして、俺はというと。

[image: ]

　とある、昼下がり。

　俺は市場での買い出しの帰りだった。

「あぁ、腹が減った」

　なんといっても俺だって人間だ。腹は減る。

　さすがに毎日兵ひよう糧ろう丸がんばかり食ってるわけにもいかない。これは本来、非常食だからだ。

　冒険者の生活は言葉にすれば簡単だ。依頼をやればいいだけ。低ランクの依頼でもこなしていけば人一人が食っていくには問題のない金額は稼げる。ただし、食っていくだけならばだ。

　冒険者は武器の整備、調達なども視野に入れると実は結構金がかかる。特に特とく殊しゆな装備を持つ者は採取クエストだけでは賄まかなえない者も多い。

　特に難しいのが火薬だ。火薬の原料となる硫い黄おうなどはこの地域一帯ではあまりとれないらしいのだ。それに、火薬の原料となる以上、最優先で軍に回されるので、これがまた流通に歯止めをかける。

　最悪、俺には火か遁とんの術があるので、火薬を使わずとも爆ばく破はを起こすことは可能だ。それでも選せん択たく肢しは多い方がいい。

　俺以外にも火薬武器をあつかう冒険者らもいるが、彼らも色々と苦労をしているようだ。

　火薬そのものを買おうにも高すぎるし。

　とにかく冒険者は金がかかるのだ。そういうわけか、意外と冒険者は節約家が多いのだ。

「ただいまぁ」

　それはさておいて、冒険者の生活の場は大きく分けて二種類ある。

　一つはギルド直営の格安の宿。これは多くの冒険者が活用している。宿である以上、日々の支し払はらいはあるが、それでも割引されており、三食も付いてお得なのだとか。

　二つ目は土地や家を買って、そこに住むことだ。値段は張るが、月々の支払いがないし、安定した活動を行うことができる。

　そして俺が取ったのは二つ目だった。そう、俺には一応のマイホーム、愛いとしの我が家があるのだ。

　それは白く荘そう厳ごんなたたずまいを持ちつつ、全すべてを受け入れるかのごとき慈じ愛あいに満ちた教会……のすぐ横にあるぼろ小屋だ。

　ちなみに反対側には小さいが女子修道院もあり、そこではシスターたちの黄色い声が時々聞こえてくる。

　なお修道院の周りは無数の棘とげを持った茨いばらがかこっており、これは覗のぞき及および侵しん入にゆう防止の為ために教会のシスターたちが張り巡めぐらせているのだとか。許可なく侵入しようとすれば茨が襲おそってくると聞いている。

「あ、お帰りなさい」

　そんなあばら小屋のような我が家には同居人がいる。

　何を隠かくそう、アムだ。

　なぜ彼女と一いつ緒しよに住んでいるのか。これにはちょっとした理由がある。

　それは──。
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　それは、二週間前。俺のギルドカード発行の直後のことだった。

「う、うぅ、キドー様ぁぁぁぁ！」

　なぜか半べそをかきながら、アムが俺の所へと戻ってきたのだ。

「アム？　どうしたんだ、なんでまた」

「あぁ、やっぱりかい」

　困こん惑わくする俺に反してマイネルスはやれやれと首を横に振っていた。

「そうなるんじゃないかって、あたしゃ思ってたが、案の定だったねぇ」

「どういうことです？　何か、わかるんですか？」

　俺が質問すると、マイネルスは深いため息を吐ついてから答えてくれた。

「えぇと、まずギルドカードの再発行、これはまだ安い方さね」

　そういえばアムはカードの再発行には金がかかると言っていた。

「だけど、アムはカードだけじゃない。装備品も全部消えてるわけだ。当然、それを買いそろえる必要もある」

　確かに。アムの着ていた鎧よろいや槍やりは回収してない。

「ついでに、入院代、治ち療りよう代も同時に請せい求きゆうされる。あぁあとついでに宿代だね」

　説明を続けながらマイネルスはそろばんのような道具を取り出して、計算を始めた。

「基本的に冒険者ってのはその日暮らし。Ｂランク相当の依い頼らいをこなすなら多少はゆったりと生活できるもんだが、Ｃクラスの依頼だけじゃカツカツでねぇ」

「ま、まさか……」

　説明を聞き続けていくうちに、俺は一つ結論に至った。

「アム、君は……」

「無一文に……なりました……」

「い、いや、ちょっと待ってくれ。いくらなんでも無一文って、俺が言うのもなんだが、普ふ通つうはもっとこう、蓄たくわえとか……」

「まーその子にもいろいろあるのさ。女の過去を詮せん索さくするのはやめなよ、忍にん者じや」

　マイネルスは釘くぎをさしてくるが、それにしたってだ。

　アムには何か事情があるのはわかったが、無一文って……いや、それより、今後アムはどうするつもりなんだ？

「ど、どうしよう……」

　おろおろとするアムは何となく子犬みたいで可愛かわいらしい……ってそうじゃない。

　一大事すぎる。

「あんた、この子助けたんなら、最後まで面めん倒どう見てやんなよ。それが男の甲か斐い性しようってやつだろ？」

「いや、甲斐性って、そんな急に！」

「住む場所ぐらい、見み繕つくろってやるよ。あとはま、頑がん張ばんな。冒険者なんだからね」
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　そんなこんなで、俺はアムと同居することになったわけなのだ。

　ちなみに我が家のこの小屋は元々隣となりの教会が使っていた物置だったのだが、ちょうど俺がこの世界に降り立つちょっと前に区画整理と改築工事を行ってからは使う必要がなくなったということで取り壊こわされるはずのものだった。

　マイネルスの紹しよう介かいもあって、俺は格安でそれを譲ゆずり受けたというわけだ。

　教会を管理する神父様も気が好よい人で、何でも過去には冒険者をやっていたから宿のないつらさは理解できるのだとか。

　とまぁ、色んなご厚こう意いのおかげで俺は野宿をしなくて済んでいる。

　現在は暇ひまさえあれば随ずい時じ補強作業中である。

　ま、これも趣しゆ味みの一いつ環かんだ。いわゆるＤＩＹってやつ？　昔から興味はあったが、時間もなかったし、それができる状じよう況きようでもなかったが、異世界に来てからは意外と時間的な余よ裕ゆうがあってこれがまた楽しいのだ。

　とまぁわりと異世界生活を満まん喫きつしつつある日々。

「あぁ、食材を買ってきたぞ。と言っても、変わらず根菜ばかりだが。ついでに前の依頼で狩かってきた角ウサギの肉も加工してきてもらったぞ」

　異世界の食材は買うか、狩るかが基本だ。

　中には畑を借りて自家栽さい培ばいしている冒険者もいるらしい。俺もちょっとやりたくなってきた。忍者は任務以外の時は農家や商人として身を隠して生活していたと聞く。

　まぁこの世界でそれをする必要があるかと言われると微び妙みようだが、第二の人生なんだ、色んなことに挑ちよう戦せんしてみたいわけだ。

「あれ、キドー様、またお肉の方が多いじゃないですかぁ。お肉の塩しお漬づけばかり作ってちゃだめですよ。きちんとお野菜も取らないと。冒ぼう険けん者しやは体力が命、同じぐらいに病気にも気を付けないと」

　年下に母親のようなことを言われる二十九歳。

　恥はずかしくって涙なみだがでてくらぁ。

「保存食はあって困るものじゃないからな……」

　この返答に関しては半分本当で半分噓うそだ。干し肉を作ってみたいというのは俺の個人的な目的でもある。あこがれるんだよね、ジャーキーとかを自分で作って食べるの。

　さすがに作り方は知らなかったので、肉屋に教えてもらうことになったが。

「安い肉でもこうして塩に漬けたり、乾かん燥そうさせておけば食える食える。そして日持ちもする。そうすれば出費も抑おさえられる。節約、節約」

　その他にも魚なんかを食いたいと思ったが、さすがに保存できる場所がない。巻物には魚の干物の作り方が懇こん切せつ丁てい寧ねいに載のっていたのでいつかは試ためしてみたいが、どうせなら刺さし身みが食いてぇと思うのは日本人だからだろうか。

「しかし、二週間になるけど、アムはいいのか？」

　俺は食材を影かげ隠かくれの中にしまい込みながら、ふと尋たずねる。

　アムとは二週間も宿を共にしている。そりゃあ俺だって可愛くて若い女の子と同どう棲せい……ってのは嬉うれしいと思う下心はある。

　でも、アム自身はどうなんだろうとも思うのだ。

「依頼も結構こなしてきたし、金も結構貯たまってきたと思うんだが」

　この二週間、俺たちはランク問わずに依頼をこなしてきた。といっても大半が害虫及び害がい獣じゆう駆く除じよが殆ほとんどで、時々道具の素材を採取する為に出で掛かけるとかだ。

「もしかして、ご迷めい惑わくでしたか？」

　アムはちょっとショックを受けたような表情を浮うかべた。

「あ、いや、そうじゃなくて……ほら、なんだ、年とし頃ごろの女の子がさ、男の家にさ……しかもここ、あばら小屋だし？」

「……いえ、キドー様は私の命の恩人です。それに、途と方ほうに暮れた私を拾ってくださったわけでもありますし」

（拾ったというか、マイネルスさんに押し付けられたというか）

　まぁそのおかげで前世じゃ女っ気なかった俺にもこうして女の子がそばにいるわけだが。

「ですから、安心してください！　助けられた御ご恩おんはきちんとお返ししますから！　なんでも言ってください、なんでもしますから！」

「なんでもと言われてもねぇ……」

　正直、特別してもらうことはない。

　俺個人も独り暮らしをしていたし、今じゃ忍者スキルのおかげで結構物事がテキパキとできる。困ったこともないのだ。

　それに、実のところ、俺はそれなりに金を持っている。というのも、スキュラ討とう伐ばつの報ほう奨しよう金が支払われていたからだ。俺はＢランクの冒険者というお墨すみ付つきだけではなく、金という報酬もきちんともらっている。これもギルドマスターであるサリーの計らいなのだとか。

（なーんか、裏がありそうな気もするが）

　思うところが無いわけじゃないが、くれるならもらっておくだけだ。後から返せとは言われないと思うし。

「まぁ、なんだ。アムの好きにしたらいいさ。俺も、なんだかんだ君には世話になってるしな」

　特にこの世界の常識とか、街の店の並びとか、異世界ならではのことについては彼女から教えられつつ生活を続けている。
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「さ、とりあえず昼飯にでもするか」

　話だけしててもあれだ。今は昼時、俺も空腹なのだ。

　ということで俺は昼飯の準備に取り掛かる。

「といっても毎回同じなんだが……」

　昼飯はなんと鍋なべとお粥かゆだ。

　俺は鍋と言い張るが、実際はあり合わせの材料をぶち込んだスープのようなものだ。具材はニンジンとニンニク、キャベツに品種はわからないがとにかく豆を鍋でぐつぐつと煮に込む。味付けは貴重な貴重なお塩のみ。

　スパイス？　そんな高いものおいそれと買えるわけないじゃないか。

　そしてメインの鍋とは別に麦粥を用意して本日の昼飯である。

　鍋の汁しるは残しておいて夕食は雑ぞう炊すいといった具合だ。

「えへへ、実は私、こういう風にご飯食べるの憧あこがれてたんですよね」

「そうなのか？」

「えぇ、前までは宿の食堂でしたし、野営をすることもなかったので……」

　一度、アムに誘さそわれて宿の飯を食いに行ったことがあるが、国営だけあって肉も多いし、ソースもたっぷりだし、香こう辛しん料りようも使っていて、意外と豪ごう勢せい。

　当然、有料なので値段によってグレードは上下するのだけれども。

「まぁ、時々ステーキもいいが、忍者も冒険者も体が資本。瘦やせすぎず、太りすぎず、まぁ例外はあるがとにかく体作りは重要なのだ。本当ならもっと他にも料理はあるのだが、ここでは手に入らない食材も多くてな……」

　そんな宿の料理と比べれば俺の鍋は土臭くさいものばかりが入っているまさしく田舎の料理だが、これはこれで俺は好きだ。胃もたれしないからな。

　一人暮らしをしていたので、簡単な自じ炊すいぐらいはできるのだが、本格的な料理ともなるとレシピがないとさすがに作れない。

　必然的に鍋やスープになるというわけだ。極きよく端たんな話、鍋にぶち込むだけだからな。

　それにこの異世界では俺の知る、特に日本でも流通していた食材が少ない。野菜はさておいてもやはり米や味み噌そなどはないし、そもそも果たしてこの世界に存在するのやら。

「それにしても、何度見てもこのイロリって面おも白しろい形ですね」

　アムは珍めずらしそうに部屋の中央に設置された囲い炉ろ裏りを眺ながめていた。

　ここで我が家の構造を紹介しておこう。といっても元が小屋である以上、単純に四角い空間でしかなく、今はまだ家財も少ない。雑貨屋でそろえた安い食器が無造作に並べてある。

　買い込んだ食材などは影隠で影の中。意外と影の中は保存に適しているらしい。ちょっとした発見だ。

　そんな殺風景な部屋にひときわ目立つアクセントなのが、中央に作られた囲炉裏だ。

「暖にもなるし、こうして鍋を煮に立たたせるのにも使える。魚や肉を刺さした串くしを周りに並べれば焼けるしな」

　囲炉裏があるだけで、殺風景な部屋もどことなく雰ふん囲い気きが出てくる。

　あとは、個人的なあこがれだ。こういう囲炉裏のある家って俺の周りにはなかったからな。一度はやってみたかったのだ。

　幸い、知識というだけなら万ばん能のうハイテク巻物のおかげでそろえられる。囲炉裏自体もそこまで難しい構造をしているわけじゃない。

「まぁ実際のところは、狭せますぎて調理場が用意できないからこうして活用しているだけなんだがな」

「私は暖かくて好きですよ。部屋の中で焚たき火びをするようでなんだか新しん鮮せんです。ギルドの宿は、大広間にしか暖だん炉ろがないですし」

「ランプとかならまだしも、宿屋の個室で大きな火は使えんからな」

「そうなんですよ。ですから冬の間は寒くって。男の人たちなんかはお酒を飲んで体を温めるとか言ってますけど」

「酒かぁ……久しく飲んでないな……」

　日本酒や焼しよう酎ちゆうは難しいだろうな。ビールかワインかウィスキーか。洋酒は嫌きらいじゃないけれども特別好きってわけじゃないしなぁ。

「あぁ、でもなんだか宿より気持ちがいいというか、感じがいいですねぇここ」

　こんな狭せま苦くるしい小屋なのに、アムはかなりリラックスしていた。

「そうか？　隙すき間ま風かぜは酷ひどいし、歩けばそこら中きしむぞ。それに、道具がないだけでただの倉庫を改造した部屋でしかない」

「そりゃあそうですけど、殺風景っていえば宿の個室も変わりませんよ。上級の冒険者ともなればもうちょっと豪ごう華かなところに泊とまれますけど、私、そういうお部屋好きじゃないんですよねぇ」

　アムはどこか遠い目をして、言った。何かを思い出しているような感じだが？

　そういえば、あえて聞かなかったことでもあるが、俺はアムのことを何も知らない。冒険者をしている槍やり使いの女の子。わかるのはそれだけだ。

「……あまり、こういうことは聞くもんじゃないのかもしれないが、アムはどうして冒険者になろうと思ったんだ？」

「え？」

　唐とう突とつな質問だったか？

　アムは目をぱちくりと瞬まばたきさせて、ちょっと驚おどろいていた。

「いや、前から聞いてみたいなとは思っていたんだ。ただまぁ、ほら、プライベートなことだしな。無理に話さなくてもいいし」

「いえ、良いですよ。といっても、大した理由はありませんよ。前にも言いましたけど、冒険者になるのが夢だったんです。小さい頃ころからずっと、夢見てきたことでした」

「危険なものだってのは分かってたんだろ？」

「はい。それはもう。ですけど、冒険者って自由なんです。実際は、その自由を通すためにはいろいろと必要なものもありますけど、それでも自由なんです。自分で全すべてやっていけますし、やらなきゃ生きていけない。変な言い方ですけど、生きてる！　って感じがするんです。まぁ、弱すぎてあんなことになっちゃいましたけど……ついでに無一文に……」

　うん、まぁ、正直俺はアムがかなり心配だ。俺がいなかったらなんてことを考えてしまう。とはいえ、スキュラの一件は見み抜ぬけという方が難しいし、なんだかんだアムは今まで一人でやって来られていた。

　それはさておきアムの語る言葉は俺にも何となく理解ができる。

　本当に、この冒ぼう険けん者しやという仕事は自由だ。こうして俺ものんびりと生活できている。危険なモンスター退治もするが、そこには自由がある。自分で選せん択たくして、生活の糧かてを得る。そしてこうやって料理をして、小屋を改装して、また依い頼らいを受けて……生きていく上では当然の行動だが、少なくとも自分の意志でやりたいことをしていた。

「やっぱり、もう少し明確な目標とか持っていた方がいいんでしょうか？」

「いや、別にいいんじゃないかな。自由に生きたい。結構なことじゃないか。俺はアムの歳としの頃はそんな行動力もなかったしな……」

　親に言われるがままだったし。

「そういえば、キドー様のこと、私あまり知りませんね」

「俺の話？　聞くだけつまらんことしかないぞ。子どもの頃は両親の言いなりだったしな。大人になってからも……あぁいや、これ愚ぐ痴ちだな」

「あはは！　いいんじゃないですか、愚痴。私だって色々ありますよぉ。実家にいたころはお稽けい古こ、お勉強、お見合い話！　もー気が休まらないって感じで！」

「お互たがい、苦労してきたんだなぁ。まぁそういうのは飯を食って忘れよう。今はこんな料理ぐらいしか出せんが、食いたくなったらいつでも来てもいいぞ。一応、俺たちはパーティなんだからな」

　そう、俺とアムはパーティを組んでいる。当然のことではあるが、俺としてもこの異世界で初めてできた気の許せる仲間ってだけでもうれしい。

　それに食事ってのは人数が多い方がいい。一人で鍋をつつくよりは、な。

「ありがとうございます、キドー様」

「ま、もうちょい住みやすい家にするまでは窮きゆう屈くつかもしれんが……」

「いえいえ、私こういう雰囲気好きですよ」

「そう言ってもらえると助かるよ。とはいえ……」

　やはり、窮屈だ。家の改築は続けるとしても、さすがに女の子に我が慢まんを強しいるのは男として恥はずかしいのもある。

「うーん……うん、よし」

　俺はぱしんと両手を叩たたき、立ち上がった。

「どうしたんですか？」

「いやなに、今日であれを完成させちまおうと思ってな」

　そう言って俺はにんまりと笑えみを浮うかべた。
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　俺は暇ひまさえあれば色々と作っていると言ったが、実はかねてより製作を続けていたものがあったのだ。

　それは、風ふ呂ろだ。

　驚くべきことにあの巻物にはかなり詳しよう細さいな建築のデータも入っていた。さすがに巨きよ大だいな城や要よう塞さいを造れるようなものはなかったが、一いつ軒けん家やを造るぐらいの知識と技術はある。

　その中でも俺が目をつけたのが、風呂に関する設計図だった。適度な広さの土地と材料があれば、今の俺ならば作れるってわけなのだ。

「ちょうど、運よく土地もあって助かったよ」

　区画整備の関係で微び妙みように余った土地は意外と広い。

　神父様のご厚こう意いである程度は自由に使ってもいいということになっており、近々畑でも耕そうと思っていた場所だ。

　そんな庭とも呼ぶべき場所には我が家とは別にポツンと小屋が建てられていた。

　いうなれば、風呂小屋だ。

「さすがに人の目もあるからな」

　風呂。ある意味、日本人であるならば切望するものだ。こいつを作る為ために俺はこの二週間の間に、色んな依頼を受けていた。

　その主な内容は害虫、害がい獣じゆう駆く除じよなのだが、これにはちゃんと理由がある。

　まず害虫、つまり虫のモンスターだが、こいつらから取れる素材は俺の忍にん者じや道具に結構適してるのだ。蜂はち型のモンスターからは上質な蜂はち蜜みつが取れるし、蜘く蛛も型のモンスターからは毒や糸などが取れる。これがまた便利なのだ。

　そして害獣はもっと簡単で動物系のモンスターの駆除だ。意外とこの手のモンスターには食える奴やつが多くて、食材確保の為にも冒険者にとっては必ひつ須すなのだという。

　それとは別に、薬草や木を手に入れるための採取もある。これは細かい申しん請せい書しよがいるが、それさえ出せば結構自由なのだ。

　そんなこんなで集めた材料の数々を使って俺はこの風呂小屋を建てた。小屋の中はまだ造りかけで、その中には直径四メートル、深さは大体五十センチの大きな穴が空けられており、大小さまざまな岩が壁かべとして敷しき詰つめられている。

　これが湯船になる予定のものだ。穴は俺が土ど遁とんの術で掘ほったものだ。

　地面を自在に掘り進んだり、土そのものを操あやつる土遁の術はこういう風に土地をいじくるのに調度いいのだ。

「結局、これって何を作ってるんですか？　貯蔵庫ですか？」

　アムは俺の後ろから首を伸のばして小屋を覗のぞき込んでいた。まぁ小屋の中にでかい穴を掘っただけじゃ何を作ってるのかなんてわかるわけがないだろう。ある意味では彼女たちにも馴な染じみ深いものだとは思うのだが。

「ま、完成してからのお楽しみってやつだな」

　多分、形ができていけばアムもこれが何なのかわかっていくことだろう。

　といってもすぐさま完成というわけじゃない。さすがに数時間単位の仕事になる。

「アム、俺はちょっとこれから手が離はなせないから、家のこととか頼たのんだよ。あぁあと、これ」

　俺は懐ふところから一枚の用紙を取り出した。

「兵糧丸を作っといてくれ。あれは便利だからな」

「えぇ……あの苦いのまだ作るんですか……？」

　良薬は口に苦し！

　兵糧丸は保存食としても優ゆう秀しゆうなのだぞ！

「常に準備は怠おこたらない。ほら、余った蜂蜜、パンに付けてもいいから」

　ちなみに材料の中には蜂蜜がある。たまの贅ぜい沢たくで蜂蜜をパンに塗ぬりたくって食べることもあるんだぜ。

「本当ですか！」

　そして女の子は甘いものが好きだからな。

「蜂蜜のつまみ食いはするなよ」

「そんな子どもみたいなことしませんよ。それじゃ、お洗せん濯たくとかもしておきますね」

「あぁ、頼む。多分夜になる前には終わるから」

　そういうわけでアムは家で家事を、俺は風呂作りだ。

「えへへ、なんだか、夫ふう婦ふみたいですね、これ！」

「え？」

　突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言に俺は思わず手元を狂くるわせそうになった。

「夫婦って、君ね」

「あはは、冗じよう談だんですよ、冗談」

　慌あわてたようなアムだが顔は真っ赤だ。ついでに俺も。

　いや、まぁ、彼女の言わんとすることはわかるけども……いかん、意識しだしたらすごい恥ずかしくなってきた。

「あ、あの、それじゃ頑がん張ばってくださいねぇ」

　アムは照れ隠かくしのつもりか、小走りで去っていく。

「……さ、作業を続けるか」

　二十九歳、童どう貞ていには刺し激げきが強すぎるよ、全く。

　俺は一心不乱に木材を忍者刀でカットして、次々と組み立てていく。

　この加工は普ふ通つうにやれば何時間とかかりそうだが、こういう時こそ、能力の使いようってわけだ。

　忍者の身体能力に技わざ。これは何も敵を倒たおすためだけに使わずとも、日々の生活でも転用できるんじゃないかってのがこの二週間で俺が考えたことなのだ。

　特に活用してるのが、影かげ隠かくれをタンスの代用にしたり、何より火か遁とんで火を起こすのが楽だ。飲み水に関しては水すい遁とんを使うのはちょっと遠えん慮りよしてるが。

　この世界にも入浴の概がい念ねんはあるらしいが、いわゆる公衆浴場は諸もろ々もろの理由から完備されている所が少ない。

　まぁ水も大量に使うし、火を起こすのも大変だしな。基本的には蒸むし風呂が大半だ。

　もっと大きな都市、それこそ王都などに近い場所だとかなり巨大な公衆浴場があるとか。あれだ、古代ローマのテルマエみたいなものなんだろうと俺は思ってる。

　さすがにあんなでかいのを作れるとは思わんが、個人用の風呂ぐらいなら何とかなるわけだ。

「贅沢言えばヒノキとか使いたいけど、そんなもん、この世界のどこにあるのやら」

　まぁ無いものをねだっても仕方がない。今あるもので代用していくのもまたオツなもの……という考えで行こう。

　木材で作った板を地面に敷き詰め、形を整えていく。要領としては岩風呂のつもりだ。とはいえ風呂を本格的に作ろうとすると結構大変だ。あたり前だが蛇じや口ぐちひねってお湯が出せるようになるわけじゃない。

　なのでほとんどは井い戸どとかから水を汲くんでそこからお湯にするという手間がかかる。

　まぁこれはこれで風ふ情ぜいというものだ。地下水脈を掘り当ててそこから湧わき水通すとかでもしないと楽にはならんし、そんな水脈が都合よく通ってるわけじゃないし。

　だからこそ、古式ゆかしい日本の風呂を使うわけさ。

「こいつを打ってもらうのに苦労したぜ……今度は鍛か冶じ場ばも作ってやる」

　そして俺が影から取り出したるは銅製の長い筒つつだ。そいつを浴よく槽そうの中にセットして、敷しき居いを作るように石や板をはめ込んでいく。

　あとは適当にインテリアみたいなのを設置したいところだが、それはまた今度。

　そんなこんな作業を続けて約五時間。気が付けば外はうっすらと夕暮れだ。

　これだけの作業を通してやってもちょっと疲つかれた程度で済むのは嬉うれしいところだ。

「さて……形はできた」

　ついに、この異世界の地で、俺は和式の風呂を完成させた。

　一見すればそれは岩風呂のように見えるが、構造としては江え戸ど時代に流行はやった鉄てつ砲ぽう風呂というものに近い。この鉄砲風呂とは構造を簡単に説明すれば、鉄製の筒を風呂の内側に差し入れて、その中に炭を入れて、熱して、それを使って湯を沸わかすというものだ。

　当然、筒は熱くなるので触さわったら大やけど。なので敷居を作ったり、蓋ふたをしたりして触ふれないようにカバーをする。

　これとは別の手法で風呂を沸かすのがおそらく一番有名なあの五ご右衛え門もん風呂だろう。

　それはともかくとして、一応の完成をみせた風呂第一号。さて、上手うまくできてるかどうか……。

「まずは、何よりも水がたまるかだな……」

　本当なら井戸から水をえっちらおっちら汲んで入れるのが良いのだが、ここはちょっと楽をさせてくれ。

「水遁！」

　忍にん法ぽうによって湯船に一いつ瞬しゆんで水が溜たまる。どこからか漏もれていく様子もない。第一段階はクリアだな。

「さて、それじゃ次は炭か……」

　炭は事前に用意してある。これも火遁で火をつけてから筒の中に投入していく。あとは熱せられて湯があったまるのを待つだけだ。

「ふぃー……さて、いきなり筒が溶とけるとかしない限りはいいかな」

　さすがに放置は怖こわいので、湯が沸くまでは待機だな。

　いや、しかし、楽しみだ。

「ここのところは行水ばかりだったからな」

　井戸水を頭からかぶってタオルで拭ふく。なんか修しゆ行ぎよう僧そうみたいなことしてたな……アムはアムでお隣となりの修道院の方で厄やつ介かいになっていたが。

　ま、なんにしてもこれが完成すれば、毎日風呂が楽しめる。

　日本人ならさ、風呂でしょ？
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　そんなこんな数時間後。

　風ふ呂ろ小屋の中は湯気でいっぱいだった。

「キドー様、これって……」

　風呂が沸きあがった瞬間、俺はアムの手を引いて、風呂場を見せた。

　この時点で彼女もそれが何であるかを理解できたようで、びっくりしたような表情を浮うかべていた。

「お風呂じゃないですか！　これ、作ってたんですか？　あれ、でもお湯はどこからひいて……」

　この世界、というか俺たちの世界でもそうだが、昔は個人で所有できる風呂ってのは珍めずらしいものだったらしい。

　そういう意味では俺がせっせこと風呂を作っていたとは彼女も思わなかったんだろう。

「水は井戸から汲むしかないが、お湯を沸かすのはほら、この筒に炭を入れて熱くするんだ。さわっちゃいけないぞ、火傷やけどするからな」

「あ、なるほど……構造としては単純なんですね……でも、よくできましたね、これ」

「忍者に不可能はない……ってわけじゃないが、俺もこれだけは何としてでも作りたかったんだよ」

　さすがに毎日水浴びは嫌いやだしな。

「と言うことだ、アム、入っていいぞ」

「え、私ですか？」

　アムは遠慮しているが、俺は頷うなずくだけだ。

「まぁなんだ。窮きゆう屈くつな家に住んでもらってるし、なんだかんだ俺は世話になってるしな」

「いえいえ！　そんなこと言ったら私なんて、命を助けてもらって、拾ってもらって、とてもじゃないですけど……」

「まあ遠慮しないでくれよ。一番風呂は良いぞぉ？　湯も綺き麗れいだしな。アムだって、男が入った後の湯はあんまり好ましくないだろ？」

「いえ、そういうのじゃなくてですね……やっぱり悪いですよ。キドー様、ずっとこれ作ってたわけですし」

「いいのいいの！　好きでやってることだから。ほら！」

　俺は半ば強ごう引いんにアムを風呂場に置き去りにしてから小屋の外に出た。

　もう外は真っ暗だ。風が涼すずしい。

「遠慮せずに、入ってもいいからなぁ」

　とだけ言っておく。

「うー……なんだか悪い気がしますけど」

　そうは言いつつも、がさごそと音がするのでおそらくは観念して湯船に浸つかっている頃ころだろう。

「あぁ……温かいです」

　小屋の板は結構薄うすいので声は通る。

　板越ごしの会話、向こうじゃアムが風呂に入っている……っていかん、変なこと考えちまった。

「キドー様、何なら一いつ緒しよに入りませんか？」

　湯がはねる音と共にアムのお誘さそいがかかる。

「遠慮しとくよ」

　とっても魅み力りよく的だが、そうは問屋が卸おろさないさ。俺にだって常識ってのがある。

「お背中ぐらいは流しますよ？」

「嫁よめ入いり前の娘むすめがむやみに肌はだを見せるんじゃないの」

「うふふ、キドー様って結構お堅かたいですよね。私は別に構いませんよ？　キドー様にはもう見られちゃってますし」

　冗談とも本気ともつかないことを言ってくるアム。

　まぁ確かにスキュラの一件もあるし、アムの言う通りではあるのだが。

「あのね、それが普通なの。男はみんなスケベだと思ってないかい？」

「でも、キドー様、ギルドのラウンジじゃいつもエルフの方々をじーっと見てますし」

「い、いやあれは、だなぁ……人間観察だよ」

　し、仕方ないじゃないか。女性の冒ぼう険けん者しやはなんでかきわどい格好が多い。理由があるのかは知らんが、結構胸むな元もととかを大きく広げてたりもする。

　そんなん、視線がついつい向いたって仕方ない……はずだ。

「あ、でしたら私もあぁいうタイプの鎧よろいを……あれ？」

　その時、アムの声が一瞬途と切ぎれた。

「どうした？」

　もしや湯が漏れてるのか？

「きゃあ！」

　そう思った瞬間だった。アムの悲鳴があがる。

「どうした！」

　刹せつ那な、俺はほぼ無意識のうちに風呂場の中へと入りこんでいた。

　するとそこには湯船から出て、ぺたんと座り込んでいる全ぜん裸らのアムの姿があった。

「あ、あわわ！」

　アムは真っ赤な顔になっている。

「は、入るなら入るで言ってくださいよ、心の準備が！」

　胸を腕うでで隠かくすようにしながら、アムは身をかがめていた。

「いや、君、さっき入って来いって……ってそうじゃなくて、どうした、悲鳴なんかあげて！」

「何か、何かいました！　お風呂の隅すみっこに、なにか、大きかったですよ！」

　俺は彼女が一心不乱に指さす方を見た。

「何かって、なんだ。ゴキブリが出たとかじゃないだろう……な」

　そこには、何かがいた。

　ゴキブリじゃない。というか、虫じゃない。というか結構大きい。

　そいつは十五から二十センチ程ほどの大きさで、青白い体表にうろこを持っていた。それでいて、半はん透とう明めいの背びれがあり、手足がない、まるで蛇へびだが、魚のようでもあって……とにかく見たこともない生物がそこにいた。

「なんだ、こいつ……」

「わかんないですよ！　急に柱の陰かげからぁ！」

　そいつはその影から無理やり外に出ようとしていた。

　って、ちょっと待て。これ、内側から影を破って出てきてないか？

「影から出てくる……まさか、俺の影の中に何かいたのか？」

　それはまるで忍法のようじゃないか。

　異世界だし、影を渡わたるモンスターがいても不思議じゃないが……。

「もしかして……あの子、シーサーペント？」

　アムも自分の目を疑ってるのか目をこすりながら、何度も確かく認にんしていた。

「シーサーペントって、なんでそんなのが……あ……」

　いや、一つだけ思い当たる節がある。

　それはスキュラを倒たおした時に手に入れた卵。

（い、いかん！　すっかり忘れていた！　怖くて放置していたのを忘れていた！　まさか、それが孵ふ化かしたってのか？）

　そいつ、シーサーペントの幼体はポンと影から出てくると、きょろきょろと周りを見み渡わたしていた。

「みゃあ」

　シーサーペントの幼体の声は、猫ねこみたいでした。

「……えーと、ギルドマスターに報告しようか？」
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　ハーバリーのギルド支部。それを治めるギルドマスター・サリーの部屋は小さな花畑が広がっていた。木があり、草花が生おい茂しげり、どこからともなく鳥のさえずりや水が流れる音も聞こえる。

　そして一番目をひくのが、部屋の中央にそびえる巨きよ木ぼく。樹じゆ齢れい何百年は優に超こえていそうな立派な木だった。

　その巨木の根元には人間大の巨大な薄うす桃もも色の華はなが無数の蔓つるや葉に囲まれていた。

「私もね、アルラウネとして長いこと生きてきたけど、まさかそんな子を持ってくるなんて思ってもみなかったわ」

　我らがギルドマスター。サリーの正体。それは花の精せい霊れいとも呼ばれるアルラウネという種族だった。彼女はその能力で自分の部屋をこうした森に変化させているのだと言う。

　人間ではないとは思っていたが、まさかの種族で実は結構驚おどろいた。

「珍しくマイネルスが慌あわてていたと思えば……あなた、騒そう動どうの中心にいるのが好きなようね」

　部屋の主、サリーはやれやれとため息交じりだった。自身をリラックスさせるつもりか、彼女はティーカップにハーブティを注いで一口、ゆっくりと飲み込む。

「新参者はいびられる。そんなのはどこのギルドでもあることだし、ここ最近の騒動もスルーしていたけど……はぁ……厄やつ介かいなことになったわねぇ。というより、なんでそんな卵をあなたたちが持ってるのよ。なんでそれを教えないのよ」

「す、すみません」

　なんだろう。会社の上司に謝ってる気分。

「で、どうしたいわけ？」

　シーサーペントの幼体を抱かかえる俺とアム、それを見て頰ほお杖づえをついて見下ろすサリー。

　構図としては捨て犬を拾ってきた子どもが母親に許しを得ようとする感じだ。

　抱えてるのが子犬レベルじゃないことを除けばだが。

「どうしたいと申されましても……どうしたらいいのでしょう？　シーサーペントって育てられるもんなんですか？」

「はぁ……まぁいいわ」

　ものすごく呆あきれられている。

「シーサーペントはあれよ、成長したら海の覇は者しやとも呼ばれる危険なモンスターなの」

　サリーはかなり、不ふ機き嫌げんというかあきれている。突とつ然ぜん押し掛かけたせいなのか、それともシーサーペントなんていう想像以上のものを持ってきたせいなのか。

　なんか全部な気がする。

　シーサーペントの幼体を発見した俺たちは急ぎ、マイネルスを経由して、大至急ギルドマスターへとアポを取った。

　そして、そこはさすがのベテラン受付嬢じようマイネルス。一発で並みならぬ状じよう況きようだと理解したのか、即そく座ざにギルドマスター・サリーへとアポを繫つないでくれた次し第だいだ。

「まぁいいわよ。とりあえずその子をどうするかだけど……方法は二つ。今の内に処分するか、契けい約やくするかよ」

「しょ、処分って、そんな……」

「あのねぇ。犬猫じゃないのよ。その子はまだ小さいけれど、まぎれもなく上位種のドラゴンなの。でも、今ならまだか弱い存在、暴れられる前にってわけ」

　このチビがそんな風になるのは想像できないが、これでもモンスター。

　しかもドラゴンときた。

　さらに、元をたどればこいつはあのスキュラが産み落とした卵から生まれたんだよな？

「スキュラってなんでも産めるのか？」

「それは違ちがうわね」

　サリーはどうやらからくりを知っている様子だ。

「いくらスキュラでもそう簡単にドラゴンを生み出せないわ。あいつにできるのはせいぜい海産生物の亜あ種しゆ、そこから派生したモンスターを眷けん属ぞくとして生み出し、召しよう喚かんすること。ドラゴンはスキュラなんかとはくらべものにならない最大上位の存在よ。幼体とは言え、おいそれと呼び出すことは不可能。だとすれば考えられるのはひとつ。奴やつが卵を奪うばい、そのうえで支配下に置こうとした可能性よ」

「生まれる前に自分を親に仕立てるってことですか？」

「ほぼ確実にそれが目的ね。その為ために奴は魔ま力りよくを蓄たくわえていたようだし。その結果、孵化が早まったのもあるでしょうね。下手をすれば、生まれてすぐに魔力を注ぎ込んで急速成長させて使し役えきしていた可能性も高いわね」

　つまり、こいつは本来なら敵の決戦兵器だったわけだ。

「みゃあぁぁぁ」

　当のシーサーペントは暢のん気きにあくびをしてくれている。

　くそ、かわいいぞこいつ！　よく卵生の生物は最初に見たものを親と認識するとかなんとかそういう話を聞いたことがあるが、まさかこいつもそうなんだろうか。

　あぁ、だとするとなんか処分って気が進まない……。

「んん！　次、いいかしら」

　さっきの考えが顔にでも出ていただろうか。

　サリーはわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「ハイ……」

「で、二つ目は契約だけど。これは言葉の通りよ。これらのモンスターと契約を果たし、召しよう喚かん獣じゆうとして使役すること。契約魔法を会え得とくしている者なら大なり小なりの召喚獣を持つから珍めずらしい話じゃないわ。ドラゴン族と契約するなんてなかなかいないけど」

　サリーが言うには契約魔法そのものは簡単なものらしい。だが、単純ゆえに扱あつかいが難しく契約者の力量がモンスターより低い場合は契約魔法の制せい御ぎよを離はなれて暴走するおそれがあるのだという。

「私としては、これはおすすめしないものだけど……その子、どうやらあなたを親と認識してるようだし……」

　う、やっぱりか……このつぶらな瞳ひとみはそういう親への情愛の視線というわけだ。

「あぁ、もう。本当に、こんなこと初めてよ……とりあえず、一つ忠告することがあるわ。契約が失敗したり、完かん了りようできなかった場合、悪いけど処分よ。いいわね？」

　サリーはこめかみを押さえて難しい顔のまま念を押すように言った。

「それで、あなたたち、契約魔法を持っているのかしら？　言っておくけど契約魔法は他人の契約を代行はできないわよ。大がかりな儀ぎ式しきをするならできなくはないけど、そんな設備、うちにはないし」

　どうなんだという視線を投げかけてくるサリー。

「契約魔法ですか？　すみません、そういうのはあまり……」

　それに対してアムは首を横に振ふる。

「それじゃ残るのはキドー、あなただけど……」

「……ある」

　そう、あるのだ。俺には、忍にん者じやにはこれらモンスターを使役する忍法がある。

　日本における伝説的な忍者の一人、自じ来らい也や。かの忍者は仙せん人にんより授さずかったオオガマの術で巨大なガマガエルを召喚、使役したという。

　そして当然、巻物にはその忍法がしっかりと記されていた。

　忍法・忍獣召喚。自らと契約した動物、モンスターを自在に操あやつる術だ。その際には神通力による強化を与あたえることも可能で、それゆえに忍獣という名前がつく。

「我ら忍者には偉い大だいなる先せん達だつがいてな。かの忍者は強力な召喚獣を使役し、悪党を懲こらしめたとある」

「あぁ、そう。なんでもいいから、まずは始めて。何度も言うけど、失敗したらそこまでよ」

　ロマンがわからん奴め。

「御ぎよ意い」

　俺は巻物を取り出し、超ちよう獣じゆう召喚の項こうを開く。

　この忍法を行うには巻物が必要だ。というのも、これそのものが契約用の道具でもあり、召喚用の道具でもあるからだ。なくすと大変だな、この巻物。

　俺は巻物を広げ、俺とシーサーペントの周囲を覆おおう。広がっていく巻物の帯は次第に俺たちを包み込み繭まゆのような形となった。

　その空間の中は一種の異次元空間と化す。内容としては影かげ隠かくれの応用のようなものだ。

　そして俺はシーサーペントの額に手をあてがう。

「契約、完了」

　契約そのものは驚くほど簡単に終わった。それはシーサーペントがまだ幼体だからだろうか。

　とはいえ、これで俺は召喚獣までゲットしたことになるな。まだ子供だ、戦いに駆かり出すとかはできないだろうけど。

　契約が終わると巻物は自動で元に戻もどり、俺の懐ふところの影にしまわれていく。

「終わったぞ。これにてこのシーサーペントは俺の召喚獣だ」

「くかぁぁぁ」

　シーサーペントは大きなあくびをしている。

　なんだかしまらないね。

「……成功したの？」

　サリーは啞あ然ぜんとした表情だ。

　全く、どうやら失敗すると思ってた様子だな。失礼な話だぜ。

「わぁ！　凄すごいですよキドー様、ドラゴンと契約ですよ！　まだ幼体とは言え、これはちょっとした偉い業ぎようですよ。ドラゴンは名だたる冒ぼう険けん者しやでも扱える人は少ないんですから」

　アムはまるで自分のことのように喜んでくれる。

　そんなこと言われたら俺もその気になっちまうじゃないか。

「名前どうしますか？　シーサーペントってだけじゃなんだかかわいそうですし」

「名前か……うーむ、ここはシンプルにミズチってのはどうだ。これは俺の国で……」

「盛り上がっているところ悪いけど、あなたその子をどこで育てるつもりよ」

「え？」

　サリーの一言に俺たちは一いつ瞬しゆんで固まった。

「いや、あのね？　契約は契約でしかないからね？　召喚も召喚でしかないのよ？　都合よくどこか異空間にしまわれるわけでもないし。ドラゴンを使役する者が少ないのは力量だけじゃなくて育てるのが困難だからよ？」

　今明かされる衝しよう撃げきの事実……じゃない！

　冷静に考えればわかることじゃないか！

　お、俺としたことが調子に乗ってホイホイと契約してしまったぞ。どうする、どうすればいい？

「お、俺の家じゃ育てられねぇ！　あ、いや待てよ。影隠の中なら……！」

「あ、待ってください。この子、影から出てきてませんでした？」

　アムの言葉でそれを思い出す俺。

　そうだ、こいつ、ミズチはどうやったのかは不明だが俺の影隠から自力で脱だつ出しゆつしたんだった。まさか影空間の中で生まれたから影の耐たい性せいでもできてるのか？　影の耐性ってわけわかんねぇけど。

　いや、今はその理り屈くつはどうでもいい。つまりは俺の影でも育てることは不可能だということだ。

「多分、その子は水なら海水でも湖でも池でも育つわよ。大きくなったらそれどころじゃないけど。大体そうねぇ……何十メートルになるかしら」

　助け船のつもりなのか、髪かみの先をいじりながらサリーは億おつ劫くうそうに言ってくる。

　水ときたか！　それなら、俺の水すい遁とんの術で……その前にウン十メートルになるかもしれない子を育てる土地を土ど遁とんの術で作る必要があるか？

　あぁでもそんな土地がどこにあるんだ。

　神父様に許可を貰もらって教会にでも作るか？　いや、無理だ。そもそも街で育てられるようなレベルじゃない！

　え、えぇいどうすればいい。どうしたらいい！

「くぇ？」

　つぶらな瞳でこっちを見るんじゃない……。

「うぅむ、今の小さいうちはいいとしても、大きくなったら、育てられんぞ……」

「大きいと駄だ目めなの？」

「うん、大きすぎると困る……うん？」

　あれ？　俺、今誰だれと話した？

「アム？」

「え？」

　アムの方を振り向くと彼女もびっくりしている。

　ならばとサリーにも視線を向ける。

「私じゃないわよ」

　とのこと。

「小さい方がいいの？」

　声は下の方から聞こえた。

　ミズチのつぶらな瞳が俺をじっと見み据すえていた。

「じゃあ、小さくなる」

　そしてミズチは光りながら……なんで光ってる？

「あのぉ、シーサーペントって光るんですか？　というか、喋しやべってたような気が……」

　アムも困こん惑わくしている。

　というかあまりのこと過ぎて驚おどろくどころか茫ぼう然ぜんとしている。

「……あんた、何を拾って来たのよ」

　サリーは驚き半分、呆あきれが半分といった具合でこめかみを押さえている。

　そして……。

「うーん！」

　光が収まったと思ったら、青あお髪がみの小さな、全ぜん裸らの女の子が、そこに居ました。

　女の子はぐーっと体を伸のばしている。

「わ、すごい」

　そして自分で驚いている。

　俺たちはあまりのことに啞然としていた。

「えぇと、パパ？」

　女の子……多分、ミズチはぴっと俺の方を指さして、にへらと人ひと懐なつっこそうな笑えみを浮うかべた。

　ちょっと、待て。パパってなんだ。

「み、見ちゃだめですよ！」

　一足先に我に返ったアムが両手で俺の視界を覆う。

「ぎ、ギルドマスター！　な、なんとかしてくださぁい！」

「あーはいはい……」
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　とても面めん倒どう臭くさそうなため息をつくサリーの声が妙みように耳に残る。

「見ちゃダメですからね！」

「見えてないよ」

　いかに忍者でも視界を覆われては何も見ることはできない。まぁそれでも気配というか存在を感知することはできるのでなんとも奇き妙みような感覚ではあるが。

　ややすると、ミズチの「きゃー、くすぐったーい」なんていうのんきな笑い声と、アムの「ダメ、おとなしくしてて！」という慌あわてた声が聞こえてくる。サリーの声は聞こえないが、目を伏ふせて呆れている様子がなぜだか伝わっていた。

「ほら、もういいわよ」

　何か作業が終わったのか、サリーがそう言うと、俺の視界を覆っていたアムの手が離はなれる。

「あらま、可愛かわいい」

　するとさっきまで全裸だった少女は桃もも色いろの薄うすいワンピースのようなものを身に着けていた。

「かわいー！　かわいー！　可愛いってなに？」

「えぇと、ですねぇ……」

　ミズチも嬉うれしそうにぴょんぴょんと跳はね、アムが面めん倒どうを見ている。

　彼女が身に着けているドレスはよく見ると布地ではなく、花びらだ。多少の加工はされているが、その質感は間ま違ちがいなく、植物なのである。

　サリーの魔ま法ほうで作った衣い装しようということだろうか。よく見ると、サリーの白いドレス調の衣装もどことなく同じような質感だ。

「とりあえず、これでいいでしょ。それによかったじゃない。ドラゴンと契けい約やくした、なんて面倒より、魚人の女の子を保護しましたの方がまだ通しやすいでしょう？」

　そう言いながらサリーはクスクスと笑みを浮かべる。

「それにしても……人の姿にね……」

　無む邪じや気きに喜ぶミズチを見ながらサリーはほんの少しだけ考えるそぶりを見せた。

「何かご存じで？」

　てか、ドラゴンが人間になるって相当のことじゃねーのか？

　この子、本当にシーサーペントなのか？

「全く見当もつかないわよ。初めて見るし」

　サリーはきっぱりと答えた。

「そもそも、ドラゴンが姿を変える？　おとぎ話じゃあるまい……」

　彼女の口ぶりから察するに噓うそは言ってない……と思う。

「そりゃあ昔話を探せばドラゴンが人の姿に……なんて話はいくらでもあるけど……一応、私だってこれでも驚いてるのよ。ドラゴンが人にだなんて……」

　サリーは再び考えるようにして、目を閉じ、腕うでを組む。

「……キドー、あなた、契約したことは漏もらさないで。秘密になさい」

「秘密に？　そりゃ、またなぜ」

「下手すりゃその子、取り上げられるわよ」

「……なぜ？」

「人に姿を変えるドラゴン。まさしく伝説そのものな存在、それを放ほうっておくわけがないでしょう？　ただでさえ、生態に謎なぞの多いドラゴン、研究したいって連中は山のようにいるわよ」

「う、うぅむ……」

　素人しろうとな俺にだってミズチがかなり珍めずらしい存在なのはわかる。

　俺自身も彼女の正体は確かに気になると言えばそうだ。

「もし、これが研究者気取りな連中にでも知れ渡わたればこぞって……なんてことだってあり得るのよ。確実に面倒なことになるわね」

　具体的にどうなるとはサリーは言わない。それがことさら俺を不安にさせる。

「だけど、私としても面倒なことは避さけたいのよ。ここは私のシマ。王国貴族だろうと好き勝手に踏ふみ荒あらされたくないし、もめ事を起こしてほしくもない」

　サリーはそう言いながら冷え切った紅茶を飲み干し、続けた。

「見る限り、その子はあなたの契約下にいる。安定していると言ってもいいわ。だから、今の間は人として処理する。孤こ児じの保護ぐらいは書類の一枚でも書いておけば済むはずよ。マイネルスには話を通しておくわ。それよりも……ギルドマスターの私にここまでしておいて、それではい、さようならってわけにもいかないことはおわかり？」

「……だろうな」

　ここまでの話はどう聞いても待たい遇ぐうが良すぎるからな。

　何か裏があるのはわかりきってることだ。

「話が早いわね。冒ぼう険けん者しややってるなら行動に対する対価は基本だってわかるでしょう？」

　サリーは薄く笑みを浮かべると、どこからか植物の蔓つるを伸ばして、一枚の用紙を俺たちに提示した。

　それは、普ふ段だん俺たちが受注する依い頼らい書しよだった。

「依頼、もちろん受けてくれるわよね？」
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　サリーが提示した依頼。

　それは人ひと攫さらいの疑ぎ惑わくのあるとある資産家についての調査と、もし可能なら捕ほ縛ばくするというものだった。

　ご丁てい寧ねいにその男の似顔絵まで描かかれている。

「んん？　この顔どこかで……」

「わるそーな顔！」

　ミズチの感想はさておき。

　魔法によるものなのか、それとも相当絵のうまい奴やつが描いているのか、依頼書に載のせられる人相書きなどはえらく精せい巧こうだ。俺たちの世界で言うなら最初期のカメラ写真みたいなレベルと思ってくれればいい。

「こいつ、あの時の」

　それでもってそこに写っていたのはカウウェルと呼ばれていた男だ。カウウェルという男は資産家であり、経営者であり、この街にもいくつか店を持っているとか。

　しかし、意外な人物が提示されて俺もちょっとびっくりだ。

「うちのギルドにも商品を卸おろしてるし、それはそれで便利だったから見み逃のがしていたけど、物事には限度があるわ」

　なんぞ失礼なことでもしたのだろうか。サリーの怒いかりに呼応するように部屋の草花がざわつく。

「脱だつ税ぜい、横領、そんなのはどうだっていいわ。少なくとも当ギルドに実害はないもの。その罪を裁くのは国の仕事。だけど、ギルドに、ひいては私の土地に害を及およぼすなら、話も変わるわ」

「それが、人攫い、ですか？」

「そうよ。前々から黒い噂うわさはあったし、これを機に、一度手入れをね。方法は任せるわ。カウウェルを調査して、奴の目も論くろ見みを……」

「待ってください。なんでキドー様なんですか？」

　アムの疑問は尤もつともなものだ。俺もそこは引っかかる。

　確かに、この依頼は俺向きだ。間違いなく忍にん者じやの仕事だ。それはそれとしても、俺はこの街にきてまだ二週間。ギルドマスターの信しん頼らいを勝ち取るほどの仕事はしていないはずだ。

「そうねぇ。理由は色々あるけれど……まず第一に、あなたは私が見る限り、このハーバリーでは一番の実力者だと思っているわ。スキュラを単独で倒たおしたというのが本当ならばね。そして第二に私にとってもカウウェルにとっても、あなたはイレギュラーな存在。だからね、あえてあなたを使うのよ」

「……というと？」

「よもや、カウウェルも私があなたを使うとは思ってないでしょうし、あなたがそういうことをするとは思っていないはず。そうでしょう？」

　まぁ、確かに。

　たかが二週間の男にこんな重要な仕事を任せるとは普ふ通つう、考えない。

「だが、もし俺たちがギルドを裏切るなんてことをしたらどうするつもりだ。俺はあんたが言うところのスキュラを単独で討とう伐ばつできる。ギルドに刃やいばを向けたら損得勘かん定じようは目に見えてるはずだが？」

　俺はサリーの真意を探さぐってみる。彼女の口調はえらく冷静で、抑よく揚ようがない。見下しているわけでもない。まるでこっちを試ためすような口調だ。

「ならば、こちらは国家直属のギルドマスターの一人よ。私に害をなすということは、国家に害をなすことと同義。片や商会に参加する一資産家で犯罪疑惑の男。どっちについた方が得かなんて、子供でもわかるでしょう？　それに、たとえあなたが私を始末しても、全ギルドから指名手配を受けることになるわよ？」

（この人……最初から俺たちが裏切るつもりなんてないことをわかったうえで言ってるのか）

　事実、条件だけを見ればギルドを、サリーを裏切る必要性はない。国家直属組織のお墨すみ付つきがもらえるならそれだけでも今後の生活にプラスになる。

　サリーは最初からそのことを視野に入れていたのか？

「そうね、最後に一つだけ付け加えましょうか。カウウェルはスキュラとグルの可能性があるわ」

「……なに？」

　それは聞き捨てならない情報だ。

「どういうことですか？」

「スキュラが活動を始めたと考えられる時期と、あの男に人攫いの話が持ち上がった頃ころと時期が一いつ致ちするのよね。これって偶ぐう然ぜんかしら。どちらともに人がいなくなる。それにもっと付け加えましょうか？　カウウェルがここ数件、カルロベ行きの依頼を出しているのよ」

　この人、やっぱ食えねぇわ。

「さぁ、どうするの？」

「……承知した。その依頼、引き受ける」

　ここで断る必要もない。
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　そんなこんなで俺たちはカウウェルを調査するべく、奴の屋や敷しきを目指すことになった。

　カウウェルの屋敷はハーバリーの街郊こう外がいにあるのだという。

「ふーむ。依頼とかでちょくちょく森なんかには行くが……街の外をゆっくりと見ることはなかったから、結構新しん鮮せんだな」

　ハーバリーの周囲は基本的にはなだらかな草原が広がっていた。そこには牧ぼく畜ちくを行う者たちも住んでいるのが確かく認にんできる。

「ハーバリーを含ふくめた大きな街の周りには街として成り立つ前の小さな村などが今も残っているんですよ。先祖伝来の土地だからそこで生活する人も多いんです」

　アム曰いわく、ということらしい。

「でも基本的には土地が広く残っているので、時々お金持ちの人とかがそういった空いた土地を買い取って別べつ荘そうなんかを造ったりしてるんですよ。もちろん、国やギルドなんかの許可もいりますけどね」

　なるほどね。

　金持ちのやることはやっぱ違ちがうもんだな。

　今のところ、草原、草原、たまに牛らしき家か畜ちくを引き連れたどこかの村人が横切るぐらいの場所だが。

「キドー様。ギルドマスターの依頼、引き受けてよかったのですか？」

　カウウェルの屋敷は意外と遠く、歩き始めてかれこれ数時間。

　途と中ちゆう、休きゆう憩けいをはさみつつ、移動をしていると、ふとアムが尋たずねてきた。

「思うことはあるが、スキュラとの一件が関係してるなら、俺としても無関係じゃない。アムのような被ひ害がい者しやをこれ以上出したくない」

　俺は木き彫ぼりの水すい筒とうに口をつけながら答える。

「そうですね……もしその話が本当なら許せないことです……！」

　アムも小腹が空すいたのか干し肉をかじりながら答えた。

「ま、なんにしても、今は言われた仕事をこなすだけさ」

　何も出なければそれでよし。出たら、出たで……その時だな。

　そうこうするうちに俺たちはだだっ広い草原の彼方かなたに大きな屋敷を確認した。

　間違いない。あれがカウウェルの別荘だ。

「ふん、意外にも地味なデザインじゃないか」

　さすがにいきなり乗り込むことはせず、遠くから奴の屋敷を観察する。

　カウウェルの屋敷は大きいのだが、あまり派手な外装はなく、パッと見では屋敷というよりはまるでなにかの施し設せつのような印象を受ける。

　窓は少なく、出入り口もかなり限られている。

　一応、金持ちの家らしく門で囲まれているが、その内部に花か壇だんがあるとか置物があるわけでもない。むしろ地面が荒れていて、馬車や荷車の往来が激しいのではないかと推測できる。

　元は商人なのだから、商談とかの関係で客の数が多いのもわかるけれども。

「なんだか監かん獄ごくみたいですね」

　アムが屋敷を見てそんなことをぽつりとつぶやく。

　監獄。言われてみればその通りだな。人が住む屋敷としてはどうにも見られない。

　そしてこんな殺風景な場所で商談なんてちょっと心象を悪くしないだろうか。

「ふーむ。周囲に気になるような立地条件はないか」

　俺は巻物を取り出し、覗のぞき込む。

「便利ですねぇ、そのマジックアイテム。忍者というのは常にそういう装備があるのですか？」

「ん、んー？　どうだろうな。これは譲ゆずってもらったものだから何とも」

　最近になってわかったことだが、この巻物、どうやら地図にもなっているようなのだ。それに気が付いたのは新たな忍法でも確認しておこうと夜な夜な読書に耽ふけっていた時なのだ。

　タッチパネル式のハイテク巻物。どうにも俺の知らない機能がまだあるんじゃないかって思えてくるよ。

　というかこの機能があれば最初の頃に迷うことなんてなかったのに。

　女め神がみ様、説明書をください。

　それは置いといても、カウウェルの屋敷から周囲十キロ以内に怪あやしいと思える場所はない。

　見み渡わたす限かぎりは平原なのだ。

「それにしても、窓が少ないせいで中は覗けないな。それに出入り口も極きよく端たんに少ない……」

「あれじゃお屋敷に入ることも難しいですね。そもそも無理がありますよ。いきなり調査しろだなんて」

「安心しろ。こういう仕事は忍者の独どく壇だん場じようだ。裏から入れないなら、玄げん関かんからお邪じや魔まするだけさ」

　こういう場合、他のあからさまな出入り口には罠わなのようなものが仕し掛かけられている可能性もある。

　だが、正面玄関も危険といえば、危険だがそこから堂々と入る方法は非常に簡単だ。

　客人を装えばいいのだからな。

「さすがに怪しまれますよ？」

「だろうな。なので、忍者的な方法で侵しん入にゆうさせてもらう」

　すかさず俺は地面に拳こぶしを突つき立てた。

「忍法・土ど遁とん、土隠かくれ！」

　その瞬しゆん間かん、俺たちのそばに巨きよ大だいな穴が穿うがたれていく。土遁忍法の神しん髄ずいは地面を掘ほり進んだり、操あやつることにある。これぐらいは容易たやすいのだ。

「じ、地面から！」

「その通り。誰だれも想像できない。さ、行くぞ。屋敷に地下室でもあればいいんだがな」

　俺はアムを抱かかえながら、穴の中へと入っていく。

　すると、そこには俺も驚おどろきの空間が広がっていた。

「地下通路だぁ？」

　明らかに人工的に造られたであろう地下通路がそこには広がっていた。

　それは屋敷の方から延びており、その後にも延々と広がっているように見える。屋敷の方角はさておき、反対側がどこまで通じているのかはわからないが、こりゃとんでもないものを発見した感じだ。

「面おも白しろくなってきたな。さて、何が出てくるのかなぁ？」

　地下通路はかなり暗い、光源がなければ常人では前に進むだけでも不安になるほどだ。

　幸い、忍にん者じやとしての俺はこの暗くら闇やみでも問題なく状じよう況きようを把は握あくできていた。

「離はなれるなよ、アム。地面はあんまり整備されてないようだからな」

「は、はい……うわ！」

　言った矢先にアムがバランスを崩くずす。

　この地下通路、どうやら突とつ貫かんで造られたようで、下手にいじくるとボロボロと崩れそうなほどに脆もろい。その割には随ずい分ぶんと使い込まれた感じもする。車輪の跡あとがかなりくっきりと残っているのだ。

（何かを運んでいる？　あるとすれば行方ゆくえ不明になった冒ぼう険けん者しやたちを、だろうが、なんの為ために？）

　六百メートルほど進んだあたりで、俺は地下通路と地下室をつなぐ出入り口を発見した。

　ぼんやりと明かりが見える。その明かりにうごめく影かげも確認できた。

「気配があるな……結構な数だ」

　結構な人数がこの先にいるようで、なにか作業をしている様子だ。

　俺はアムの肩かたを叩たたき、静かにというジェスチャーをして、物もの陰かげから奥を覗き見る。

　するとそこには十人の男たちが、意識を失った人間たちを運んでいるのが見えた。意識を失っているのは男女問わず、種族もばらばらだ。だが、彼らの身に着けているものは鎧よろいであったり、多様な武器で、それは彼らが冒険者ではないかという推測を立たせてくれる。

「おい、早く積み込めよ。旦だん那な様からお𠮟しかりが飛んでくるぞ」

「わかってるよ。ったく、イーゲル様もなんで急にハーバリーを襲おそうなんざ」

「んなこと知るか。死にたくなけりゃさっさと積み込め。早いところここから逃にげねぇとマジでやべぇんだぞ」

　男たちの会話を盗ぬすみ聞きする中で聞きなれない単語が入ってくる。

　イーゲル。どうやら人の名前のようだが、こいつらとどんな関係があるんだ？　それにハーバリーを襲うだと？

「イーゲル……カウウェルの取引相手か？　アム、聞き覚えはあるか？」

「いえ……ですけど、襲うってどういう意味でしょう。ハーバリーなんて襲ったところでなんの意味も……」

「理由はわからん……うーむ、カウウェルが黒なのは間違いないが」

　新しい情報が入ってきたせいで、ちょっと混乱してきた。

「まぁ、どっちにしろ、目の前に動かぬ証しよう拠こがあるんだ。ここを押さえて……」

　俺が刀に手をかけたその時だった。

「テメェ！　大人しくしやがれ！」

　地下室の奥で騒さわぎが起こった。

　男の一人が怒ど声せいをあげていた。よく見るとそこには意識を保っている女性が一人。セミロングの茶ちや髪ぱつ、服装からして神官、いやあれはシスターと見るべきか。

「馬ば鹿かなことはお止やめさない。このままでは世界が滅ほろびるかもしれないのですよ」

　女性は鎖くさりのようなものでがんじがらめにされていた。なぜ彼女だけが意識を失っていないのかはわからないが、拘こう束そくされているところを見ると、彼女もまた行方不明者の一人だとみるべきなんだろうが。

「黙だまってろって言ってんだろうが！」

「あぅ！」

　男の一人がシスターの頰ほおを打つ。抵てい抗こうできない彼女はそのまま倒たおれこみ、苦痛の表情を浮うかべていた。

「あの人たち……！」

「アム、俺が奴やつらの動きを止める。その間に、彼女たちを」

　俺は頭ず巾きんをかぶり、顔を覆おおうようにしてから、刀の柄つかに手をやる。

　アムは無言でうなずき、槍やりを構えた。

　敵の人数は十人、対して囚とらわれの冒険者は数多く。人ひと質じちに取られようものなら、一瞬で俺たちが不利だが……そこは忍法の見せどころってわけだ。

　俺はまず、気配を消し、地下室の天てん井じようへと張り付く。そのまま蜘く蛛ものように天井を移動しながら、シスターの位置まで移動した。

　ちょうど、ここが地下室の中央に位置しているのもよかった。

「おい、口ふさげ。キンキン甲かん高だかい声で叫さけばれたらたまんねぇぜ。ったく、イーゲル様の命令がなきゃ可愛かわいがってやるんだがな」

　シスターの頰を打った男は転がすように、彼女を足あし蹴げにしていた。

「今に、後こう悔かいすることになりますよ……」

「テメェよぉ、あんま調子乗ってると──」

「調子に乗るとどうなる？　お前の首が飛ぶのか？」

　俺は刀を男の首筋に当てて、腕うでをひねり拘束する。

「なっ……なんだテメェ！」

　男が叫ぶと地下室にいた他の面々も俺の存在に気が付く。

「侵入者だと！」

「どこからきやがった！」

　にわかに地下室が騒がしくなる。

　そして当然のように男たちは意識を失っている冒険者を人質に取ろうと近くにいる者へと手を伸ばすが、それよりも先に俺に忍法が発動していた。

「忍法・土遁、土つち絡がらめ！」

　刹せつ那な、土でできた地下室の床ゆかは一瞬だけ泥どろのように沈しずみ、その直後に男たちの両足をがっちりと固める。

　土絡め。地面を操あやつり、敵の動きを封ふうじる忍法だ。

「フン！」

　俺は捉とらえている男の首筋に当あて身みをくらわし、意識を失わせる。

「てぇい！」

　同じく突とつ撃げきしてきたアムは身動きの取れない男たちの鳩尾みぞおちに容よう赦しやなく槍の柄えを叩きつけていた。

　ドゴッと鈍にぶい音と共に男たちが次々と沈んでいく。

「えげつねぇ……」

　どういうわけかアムは人体の急所を的確に狙ねらっている。

　あの子、状況さえ整えてやれば実は意外とやるんじゃないのか？

「キドー様、こっちは大だい丈じよう夫ぶです！」

　わずか数秒で地下室の男たちは地に伏ふすこととなった。まぁ、もともとこちらの奇き襲しゆうという形もあったし、足並みを揃そろえる前に叩けたのも大きい。

　意識を失っている冒険者はこの騒ぎでもなお目が覚めない。

　かなり強い催さい眠みんでもかけられているのだろうか。

「大丈夫か？　今、鎖を解いてやる」

　向こう側はアムに任せて、俺は倒れていたシスターへと駆かけ寄る。

「……救世主様」

「何だって？」

　何かつぶやいたような気がしたが、うまく聞き取れなかった。

「いえ、なんでもありません。それより、あなたたちは？」

「忍者、城戸音羽」

「はぁ、忍者……？」

　いつぞやのアムのようにシスターも首を傾かしげた。

「俺たちはギルドマスターの依い頼らいでここの主あるじを調査していた。そしたら、まさかの地下通路、そこを辿たどってここにやってきたってわけだ。それより、変に動かないでくれよ、鎖だけを斬きるからな」

　彼女を支えてやりながら、俺は鎖に刃はを当てた。

「ダメです、この鎖は鉄鋼製で、普ふ通つうの刃では……それよりも早くここからお逃げに……」

「ほらよ」

　鋼鉄だか何だか知らんが、こっちの刀はヒヒイロカネだ。俺は一瞬にして彼女を縛しばる鋼鉄製の拘束具を切り裂さき、解放する。

「あ……」

　その瞬間、ふわりと彼女の体が俺の方へと流れる。緊きん張ちようの糸が途と切ぎれたような状態だろうか。

「もう大丈夫だ。他に怪け我がは？　頰を打たれていたようだが……」

　彼女の右頰はほんのり赤くなっていた。ひでぇことしやがる。

「あ、いえ……大丈夫でございます」

「無事で何よりだ。君、名前は？」

「ポーラ、ポーラ・ケイと申します……」

　ポーラはぼーっとした表情で名乗った。疲つかれが出ているのかもしれない。ここはあまり良い環かん境きようとは言えないし、ポーラたちはいつからここにいるのかもわからない。

　まともな食事だって与あたえられているかどうかもわからないしな。

　早いところ、連れだしてやりたいところだが、俺たちにはまだ仕事が残っている。

「すまんが、ポーラ。すぐに君たちを外に連れ出してやりたいのはやまやまなんだが、まだ仕事がある。ちょっと聞きたいのだが……」

「いえ、駄だ目め、早くここから逃げてくださいまし」

　彼女は俺の手を取り、訴うつたえかける。そこには相当な焦あせりと恐きよう怖ふが見えた。

「早く、遠くへ逃げて……」

　だが、彼女が必死な訴えを行う最中、俺たちの背後で大がかりな仕し掛かけが作動し、何か扉とびらが開く音が響ひびく。徐じよ々じよに明かりが差し込んでくると、そこには地下室を見下ろす二人の男がいた。

「何事だ、騒がしい！」

　怒ど鳴なり声をあげる男は間ま違ちがいなく、カウウェルであった。彼の横に立つのはかなり巨きよ漢かんで、ボディーガードのようだった。

　怒鳴ったカウウェルはすぐさま地下室の状じよう況きようを目まの当たりにして、ショックを受けた様子だった。そして、俺の姿を認めると、怒いかりで顔をゆがめていくのがわかる。

「貴様、あの時の……なぜここにいる！」

「それに答えてやる義理はないな。カウウェル、ここにいる人々について、何か弁明があるなら聞いてやろう。ただし、見み逃のがすことはしない」

「えぇい……忙いそがしい時に！　ギルドマスターの差し金か何か知らぬが、生きてここから逃げ出せると思うな。おい、奴らを殺せ！」

「了りよう解かい、旦那様」

　カウウェルの命令を受けて、巨漢の男がのっそりと動き出す。体はかなり鍛きたえられているようだが、どうやらそれだけじゃないようだ。

　ピリピリと俺の警けい戒かい網もうがアラートをかき鳴らしている。

　あの男、ただもんじゃない。俺は再び刀を構えるのだが、その瞬しゆん間かん、ポーラが俺の上衣の裾すそを引っ張っていた。それはまるで俺があの男と対たい峙じするのを阻そ止しするかのような動きでもあった。

「駄目です、あの男だけは、危険なのです！　逃にげてください！」

「危険なのは重々承知。だが、ここで退ひいては君たちを助けられない……」

　俺は振ふり返らず、じっと男を見み据すえながら、それでもポーラに答える。

「安心してくれ。俺は君たちを助ける。そうだろ、アム！」

「でぇぇぇや！」

　その瞬間、意識を失った冒ぼう険けん者しやたちを脇わきに運んでいたアムが俺たちに合流するべく駆け付ける。

　同時に炎ほのおを纏まとった衝しよう撃げき波はを繰くり出す。

　炎は真っすぐに男へと向かっていくが、男は右腕で簡単に炎を振りはらい、かき消してしまう。

　だが、灼しやく熱ねつの炎に腕を突つっ込こめばただでは済まない。男の右腕は一瞬にして炭化したかのように黒く焼け焦こげていた。

「噓うそ、痛覚がないの？」

　愕がく然ぜんとするアムはさらに二撃目を繰り出そうとするが、それよりも先に男に変化が訪おとずれた。

　焼け焦げた男の皮ひ膚ふがボロボロと崩くずれていく。それは次し第だいに、無事なはずの体にまで及およんでいき、まるでガラスが割れるかのように、皮膚が崩れていくのである。

「無む駄だだ。その男にあの程度の炎が効くものか」

　カウウェルが静かに言い放つ。

「消せ」

　同時に、男の姿が一変する。

　全身はまるでゴム質のようで、真っ赤な目、二本の大きな角、そしてコウモリのような羽、手には鋭するどいかぎ爪づめが伸のびていた。

「あぁ、やはり、やはり魔まの者だったのですね！」

　ポーラのおびえ方が尋じん常じようではなかった。

　いや、ポーラだけではない。アムも、目を大きく見開き、信じられないものを見たというような表情を浮うかべていた。

「キドー様……あれは、魔人です」

　アムがそう静かに言い放つ。

　魔人。それがいかなる存在であるのかはわからない。

　ただ、厄やつ介かいな相手なのは確実だった。
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「アム、ポーラを連れて下がってろ」

　俺は変へん貌ぼうを遂とげた男の前に立ち、刀を向けた。

　対峙してわかる。あの化け物、スキュラ以上だ。

「アム！」

「う、あ、はい！」

　まるで蛇へびに睨にらまれたカエルみたいに、アムとポーラはその場から動けずにいた。俺の声でハッと我に返って、多少は後ろに下がるが、半ば腰こしが抜ぬけているような状態だ。

「逃げて！　魔人は常人が太た刀ち打うちできる存在ではないのです！」

　対してポーラは無理やりにでも立ち上がり、俺たちに脱だつ出しゆつを促うながす。

「逃がさんよ。君たちにはここで消えてもらう」

　カウウェルがどこか勝ち誇ほこったような顔で俺たちを見下ろしていた。

　さっきまでは困こん惑わくしていたくせに、今じゃその余よ裕ゆう。対してアムたちのこの怖こわがり方、それだけで魔人とかいう奴やつがヤバいものだというのは察せられる。

　だが、しかし。

「それはできない相談だな。忍しのびは一度引き受けた仕事は最後まで完かん遂すいする。相手が何であろうとな」

「ハハハ！　ずいぶんな自信だ。貴様も冒険者の端はしくれなら魔人を知らぬわけではあるまい。Ａランクですら油断のできぬ高位の存在だぞ？　貴様はスキュラを倒たおしたらしいが、あんな雑魚ざこと一いつ緒しよにされては困る」

　俺がそう答えると、カウウェルが大きく笑いだして、ご高説を垂れ流してくれた。

「だが、私は念には念を入れる男でね……」

　パチンとカウウェルが指を鳴らす。

「ウオォォォ！」

　すると魔人が唸うなり声をあげ、角を発光させる。同時に奴の周りには魔法陣じんが展開され、その中からはい出るように骸がい骨こつの兵士が錆さび折れた剣けんや槍やりをもって現れる。

「アンデッド召しよう喚かん！」

　ポーラが絶ぜつ叫きようするように声をあげた。

「死せる兵士、アンデッド。魔人によって殺された者たちはその魂たましいを永遠に囚とらわれ、使し役えきされることとなる。貴様たちのようにかぎまわるネズミの末路だよ」

　次々と現れる骸骨どもの装備はどれもバラバラだった。なるほど、こうやって今まで邪じや魔まものを排はい除じよしてきたってわけか。

「貴様、外げ道どうが」

「人聞きの悪い。彼らは私を襲おそってきたので彼に倒されただけだ。正当防衛、そして資源の再利用といって欲しいね……やれ」

　カウウェルの指示を受けて、骸骨たちが迫せまる。

「そうかい……！」

　こいつは、一いつ切さいの容よう赦しやをしなくてもいい。

　スキュラと同じ、外道だ。

「そっちが数で来るなら、こっちも数で行かせてもらうだけだ」

「フン、増ぞう援えんなぞ来るはずも……」

「それはどうかな？　忍にん法ぽう・影かげ分身！」

　俺が念じながら印を結ぶと、俺の体から無数の俺が姿を現す。その数は一瞬にして十数体。召喚された骸骨兵士とまるっきり同じ人数だった。

「む、う？　幻げん影えい魔術か！　だが、実体のない幻影など」

　無数の分身を目の当たりにして、一瞬は驚きよう愕がくの顔を浮かべたカウウェルだったが、またすぐさま平静を取り戻もどす。俺の影分身をただの分身だと思っているようだ。

　だが、それは甘いってもんだ。

「言っただろ。それはどうかなってな！」

　俺の影分身たちは骸骨兵士へと突とつ撃げきする。手にした刀を構え、そして、一刀のもとに骸骨兵士たちを切り裂さく！

「な、なにぃ！」

「我が分身に触ふれれば斬れるぞ！」

　瞬またたく間に俺の影分身は骸骨兵士たちを斬り伏ふせる。

　スキュラ戦でも活用したこの分身殺法。分身たちに実体はない。分身の正体、それは風で構成されたいわば動くかまいたちである。俺の神通力で思いのまま操作できる分身たちは武器となるのだ。

「お前の相手は俺だ！」

　その隙すきを狙ねらい、俺は魔人へと斬りかかる。

「むっ！」

　だが、奴は俺のことなど目もくれずに後ろに控ひかえるアムとポーラに狙いを定めていた。

「やらせるか！」

　不可解な行動だが、どちらにせよ二人が危険なのは間違いない。

　俺はかぎ爪付きの縄なわを投げつけ、魔人の腕うでを絡からめとる。

「えぇい、馬ば鹿か力ぢからが！」

　思わず俺は引っ張られそうになるが、刀を地面に突き刺さし何とか持ちこたえる。

「こっちを向け！　火柱！」

　こちらを無視して、アムたちを狙う魔人。俺は奴めがけて火か遁とん忍法を放つ。炎を受けて魔人は一瞬だけひるみ、体勢を崩した。

　その隙を俺は逃のがさない。

「シャッ！」

　すぐさま奴にとびかかる。

　俺の刀と魔人の爪がぶつかり、火花を散らす。こいつ、中々に動きが速い。

「やろう！」

　単純な腕わん力りよくは魔人の方が上らしく、俺は力任せに押し出される。

「ふっふっふ……魔人のパワーは素す晴ばらしいだろう？」

　またも勝ち誇った顔のカウウェル。こいつもコロコロ表情の変わる奴だ。

「はっ、どうかな。見てみろ」

　余裕面づらのカウウェルに向かって俺は魔人を顎あごでしゃくってみせた。

「むっ？」

　カウウェルの奴はほんの少し眉まゆをひそめた。

「グ、オォォ？」

　魔人が右腕を押さえ、苦く悶もんの声をあげる。

「魔人に傷を……いつの間に？」

「速さは忍びの命。一つ振るう度たびに三つ切り刻むと思え」

　確かに魔人の動きは素早い。

　だが、忍者には遠く及ばない。それだけの話だ。

「ふ、ふふ。素晴らしい、素晴らしいよ。彼に傷を入れたのは君が初めてだ。しかし、惜おしい。実に惜しいな」

　わざとらしくカウウェルが首を横に振る。奴が余裕を崩さない理由はすぐに分かった。

　魔人につけた傷が一瞬にしてふさがっている。魔法を使った様子もない。自己修復能力が備わってるってわけか。

「ちっ……」

　それなりに深い傷のはずだが、それすらも奴は全快しやがった。

（刀が通らないわけじゃない。なら、倒せる……）

　決して倒せない敵ではない。

　しかし、どうやら敵も一ひと筋すじ縄なわではいかない様子だ。

「ちっ……そういう能力かよ」

　さらに面めん倒どうなことが起こった。

　分身たちは間ま違ちがいなく骸骨連中を切り裂いた。

　しかし、カタカタと骨を打ち鳴らしながら、骸骨兵は崩くずれるが、即そく座ざに骨同士がくっつき、再び俺に襲い掛かかってくる。

　なんとか分身たちに抑おさえ込ませているが、どれだけ斬っても骸骨どもは復活を果たす。

「既すでに死んでいるものを殺せるわけがないだろう？」

　えらそうなことを言うカウウェルだが、あいつはすでに柱の陰かげに隠かくれていた。

　だが、こりゃ参った。アンデッドの処理なんて知らねぇぞ。

「はっはっは！　無駄だ無駄だ。死人を再び殺すことなど不可能。さぁ、奴らを殺せ！」

　雪崩なだれのように骸骨兵士が俺たちを吞のみ込もうと迫る。分身たちも頑がん張ばってはいるが、斬きっても復活を果たす骸骨どもの足止めは完全にはできていない。

「させません！　聖なる祈いのりを、ここに……」

　その時、ポーラの声がその場に響ひびいた。同時に暖かな光が応接間を包み込む。

　すると、どうだ。無限復活を果たしていた骸骨兵士たちが次々に音を立てて崩れていく。

「は……あ？」

　啞あ然ぜんとするカウウェル。俺もさすがに驚おどろき、後ろを振ふり返った。

　そこには、アムに支えられながら立つポーラの姿があった。疲つかれ切った表情であったが、その目は先ほどよりも生気に溢あふれていた。

「き、貴様！　白しろ魔ま法ほうが使えたのか！」

「こ、これでアンデッドは復活できない！　今ですよ！」

　それだけを伝えるとポーラはばたりと倒れこむ。

「ありがたい！」

　まさかの援えん護ごで形勢逆転だな。

　俺は残る魔人へと切っ先を向ける。

「ば、馬ば鹿かめ！　アンデッドなど数合わせの兵隊にすぎん。魔人に敵かなうと思うな！」

「その魔人だが、一歩も動けない様子だぜ？」

「何……？」

　不思議に思わなかったのだろうか？

　今この瞬しゆん間かんにも魔人がこちらに攻こう撃げきしてこないことを。

　魔人はわずかに身じろぎをするが、指の一本もまともに動かせないでいる。

「なぜだ！　魔人並みの状態異常魔法など……！」

「魔法なんぞ使ってない」

　俺はそう言いながらクナイをカウウェルへと投げつける。

「ひっ！」

　しかし、クナイはカウウェルを貫つらぬかず、彼の足元、影に突つき刺さるだけだ。

「う、これは……！」

　どうやらカウウェルも察したようだ。自分の体がもう自由に動かせないということを。

「忍法・影かげ縫ぬい。これで貴様らは攻せめることも守ることもできん」

　影縫い。神通力を通したクナイで敵の影を貫くことで対象の動きを封ふうじる忍法。

　影さえあれば縫い合わせることが可能だが、もし影全体が隠れるような暗くら闇やみでは使えず、さらには力があれば無理やり影えい響きよう下から抜ぬけ出ることも可能であるなど抜け道はある。

　地下室には本来影を作るほどの光はないが、カウウェルは地上とをつなぐ出入り口を開けっぱなしにしている。おかげでこの地下室には光が差し込んでいた。くっきりと影ができるほどにな。

　そして、忍者にとっては一瞬でも動きを止められればそれで十分なのだ。

「忍法・分身殺法！」

　俺の分身たちが一いつ斉せいに魔人へと突撃を開始。各おの々おのの武器をもって、魔人を攻撃していく。

　それでもなお魔人は倒れない。並外れたタフネスさだ。

「ウグオォォォォ！」

　最後の力を振り絞しぼり、魔人は力任せに影縫いを突とつ破ぱした。

　しかし、もはや俺は奴やつを恐おそれない。

「止とどめだ」

　俺は刀を高速で回転させた。ヒヒイロカネの刀身はそれ自体が鏡のようにはっきりとものを映すことができる。高速回転し、円形の鏡となった刀には魔人が映し出されていることだろう。

「グオッ！」

　同時に、高速回転する刃はが空を切る音は一種の催さい眠みん効果を及およぼし、ヒヒイロカネが放つ独特の光は敵の視界を遮さえぎる。

　そこへ鏡像に映し出された己おのれの姿を見ることで、敵は錯さつ覚かくに囚とらわれる。

「忍法・秘ひ剣けん旋せん風ぷう斬ぎり！」

　刹せつ那な。俺は刀をかざし、刀身にはかまいたちと化した風をまとわせる。腰こしだめの姿勢を取り、俺は一瞬にして魔人との距きよ離りを詰つめる！

「魔人、天てん誅ちゆう！」

　真下から刀を振り上げ、魔人を下袈け裟さ斬ぎりに両断する。ヒヒイロカネの刀に風の力をまとわせることで威い力りよくと切断力を上じよう昇しようさせた秘忍法。それこそが秘剣旋風斬。つまるところ、必殺技わざだ。

「あ、あ、あぁ……馬鹿な、魔人を一いち撃げきで……な、なんなのだ貴様は！」

「忍者だよ」

　おびえるカウウェルに俺はゆっくりと近づく。

「ひ、ひひひ！　だが、もう遅おそい、お前たちは死ぬ、イーゲルが来るぞ！」

　するとカウウェルは狂くるったように笑いだした。

「うるせぇ！」

　俺は刀の鞘さやをカウウェルの額にぶつける。その一撃で奴はノックダウンだ。

「これにて、一件落着……ってわけじゃないようだな」

　イーゲル。

　また新しい謎なぞが出てきてしまったなぁ。
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「よくやったわ。カウウェルの身み柄がらは確保、奴が関かかわっていたとされる行方不明事件の詳しよう細さいも調査していけばわかるはずよ。書類なんかは残ってないと思っていたけど、動かぬ証しよう拠こでもある地下室とそこに囚われていた冒ぼう険けん者しやたち、そしてカウウェルの部下を捕とらえたのは幸いだったわ」

　サリーは俺の報告を聞いて大喜びをしていた。

「余罪に関してはこれからゆっくりと吐はき出させればいいとして……魔人ね。まさか、カウウェルが魔人と共にいるなんて想像もできなかったわね」

「やはり、魔人の存在は珍めずらしいので？」

「そりゃ当然でしょう。魔界の住民よ？　そう簡単に地上に上って来ることもない変な連中だし。まぁ、王族の中には魔族の姫ひめを奥方に迎むかえた例もあるにはあるけど」

　魔界ね。そういう場所もあるのか。さすがは異世界ってところか。

「問題はカウウェルが魔人、ひいては魔界とつながりがあった事実よ。それにスキュラともグルだった」

　俺もそこは気になっていた。あの時はいちいち考えることもなかったが、今になって冷静に思い返すと奴の裏側はとんでもないことになっている。ただ暗あん躍やくしているだけの爺じいさんじゃ説明がつかないぐらいに奴は大量の人間をさらっていた。

　そして、どこかへと送り込んでいる。それがどこなのかは生あい憎にく、今はまだわからないのだが。

「そしてイーゲル……だったかしら？」

　屋や敷しきの中を調べてもそのイーゲルという存在については何も残っていなかった。地下室に通信機器の類たぐいはなく、書類らしきものもない。

「ギルドマスターは、そのイーゲルが誰だれのことなのかわかるのか？」

「見当もつかないわね……個人名だとは思うけれども。それも、ハーバリーの襲しゆう撃げきを画策する程の魂こん胆たんもある……でも、こんな戦略的に価値のない場所を襲おそってもねぇ？」

「謎は深まるばかり……か」

「少なくともカウウェルの悪事は暴あばけたわ。それだけでもギルドとしてはプラスなのよ。それと、今回の事件だけど、魔人の存在はあえて伏ふせさせてもらうわ。いらぬ混乱を与あたえたくないし。あぁ報ほう酬しゆうは出すわよ。子育て、大変だものね？」

　そう言ってサリーは涼すずやかな笑えみを浮うかべた。

「これからも何かあればあなたを起用してあげるわ。あなた、筋が良いもの」

「そりゃどうも」

　なーんか釈しやく然ぜんとしないんだよな。

「あら、ギルドマスターの懐ふところ刀がたなって素す敵てきだと思わない？　報酬も弾はずむわよ？」

「……あんた、最初から俺を試ためしてたのか？」

「そうだと言えば満足？　使えそうならそのまま手元に置いておくし、使えないならさようなら。当然ではなくて？」

「間違いではないな」

「あら、怒おこらないのね」

「怒ったところで無む駄だだと思った。どうにも、あんたの予想通りに動かされてる感があるからな」

「そんなことないわよ。魔人の存在もハーバリーの襲撃も想像してなかったもの」

「それ以外は予想通りだろ？」

「さぁ、ね？」

「食えない女だな……」

　俺が思うに。サリーは初めから俺を使ってカウウェルを調べようとしていたのかもしれない。いやそれだけじゃない。カウウェルの裏に何かがあるということも彼女は想定していたのだろう。奴の悪事も半ば確信を得ていたはずだ。

　だが、彼女の立場ではそれを表立って追つい及きゆうすることはできない。だから、駒こまが欲ほしかった。

　そこに、スキュラを倒たおした俺がやってきたから、使ってみたというわけだ。

「まぁいいさ。国直属の組織の、幹部の部下になれるなら、後ろ盾だてとしては十分だからな」

「よくわかってるわね。期待してるわよ。裏切らない限りはね」

[image: ]

　サリーへの報告を終えた俺はそのまま病院へと顔を出した。

　あの後、倒れたポーラはそのまま病院へと運ばれた。

　他にも保護された冒険者たちは奇き跡せき的にと言うべきか、催眠処理を受けただけらしくその他の外傷もないとのことだ。ただひどく衰すい弱じやくしており、なおかつ記き憶おくの混乱もある為ためか、しばらくは動かせないとのことだ。

　彼らがなぜ、カウウェルに囚われていたのか。普ふ通つうなら奴ど隷れいなどの目的で売買されるものらしいが、どうやらそういうわけでもないらしい。どっちにせよ気持ちの良い話ではない。胸むな糞くその悪くなる話だ。彼ら以外にも相当数の被ひ害がい者しやがどこかへと運ばれた形けい跡せきもある。

　問題なのはその他がどこへ運ばれたのかであるが、それはまだわからない。

「アム、ミズチ、彼女の様子は……」

「おや、あんたも来たのかい」

　ポーラの病室に顔を出すと、そこには珍しい人がいた。

「マイネルスさん、どうしてここに？」

　どういうわけか病室にはマイネルスがいた。

　そういえば、病院の至るところにマイネルス以外にもラウンジで時折見かける魔ま法ほう使つかいの冒険者らの姿もあった。

　曰いわく、彼ら、彼女らは善意の協力者で、保護された女性たちの回復を手伝っているのだとか。

「マイネルスさんは昔、凄すご腕うでの回復専門の治ち癒ゆ師しだったんですよ！」

　俺の疑問にアムが答えてくれる。

「四十年以上昔の話さね」

　一いつ瞬しゆん、かわいらしい真っ白な神官のような服装をしたマイネルスを想像してしまったぞ……。

　それにしても治癒師って、そうは見えないが……なんかこう、受付をする前は斧おのを振ふり回してそうなイメージしかない。

　そうこうしていると、マイネルスはごんぶとの両腕を広げる。すると緑色の淡あわい光が放たれていく。

「癒いやしの風。傷ではなく精神を落ち着かせる魔法さ。使いすぎには注意。頭がぱーになる。リラックスしすぎるんだよ」

　それ、脳内麻ま薬やくってものじゃ……いやあまり詳くわしくはないけどさ。

　だが、オークが魔法を使いこなす姿は……うぅん、ものすごく違い和わ感。

「申し訳ありません……おかげ様で随ずい分ぶんと楽になりました」

　ベッドに横たわるポーラは衰弱はしているが、顔色はマシな方だった。

「あとは食って寝ねて、ゆっくりするといい。無理はさせちゃいけないよ。体力がすり減ってるからね。それにしても……」

　俺が来るまでにかなりの量の回復を行ってきたのだろうか、マイネルスは大きく息を吐くと、額の汗あせをぬぐった。

　その後、鼻息をしながら、にんまりと笑みを浮かべていた。

「あんた、意外とすごいじゃないか。あのカウウェルの野や郎ろうの悪だくみを暴いたんだって？　そして囚われ人たちを助ける。こいつは一いち躍やくヒーローだよ」

「そう言われて悪い気はしませんが、忍にん者じやとしてはあまり目立ちたくはないのですけどね」

　ものすごく今いま更さらな言葉ではあるけどな。

　まぁ、ここ数年、忍しのばない忍者の方が圧あつ倒とう的に多いのだし、それはそれで。

「なんだい、ずいぶんと難なん儀ぎな性格だね。ま、いいさ。それに、気が付きゃ、子どもまで。あんたは見てて飽あきないよ、本当に」

「ねねねね！　パパってすごいの？」

　話の流れは一いつ切さい理解してなさそうだが、とにかく俺が褒ほめられているらしいことはわかったのか、ミズチはマイネルスへキラキラと輝かがやいた目を向けていた。

「あぁ、今のところはすごい奴やつさ」

　どうやらミズチはマイネルスになついているようで、見た目さえ除けばまるで親子のような関わり方をしていた。

「パパえらいねぇ！」

　ミズチは俺の側そばまで来ると頭を撫なでるようなジェスチャーをしてくれる。俺はお返しに彼女の頭をくしゃくしゃとなでてやると、ミズチは「キャー」と言って喜び、はしゃいでいた。

「そんじゃ、あたしゃ別の患かん者じやの所に行ってくるよ。また何かありゃ、呼んどくれ」

「はい、ありがとうございました」

　俺はマイネルスに礼をして、彼女を見送った。

「何から何まで……なんと、お礼を申し上げていいか……」

　体が楽になったのか、ポーラはゆっくりと上半身を起こして、俺たちへと会え釈しやくをする。

「礼はいい。俺たちとしても、あなたたちを助けられてよかった。このまま放置していたら、どんなことになっていたか……」

「いえ、それは大して問題じゃありませんわ」

　ポーラはすっぱりと言い切る。

　いやね、大した問題じゃないって君ね。

「ですが、あなた様は私を助けてくださいました」

　そう言いながら、ポーラはさっと俺の腕を取り、祈いのるようなポーズをとる。

「えぇ、これはきっと神の思おぼし召めしに違ちがいありませんわ。私を救ってくださった救世主様……」

「救世主ってまた大げさな」

「命の恩人なのですもの、救世主様で間違いありませんわ……ところで、あの男は捕とらえたのでしょう？」

「あぁ。今いま頃ごろこってりと絞しぼられてる頃ころだろうよ」

「そう、よかった……あの男、一発ぶん殴なぐってやらないと気が済みませんわ……」

「ぶ、ぶん殴る、ですか？」

　ポーラの口から出た以外な言葉にアムが驚おどろく。

　お淑しとやかそうな雰ふん囲い気きなのに、さっきの声こわ音ねは結構ドスが利きいていた気がする。

「当然でございますわ。私、あの男の部下に殴られたのですから……どうせなら蹴けり上げたいぐらい！」

　どうやら、彼女。結構アグレッシブなようだな。

「まぁいいのです。あのような男がどうなろうと私には関係のないことですし。それよりも」

　ポーラはちらりと俺の方を見て、ニコリと笑みを浮かべ、再び俺の手を取った。

「とにかく、あなた様は私をお救いになってくださった救世主様。つまり、これは身も心もあなた様に捧ささげよとの神の思し召しに違いありません！　あぁ、私の全すべてはあなた様の為に！」

「お、おい」

「有う象ぞう無む象ぞうの輩やからに手を出されるのは嫌いやでございますが、あなた様ならば、私、全てを……！」

　ポーラは突とつ如じよとして目を見開いて、俺の腕に抱だき着き、引き寄せようとしてくる。

　あまりにも突とつ然ぜんかつ想像していなかったことに、俺は思わずされるがままになってしまった。

「ちょちょちょ！　落ち着いてください、というか離はなれなさい！」

　なんとかアムが俺たちを引きはがす。

「あら、ごめんなさいね」

　当のポーラはけろっとしていた。

「ですが、お礼ならば、こうする方が手っ取り早いですし？」

「場所を考えてください！　というか、何しようっていうんですか！」

「オホホ、何って、そりゃ、ねぇ？」

　それでもってアムとポーラがにらみ合いを始めた。

　頼たのむから、ここは病院なんだ、静かにしてくれ……。

「どうあれ、私はあなた様に救われたことになります。いずれ、このお礼は致いたしますので、もうしばらくお待ちを」

　と言ってなぜかウィンク。

「いや、無理をしなくてもいい。さっきも言ったが、無事なら無事でよいことだからな」

「そうはいきません。礼には礼で尽つくせと教えられてますから」

　んー？

　なんか、デジャヴを感じるセリフだな。

「むっ、キドー様はよろしいと言ってますよ」

　アムは俺とポーラの間に割って入って、彼女を牽けん制せいし始める。

「オホホ、命の恩人ですもの、こっちも引き下がれませんわ」

「うぬぬ……！」

　何が起こってるのかわからんが、なんか面めん倒どうそうだぞ。

「……すまん、俺、帰るわ」

　なんか、この空間にいちゃまずい気がしてきたので、俺は退散。どろん。

　てな具合に煙けむり玉だまで姿を隠かくして俺はその場から去る。

「あ、キドー様！」

「消えてしまいましたわね」
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　ま、家に帰ったところで、アムもミズチも戻もどってくるんだけどな。

「キドー様はやっぱり女の人にデレデレしすぎです！」

　んで、なぜかアムはツーンとしている。

「そ、そういうわけじゃ……」

「そうです」

　ぷいっとアムは頰ほおを膨ふくらませて不ふ機き嫌げん。なぜだ。

「パパって、女好き？」

「こら、そんな言葉どこで覚えた」

「えっとね、マイネルスー！」
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「あのおばちゃん……」

　それでもってミズチは無む邪じや気きな笑え顔がおを振りまいている。しかし、この子が俺の契けい約やく獣じゆうねぇ。

　一応、サリーとの契約の報ほう酬しゆうとして彼女は俺が保護した魚人の娘むすめってことにはなってるが、はてさてどうなることやら。

「でも、助けられてよかったです。それに、まさか魔ま人じんなんて出てくるとは思っていませんでしたし、キドー様がいなければ今頃、私やポーラさんもひどい目に遭あっていたと思いますから」

「まぁ、俺も何とかできてよかったと本気で思ってるよ……ちょっといろんなことが起こりすぎて理解が追い付いてないが」

　この世界にきて、短い間に色んなことが起こりすぎている。

　気が休まらないってもんだ。

「……とりあえず、食事しませんか？　私、安心したらお腹なか空すいてきちゃいました。今から用意しますね」

　アムはそう言いながら囲い炉ろ裏りに火をつけて、準備を始める。

「お腹減った……」

　うん、本当に疲つかれた。忍者的な体力でもこれはさすがにキツい。

「ご飯用意するから、もうちょっとだけ我が慢まんな」

「うん！　あ、私、お手伝いしたーい！」

　そう言ってミズチはパタパタとアムの方へと駆かけ寄っていく。

　それを眺ながめながら、俺は一時の休息を感じていた。

「……でも、なんか、楽しいな」

　不ふ謹きん慎しんなことを言ってるのはわかる。今回の事件の裏で笑えないことが起きてるのもわかる。

　しかし、俺はこの状じよう況きように、そして忍者として活かつ躍やくする自分を楽しんでいた。

「忍者っぽいかって言われるとそうでもないが……でも俺、忍法使って、バケモン退治して……なんか、本当、昔見てた忍者ヒーローみてぇだな」

　なんだ。そういうことか。

「俺、やっぱ忍者好きなんだな」

　自分でも結構ノリノリでやってたと思う。調子にも乗っていたが、それほどまでに俺は、この忍者としての自分、そして異世界を楽しんでいた。

　それはそれとして、スキュラやカウウェルのような連中は許せないのも本当だ。

「あの連中は、自由を奪うばいやがる……到とう底てい、許されるもんじゃない」

　束そく縛ばくと支配は俺が最も嫌きらうものだ。

　それに、これは忍者的な警けい戒かいとは別に俺個人の勘かんでしかないが、この一連の事件、まだ終わってない気がする。

　カウウェルが残した『イーゲル』という言葉が今もなお引っかかっているからだ。

「この街を襲しゆう撃げき……そんなことぁさせないが……かといってな」

　正体もわからない相手では対たい抗こうもできない。

「ま、しゃーないか。今は考えるよりも、忍法開眼にシフトするか？」

　考えるのを脇わきにおいて、俺は巻物を開く。

　実のところ、俺は自分がどこまでのことができるのかを把は握あくできていない。

　特に戦せん闘とうに関しては極きよく端たんな話だが、影かげ隠かくれで潜ひそんで後ろから忍者刀でぶすり、とやれば大体の奴やつは始末できる。

　だが、今回の魔人のような奴がぞろぞろ出てきたとき、今覚えている技わざだけでは対処ができないと思うのだ。

「それに、次はもしかすると……」

　でかい戦いくさになるかもしれない。

　そんな気がしてならないのだ。

「忍しのびの道は、一日にしてならず……」

　近々、適当な依い頼らいを受けて覚えた忍法も練習しておかなければな。

「でも、最初から忍法開眼しててもいいんじゃねーかなぁ」

　あの女め神がみ様のことだし、巻物とかで覚えなきゃ意味がないとか言いそうだがな。
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　さて、一夜明けた朝のことだ。

「さぁさぁ、遠えん慮りよなさらずに、私、料理は得意なのですよ。村の教会にいました頃はよくお手伝いをしていましたから！」

　なぜかポーラが俺の家で料理を振るまってくれていた。

　一体どうやって用意したのか新しん鮮せんな野菜にベーコン、パンにチーズ、ついでにミルクスープときたもんだ。

　ポーラはルンルンと鼻歌交じりにそれらを用意してくれている。

「あの、なんで、あなたがここにいるんですか」

　アムはじとーっとポーラを睨にらんでいる。

「オホホ、言ったじゃありませんか。お礼は必ず致しますと。これはそのお礼の一いつ環かんでございますわ」

　対するポーラは澄すました顔でそれを受け流していた。

「それに、これからお世話になるわけですしぃ？　これぐらいはできないと悪いと思いますのでぇ？　あ、もしかしてこれだけではご不満ですか？　なんでしたら夜の……」

「だから、なんでここに住むことが決まってるんですか！」

　その先を言わせまいとアムがかみつく。

「それは簡単でございましょう？　私、カウウェルに囚とらわれている間に死んだことになったようですし、財産の殆ほとんどが消えてしまっているので、宿なし、金なしの放ほう浪ろう人にんですもの」

　そうなのだ。カウウェルに囚われていた冒ぼう険けん者しやたちは書類上、他の街へ移動したことになっているのだが、中には既すでに死亡認にん定ていを受けている者もいた。ポーラもそのうちの一人だったらしく、いつぞやのアムの時のようにカードの再発行はできても、その後の生活ができるだけの資金がなかったのだ。

「それに、聞きましたよ？　アムさん、あなたも私と同じような状況だと。お互たがい様なのですよ。あなたも、キドーさんに恩返しをしたいがために、ここにいるのでしょう？」

「そ、それは、そうですけど……いえ、でも、あなた、シスターじゃないですか！　お隣となりの修道院に行けばいいじゃないですか！」

「あら、私、見習いじゃありませんもの。今いま更さら修道院にいましても、意味がありませんわ」

　ということらしいのだ。

　そもそもの発ほつ端たんは早朝、突然ポーラが家に訪ねてきて「今日からお世話になります！」と言い出したことから始める。

　それでもって今に至るわけなのだ。

「にぎやかで楽しいね！」

「ねー？」

　なおミズチはポーラが持ってきた果物で餌え付づけされている。

「私、ポーラがいるの賛成─！」

「ほぅら、彼女もこう言ってますし？」

　なんというか、この人、お淑しとやかに見えて手回しが早い気がする。

　俺たちの中で誰だれを最初に味方につければいいのかを理解してるんだ。

「とにかく、これはほんのお礼の気持ちです。私はあなた様に救われたのです。それに小さな女の子もいるわけですし、女手は多い方が何かとよろしいのではないでしょうか？」

　ポーラはミズチをなでながらアピールを続けた。

　まぁ確かに。ミズチはその正体はさておき、中身は女の子だ。今のところは良いとしても、今後のことを考えると、その申し出はものすごく助かる。

　助かるのだが……。

「手伝いはうれしいが……そこまで重たく考えなくても……」

「いえ、何かしないと私の気が済まないのです。だって、あなた様は、地じ獄ごくの日々から私を救ってくれましたから」

　それを言うポーラは笑顔だったが、それにはどこか影が差しこんでいた。

　無理やり笑顔を作っている。そんな感じだ。

「ポーラさん……」

　さすがにそんな顔をされてしまってはアムも強くは言い出せない様子だ。

　俺だって、首を横に振ふるわけにもいかない。

（昨日は結構強い人だと思ったが……いや、それでも不本意な日々だったことを思えば、そんな顔もするか）

　地獄の日々。それは何と、問うのは野や暮ぼというものだろう。

「あなたは、地獄の闇やみで、私が見た光だったんです。大げさだと思われるかもしれませんが、あなた様のおかげで私はまたこの世界に戻もどってこられた……だから、お手伝いさせてください」

「ポーラ……」

　こうまで言われると、俺も断り辛づらいな。

「っていうストーリーはどうです？」

「は？」

　いきなりポーラはけろっとしてみせた。

「これなら、お断りし辛いでしょう？」

　ポーラはわざとらしく「オホホ」と笑っていた。

「君ねぇ」

　返せ。同情の感情を返せ。

「うふふ！　でも、あなた様が私の全すべてだっていうのは噓うそじゃございませんわ。大げさだと思われるかもしれませんけど、あなた様は私にとって救世主なんですよ？」

　ポーラは語り続けながら、ずいっと俺のそばに寄ってくる。

「あ、なにどさくさに紛まぎれて！　ちょっと距きよ離りが近いですよ！」

　抗こう議ぎするアム。

　が、ポーラは全く気にせず、むしろアムを見返して含ふくみのある笑えみを浮うかべるだけだ。

「まぁさっきから……アムさんとおっしゃいましたか？　あなたはキドーさんとお付き合いでもしているのですか？　それとも、夫ふう婦ふ？」

「夫婦！　そ、そんなじゃ、ありませんけど……」

　ポーラの突とつ然ぜんの質問にあたふたとテンパるアムは次し第だいに声が小さくなって、うつむいてしまう。

「お、お付き合いだなんて、そんな……夫婦だなんて……」

「なんで急に。いや、俺たちはなんというか流れでというか、色々と事件があって、その時に仲間になったというか……」

　とここで俺が会話に交ざったのがまずかったのかもしれない。

「でしたら、私と彼女は同じような状じよう況きようでしょう」

「んーまぁ、そうなるのかなぁ？」

　多分だけど。

　って、めっちゃ近いぞ。

　俺はポーラをそれとなく離はなそうとすると、ポーラはがしっと俺の手を握にぎった。

「はい？」

「ということは、まだ私が入り込む余地はありますよね？」

　言葉の意味を捉とらえかねる。

「いえ、むしろ交ざった方がいいです！　えぇ、きっとその方が、彩いろどりもよろしいじゃないですか！」

　しかもポーラの目が異様に充じゆう血けつしてるようにも見えるし、どこか息も荒あらくなっている感じがする。

「ちょ、ちょ、ちょ！」

「私のような女がお嫌いじゃなければ、いつでも！　私、いつでも……」

　と、言ってポーラは自分の唇くちびるを俺に重ねようと……。

「ってこらぁ！　子供の見てる前でなぁにやってんですかぁ！」

　しようとした瞬しゆん間かん、我に返ったアムが間に入って、阻そ止し。

「ちょっとあなたねぇ！　なにやってんですか」

「……あら、いけない」

　アムの鋭するどい視線なぞなんのその、ポーラはさっきまでの興奮はどこへやら涼すずしい顔をして俺の真横に陣じん取どる。

「オホホ、あらやだ、はしたない真ま似ねを。ですけど、私はよろしいですよ？」

　と言ってポーラは俺の腕うでに抱だき着いてくる。

「何、馬ば鹿かなこと言ってんですか！　ちょっと、離れなさいよ！」

「もう、そんなにおっしゃるのなら、一いつ緒しよにやります？」

「え、一緒にって……」

　おい、馬鹿、やめろ。

　アムもなんでちょっと乗り気なんだよ。

「ストップ、ストーップ！　なんか話がおかしい方向に流れてるぞ！」

　なんなんだこの色ボケシスターは！

　えらい積極的で嬉うれしいような恥はずかしいような。

「わかった、住むのはわかったから、落ち着いてくれ。頼たのむ、頼むから！」

「そうですねぇ、私としても無計画なのは嫌いやですし、まぁここはゆっくりと手順を踏ふみましょう。さぁ、それよりお食事ですよ。冷めてしまってはおいしくないですからね」

　ニコリとほほ笑むポーラなのであった。

　俺はもしかしたら、とんでもない子を招き入れてしまったのかもしれない。
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　それを理解するのは、夜になってからだった。

　てんやわんやな一日となった今日。朝食の後、女性陣じんは女同士で話し合いがあるとか何とかで、ミズチを連れて昼間は街へと繰くり出していった。

　一人残された俺は仕方なく家の改築や道具の整備をして過ごす。

　庭先の土を忍にん法ぽうで耕し、分けてもらった種をまいたり、そんな具合だ。

　そして、夕方になる頃ころには、風ふ呂ろを沸わかして一服という感じだったのだ。

「あったかーい」

　湯ゆ船ぶねには俺以外にもミズチが入っていた。

　まぁ子供だし、特に気にせずといった感じで俺もそれを拒きよ否ひはしてない。

「泳いじゃダメだぞ～それはあれだ、マナー違い反はんだからなぁ～」

「はぁ～い」

　親子水入らずって感じのこの空間。まさしく極ごく楽らくって奴やつだ。

　あーなんだかんだ忙いそがしい日が続いていたし、このひと時は最高だ。

「色々と気になるが、ま、考えてもしかたねーよなぁ」

　この瞬間だけは諸もろ々もろ抱かかえている問題のことなんて全部忘れてゆっくりと疲つかれを癒いやしたい。

　そう思っていた矢先だったのだ。

「失礼しまぁす」

　そんな平へい穏おんを乱す足取りが聞こえてくる。これはポーラの声だ。

　何事だ、と俺が思うよりも前に浴室と脱だつ衣い所じよを隔へだてる扉とびらが勢いよく開かれた。

「キドーさん！　お背中お流ししますよ！」

「帰りなさい」

　タオルだけを体に巻き付けたポーラが浴室へとやってくるので、俺はやんわりと帰き還かんするように伝えたが、当然無視される。

「そうは申されましても、お食事だけのお世話では命とのつり合いが取れませんから。それに、せっかく同じ屋根の下で暮らしてるのですから、これぐらいは、ね？」

「いや、その理り屈くつはおかしい……」

「ポーラも入るのぉ？」

「そうですよぉ？　家族は一緒に入るものですからねぇ？」

「おい、やめろ」

　疑うことを知らない子供をたぶらかすんじゃない！

「あのですね、近くに教会がある手前、混浴ってちょっと不味まずいと思うんですよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。うちの神様、混浴は駄だ目めなんて言ってませんから。それになんですか、その言い方ですと、ミズチちゃんが女の子じゃないみたいじゃないですか」

　およそ聖職者らしくない発言がポーラから飛び出したぞ。

「ほらほら、遠えん慮りよなさらずに。それに」

　ニコリとポーラは笑う。

「明日をも知れない冒ぼう険けん者しや生活ですもの、これぐらいはしても罪にはなりませんよ」

「そういう問題じゃねー！　子供の教育上の問題があるだろー！」

「これぐらい普ふ通つうですよ、普通。私の家族も水浴びする時なんかこんな感じでしたし？」

　どういう家族だ！

　とかなんとかやり合っていくうちにポーラは今朝けさがた見せたような興奮気味な表情でにじり寄ってくる。

「ちょっと待った！」

　その瞬間、天の助けともいえるタイミングでアムが乱入してくる。

　なぜかポーラと同じ姿で。

「お、置いていくなんて酷ひどいじゃないですか！」

　アムは顔を真っ赤にしている。

　いや、だから、なんでそんなことになってんのよ。

「えぇ、だってアムさん、恥ずかしがってたじゃないですか」

「そ、それはそうでしょう！　こんな、こんなこと……」

「でも私を監かん視しするんでしょう？　それじゃあ出で遅おくれちゃいけませんよねぇ？」

「そ、そうです！　ポーラさんはなんだか、こう、破は廉れん恥ちです！　キドー様の身が危ないので、私が守りますから！」

　と言って、アムはざぶざぶと湯船につかって、俺の真横を陣取る。

「あ、そう言いながら、ちゃっかり！」

　ポーラもそれに続くように湯船に突つっ込こんでくる。

　そしてわーきゃーとよくわからない言い争いが始まって……。

「頼むから騒さわぐのはやめてくれぇ……ゆっくりさせてくれぇ」

「大変だね、パパ」

　ミズチが俺の頭をなでなで……。
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　突とつ然ぜんですが、我が家に女の子が三人も住むことになりました。狭せまい。なぜだ。

　よくわからないまま、なし崩くずし的にポーラが家に厄やつ介かいになって二日が経たつ。

　このことを神父様に相談すると、ものすごく微び妙みような顔をされて「刺さされんようにな」という謎なぞのアドバイスをいただきました。

　どういうことなんだよ……。

[image: ]

　まぁそれはそれとして。

　依い然ぜんとしてイーゲルという存在に関する情報はなし。

　近々ハーバリーを襲しゆう撃げきするという割には、動きがない、というよりはそもそも近くにいないのではないかと思えてくるぐらいだ。

　敵の所在さえわかれば、行って偵てい察さつの一つもできるのだが、どこにいるのかわからない連中をゼロから探し出すのはさすがに忍にん者じやでも無理だ。

　もしもの話にはなるが、俺が忍者軍団を指揮する忍者頭がしらであれば、方々に部下を送り込み調査をさせるのだが、あいにくとそのような便利な部下はいない。

　育てようにも今の俺にそんな権力も経済力も暇ひまもない。

　なので、今はできることをするわけだが。

「はい、ということで人面キノコ討とう伐ばつはつつがなく終わったわけですが……」

　冒険者がやることといえば依い頼らいをこなすことだ。生活資金も稼かせがないといけないし、俺の場合は忍術道具の材料も欲ほしい。

　人面キノコとは人間の顔のような模様を持った動くキノコ型のモンスターでその胞ほう子しは麻ま痺ひや毒などを引き起こす。その胞子は武器にもなるので討伐して材料を回収する冒険者も多いのだとか。

　そして俺たちはラウンジで遅おそめの昼食をとることにした。

　その音おん頭どをとるのはアムなのだが、彼女はじぃーっと俺を睨にらんでいる。

　原因は簡単だ。俺の、すぐ横に、ポーラがいる。

「と、こ、ろ、で。なーんか近くないですか？」

「そうでしょうか？　きっとテーブルが狭いからですよ。ギルドの支給テーブルですし」

　オホホと言いそうな、すまし顔でポーラが答える。

「それに私なんだか疲れちゃいましたぁ。久しぶりの運動だからでしょうか？」

　と言いながらポーラはべったりと俺の腕うでに絡からみつく。

　より一層、アムの視線がきつくなっているのは言うまでもない。

「ちっ」

「あの野や郎ろう、いつの間に女を侍はべらせやがって……」

「死ね」

　なお、そろそろ顔なじみになりつつある他の冒険者たちからはこんな具合の目を向けられている。

「ほら、見なさい。他の人たちから白い目で見られてます」

　アムはそう言ってポーラを引きはがそうとする。

「別に構わないじゃないですか。私はキドーさんに尽つくしてるだけですもの……これは男の甲か斐い性しようというものですよ」

　ポーラは全く意に介かいしてない。

「いー！」

「ふーん」

　おかしい。今朝の段階では、一いつ緒しよに朝ご飯を用意したり、ミズチの世話をしたりで、全く問題がなかったはずなのに。むしろ二人とも普通に仲が良かったはずなのに。

「第一ですねぇ！　四人掛がけの席なんですけど？」

「あら、本当。でもいいじゃないですか」

　ポーラ、完全に移動する気はなし。

　アム、ぱちぱちとまるで炎ほのおが燃え上がるように赤い髪かみの毛が膨ふくれ上がっている。なぜだろう、魔力を感じるよ。

「あの、ごめん。俺ちょっとマイネルスさんに預けたミズチを……」

「えぇ、わかりました。私、ポーラさんとちょっとお話が」

「うふふ。いいですよ、お話。これからも仲良くしていきたいですものね？」

「ハイ、ナカヨク……」

　た、助けてマイネルスさん！

　俺は逃にげるようにしてマイネルスのいる受付へと駆かけ寄る。

「子供連れて帰れ」

　マイネルス、無情。

　ミズチを受け取りながら、俺は殆ほとんど泣きつく。

「そんなこと言わないでくださいよ！　俺、本気で困ってるんですから！」

　言っとくが、俺は二十九年間、そういう経験はない！

　女性とお付き合いしたことはあるが、非常にピュアなままだ。そしてなんか気がついたら別れていたぐらいの仲だ。

「いいじゃないか、好かれてるんだから」

「そ、そりゃそうですけどね？」

　俺だって鈍どん感かんじゃない。あれが明らかな好意のぶつかり合いだってのはわかるんだよ。でも、どうしていいのかわからんのだよ！

「あんた、子供じゃないんだから……男らしくどっちかにするか、もう二人いっぺんにするか、ささっと決めちまいな。悩なやんでる方が失礼だと、あたしゃ思うけどねぇ。ミズチもそう思うよねぇ？」

「お嫁よめさん？　私でもいいよ」

　なんでもいいが、ミズチは妙みようにませている。

　マイネルスさん、また変なこと教えてないだろうな。

「もう少し大きくなってからね……」

　と話を引き延ばしにしつつだ。

「そういう態度がいかんと思うのだけどねぇ」

　的確なマイネルスの突っ込みよ。

「うぐ、正論すぎる……」

「まぁ子供のミズチはさておき、今のところは猫ねこのじゃれ合いみたいなもんだよ。でも、このまま放置すりゃ爆ばく弾だんに変わるがね。片方にするにしても、両方にするにしても、さっさと答えを出しとかないと、後で面めん倒どうだと思うけどねぇ」

「り、両方って、女性としてそれはどうなんですか？」

「別に、冒ぼう険けん者しややってりゃそういうのはよく見かけるよ。大体は男の方に甲斐性がなくて破は滅めつするがね。がっはっはっは！」

　こ、この人、楽しんでる。

　人が真しん剣けんに悩んでるっちゅーのに。

「パパはかいしょーなし？」

「やめて、言わないで！」

　その言葉は俺に刺さるから。

「ま、楽しんだもん勝ちだよ。冒険者なんだ、冒険してみろってんだよ。何事も自由、それが醍だい醐ご味みさ」

「それ、うまいこと言ったつもりですか？」

　マイネルスは肩かたをすくめて「さぁね」とだけ答えた。

　どちらにせよ、マイネルスの言う通りだ。

　言う通りなんだが……二十九歳童どう貞ていにはきつい選せん択たくなんだよなぁ。

「そりゃ自由だろうけどさ。自由だろうけど、自由すぎるのもいかんでしょ……もっとこう、男と女って、色々あるじゃん……」

「あんた、意外と面倒くさいね」

　俺がそんな風に黄昏たそがれているとギルドのラウンジに慌あわただしく一人の冒険者が駆け込んできた。

　そいつはジャガーの顔を持った獣じゆう人じんで情報通で有名な男だった。

　彼は息を切らせて、青い表情を浮うかべながら、大声で叫さけんだ。

「おい、やべぇぞ！　国境の警備隊が壊かい滅めつしたってよ！」

　その知らせに、騒さわがしいはずのラウンジは一いつ瞬しゆんにして静まり返る。

「そいつはどういうことだ！」

「国境警備隊といや国家お抱かかえの大部隊だろ。なんで急に」

「そ、そういやなんで警備隊が展開してんだ？　別にどっかと戦争したわけじゃねぇだろ？」

　もはやラウンジは件くだんの話題で持ち切りだった。

　かくいう俺も、その知らせを耳にして驚おどろきを隠かくせないでいる。

「その、国境警備隊とやらはどれほどの戦力だったのだ？」

　俺は水をがぶ飲みしている情報通のジャガーのもとへと駆け寄る。

　彼の周りには多くの冒険者たちがいて、思い思いの質問を投げかけており、俺は彼らの間をすり抜ぬけて問いかけた。

　割り込みをされて何人かの冒険者が文句を言ってくるが、俺の質問内容は気になるようで、情報通の男に答えを催さい促そくしていた。

「大体五百人規模だって話だ。国境全体をカバーするにはちょいとばかし少ないが……さすがに細かい人数までは知らねぇがよ、その師団が妙な連中に壊滅させられたんだよ。生き残りはわざと逃がされたって話だ」

「わざと情報を広める為ためか……」

　俺の何気ない一言にラウンジがざわつく。

「て、敵はそんなことする余よ裕ゆうでもあんのか？」

「いや待てよ、そもそもなんで五百の軍が壊滅するんだ、おかしいだろ！」

　誰だれだってそこは気になるところだ。単純な数字を見ても五百の軍の壊滅はかなりの損害だ。

「そんなもん、俺が知るかよ！　とにかく、警備隊は壊滅してんだ。警備隊を壊滅させた連中はまっすぐにこっちに向かってきてるようだぜ。既すでに国境沿いのフェストとレガンも被ひ害がいを受けているらしいしよ……くそ、今からこの地域一帯から抜け出すなんてできねぇぞ……」

「だけどよ、レガンの街から中央に行くには山を越こえる必要があるぜ？　あそこはモンスターも多い、どこの馬ば鹿かか知らんが進軍が遅くなるはずだぜ」

「ふざけろ。五百の軍勢を壊滅させる連中だぞ。山の一つぐらい刈かり取る勢いでくるに決まってんだろ」

　これはもしかしたらイーゲルとかいう連中のことかもしれない。

　そう判断した俺はミズチを抱えながら、集団から離はなれようとする、その時であった。

　その騒ぎが最高潮に達しようとした、その時である。

『──あー、ああー。おい、これ聞こえてるのか？』

　突とつ如じよとして、ラウンジに聞きなれぬ声が響ひびき渡わたる。それだけではない。ラウンジの虚こ空くうに一人の男の姿が映し出されていた。

　玉座に腰こし掛かけた若い、まだ少年だった。色しき彩さいを失ったかのような白、それとは相反する真っ黒な瞳ひとみ、繊せん細さいさを感じさせつつもまるで氷の刃やいばのような透すき通った肌はだ。ぱっと見は十四歳かそこらに見える少年が派手な装そう飾しよくをちりばめた礼服を身に着けて、まるで俺たちを見下ろすようにいたのだ。

『ごきげんよう、地上界の諸君。我が名はイーゲル』

　まだ幼さを残した声で奴やつは名乗る。

「イーゲルだと？」

　その名は、カウウェルが口にしていたもの。奴の背後にいるらしい、魔ま族ぞくの名だったはずだ。

　その姿は俺の想像とはかけ離れていた。もっと歳としのいった奴だと勝手に思っていたからだ。

　それが少年の姿で出てくれば驚きもする。

「なんだこのガキ？」

「どこから送り込んできてる！　魔法か！」

「映像投とう影えいしてやがるんだ……」

　冒険者たちの反応は様々だが、多くは少年の姿にどこか侮あなどりを感じる。

『この映像は各地に送り込んでいる。これを見ている諸君は、私の姿を見て愚おろかな考えを持っているだろうが、その認にん識しきは改めさせていただこうか』

　まるでこっちの考えでも見み抜ぬいているかのようなセリフを吐はきながら、イーゲルはパチンと指を鳴らす。

　すると、映像が切り替かわり、どこかの街が映し出された。

「あれは、アプロックだ……！」

　誰かが叫んだ。

　が、次の瞬間。まばゆい閃せん光こうが走り、俺たちは目を覆おおう。音声が流れないのは意図したものなのかそれともあまりの衝しよう撃げきに音声がつぶれているのか。

　その光は数秒で収まったが、同時にラウンジにいる者すべてが絶句していた。

　なぜなら、先ほどまで存在していたアプロックという街はもはやどこにも存在していなかったからだ。

「う、うぅ……パパ、あれ、破滅の光だよ……」

　何かを感じ取ったのか、それとも映像に映る光景にあてられたのか、ミズチは顔を青くしていた。

　ミズチだけじゃない。ラウンジはいまや騒そう然ぜんとしている。多くの冒険者が、そしてギルドスタッフが今起こったことを処理できないでいたのだ。

『ハハハハハ！　やれ、少しやりすぎたかな。みなぎるパワーとは抑おさえられんものだ』

　再び、イーゲルの姿が映し出される。

「あのガキがやったのか！」

「はったりだ、作りもんに決まってる！」

「まさか、こいつが国境警備隊を……！」

　憶おく測そくと推測が飛び交かい、不安が場を支配していた。

　そしてイーゲルはこちらの様子を察しているかのように、まるで自らの力を誇こ示じするかのように目に見えるほどのオーラを噴ふん出しゆつさせていた。

『言っておくが、これはほんのご挨あい拶さつだ』

　イーゲルは玉座から立ち上がる。

　すると、テレビの演出のように奴の周囲が広がるように映し出されていく。

　イーゲルがいた場所。それは大量の骸むくろが積み重なった陰いん惨さんなる場所。そんなところに奴は玉座を置いていた。さらに、骸をもてあそぶかのように、イーゲルの周囲にはあの魔人、そして多種族の兵士がぬかずいていた。

『聞け、地上の者どもよ！　今より、この地上はこの魔王イーゲルが頂く！』

　イーゲルの宣戦布告と共に奴の配下どもも雄お叫たけびをあげた。

『目指すは王都アトラシア！　我が眼前に立ちふさがる全すべての有う象ぞう無む象ぞうは踏ふみつぶす！　命惜おしくば我に従え、我に屈くつするのだ！　ははははははは！』

　それに気け圧おされるように、ラウンジの面々は言葉を失っていく。

　画面の向こう側のイーゲルに力の差を見せつけられ、いつもは血気勇ゆう猛もうなはずの冒険者たちは、萎い縮しゆくしていたのだ。

　自じ称しよう魔王と名乗るイーゲルの宣戦布告は大々的なＰＲと共に成功を迎むかえたといってもいいだろう。少なくとも奴はこのハーバリー、いや恐おそらく映像を送ったすべての国に対して畏い怖ふを植え付けることに成功したはずだ。

（こりゃ、ちょっと不味まずいか？）

　先手を打たれるとはこのことだ。この電でん撃げき作戦ともいえる方法は間ま違ちがいなく、狙ねらった行動に違いない。

　まだ、冒険者たちは半信半疑であったが、どちらへの傾かたむきかは言わずもがなだろう。

「静まりなさい」

　明らかに覇は気きを失ったラウンジに響くようにサリーの声が木霊こだまする。魔法かなにかを使っているのか、声は遠くから聞こえるようでもあり、近くで聞こえるようでもあった。

　まさしく鶴つるの一ひと声こえというべきか、サリーの言葉で騒ぎはぴたりと収まる。

「先の一件はこちらでも確かく認にんしています」

　みなサリーの言葉に耳を傾けていた。

「魔王を名乗る者の力は確かに強大です。しかし、あなたたちは何者ですか。自由を愛する冒ぼう険けん者しやではないのか。その自由を踏みにじられようとしていて黙だまって見ているのですか？」

　サリーの言葉は力強い。

　だが、まだ冒険者たちは動どう揺ようの中にいる。

「先ほど、ギルド本部及および領主バーレン・ダグド伯はく爵しやくより正式に依い頼らいが下りました。各ギルド支部に所属する冒険者で、腕うでに覚えのある者は今すぐに軍の指揮下に入りなさい。魔王軍討とう伐ばつを正式な依頼として発令します。各員奮起せよ、おのが武勇を知らしめる時です」

「で、ですがギルドマスター！　噂うわさがホントならあの連中は五百の国境警備隊を……」

「ならば逃にげるがいいでしょう。全てを捨て、どこへなりとも逃げ行きなさい」

　サリーは弱気な発言を許さない。

「逃げたければ逃げなさい。誰も後ろ指を差す者はいない。しかし、ここで逃げずに立ち向かった者は永久にこのギルドで語り継つがれる。生き残った者、勝ち残った者は恐れ知らずの勇者として、魔王と名乗る不届き者と戦った英えい雄ゆうとして、名が残る！」

「しかし……」

「死んじまったら……」

「軍もかなわないんだぜ……」

　人間、いや生物ってのは一度恐きよう怖ふを覚えると振ふり払はらうのに時間がかかる。それは責めるべきものじゃない。俺だって、似たようなものだ。

　だが……。

「その話、乗った！」

　俺はいの一番に名乗りを上げる。

「魔王軍討伐、この忍にん者じや・城き戸ど音おと羽わが請うけ負った！」

「うけおった！」

　ついでにミズチもそれに乗る。

「お前、蜂はち蜜みつ野や郎ろう！」

「調子に乗ってんじゃねぇぜ。女ども助けたからって、前回のとはわけが違うんだぞ」

「左様。下手をすれば死ぬ。それは間違いない。しかし、俺は自由を奪うばわれて黙っていられるほどお行ぎよう儀ぎがよくない。自由を踏みにじる奴を許してはおけん」

　そうだ。スキュラの時も、カウウェルの時も、俺が奴らを許せなかったのは自由を奪うからだ。

　スキュラによってカルロベの住民は明日を失った。カウウェルによって彼女たちは尊厳を失った。

　そして、今まさにイーゲルによってハーバリーも、世界も失われようとしている。

　それは絶対に許してはおけないことだ。

「俺はまだ自由に生きたい。この冒険者稼か業ぎようも気に入っている。家も改築したい。米も食いたい。ミズチの養育もあるし、忍しのびの道も究きわめたい。やりたいことだらけだ。その邪じや魔まをする奴は魔王だろうがなんだろうが許さん。成敗してくれるわ」

　言いながら、俺は彼らへと視線を向ける。

「あんたらはどうなのだ。やりたいこともあるだろう？　金も儲もうけたい、女も欲ほしい、名めい誉よも欲しい、いろんなものがあるだろう。こうなった以上、俺たちがやらねば後がない」

「そ、そうだぜ。俺たちゃ命知らずの冒険者だ……」

「明日をも知れない身なのは今も変わらねぇ……モンスターに殺されるか魔王に殺されるかの違いだしな」

「あぁ俺たちにはまだやり残したことがあらぁ……」

　数秒後、ラウンジは熱ねつ狂きように包まれた。

「ウォォォやるぜ！」

「俺は軍に行くぜ！　腕がなるってもんだ」

「手て柄がらを立てれば軍隊に引き上げてもらえるかもしれねぇしな！」

「あぁ、報ほう奨しよう金だってたんまりだ。俺たちゃ英雄になれるぜ！」

　冒険者たちは各おの々おのの目的に応じて受付へと殺さつ到とうする。

　そこに先ほどまで不安に駆かられていた者たちの姿はなかった。

　その自由を求める者たちの流れは心ここ地ちよいものだ。

「ポーラ、アム」

　そして、俺は二人のもとへと戻もどる。

「あー、すまん。なんかノリと勢いで名乗りを上げてしまったが……君たちは、残ってても」

「何言ってるんですか。私たちはパーティですよ」

「アム？」

「やはり、あなた様は救世主なのですよ」

「ポーラまで。いや、いいのか？　本当に死ぬかもしれないんだぞ？」

「何もしなくても死ぬかもしれないじゃないですか。無む抵てい抗こうのままなんて嫌いやですよ。それに、私だって冒険者の端はしくれです。せっかくなれたのに、終わるなんて嫌ですからね」

「アムの言う通り。私だってせっかく解放されたのにまた逆ぎやく戻もどりは嫌だもの。記き憶おくだって取り戻してないのに」

　二人とも、本来なら逃げたって文句は言われないはずなのだ。彼女たちはこの一連の事件の被ひ害がい者しやでもある。人には言えないような目にも遭あってきた。それでも、彼女たちは立ち上がろうとしていた。

　俺個人の考えではやめてほしい。逃げてほしいし、傷ついてほしくはない。

　しかし、彼女たちを止める権利は俺にはないのだ。

「よし。それじゃ、俺たちも依頼を……」

　と、決意を新たにした時。

「盛り上がってるところ悪いけどね」

　割って入ってきたのはマイネルスだった。

「マイネルスさん？　ちょうどよかった、俺たちも魔王討伐に……」

「あぁ、そのことでちょっと話があるんだとさ」

「え？」

「サリーだよ。早く来な」
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「来たわね」

　マイネルスに連れられ、俺たちはサリーの部屋へとやってきた。

「全く。今回のことは私としても想定外の出来事よ」

　サリーは深いため息をつきながら、気だるげに髪かみの毛をいじっていた。

「情報ではハーバリーを襲しゆう撃げきするというから、無理を言って、この地域一帯に警備隊を配置してたのよ？」

　その表情には焦あせりが見え隠かくれしていた。表面上は余よ裕ゆうを取り繕つくろっているが、どことなく影かげを感じさせる。

　さすがの我らのギルドマスターも今回の報告には不安を感じたというわけだろう。

「魔王なんておとぎ話の中だけで勘かん弁べんしてほしいところだけど、冗じよう談だんを言ってる場合じゃないのも事実。あいつは魔王と名乗るだけの力を見せつけてきたわけだし」

「ですが、軍の再編を行って対処するのでしょう？」

「ま、それは本当だけど、正直な話、五百の軍勢が一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつしたのよ？　壊滅したから替かわりの五百の兵士をすぐに用意できると思って？」

「……不可能ですね」

　アムがつぶやくように言った。

「通常、数百人規模の軍を動かすのだって時間とお金がかかりますもの……それに、壊滅的被害を受けたとなっては先に派は遣けんした部隊の装備、人数では対応不可能だということになりますし」

「あ、アム？　ずいぶんとお詳くわしい様子で？」

「アム、かっこいー！」

　ミズチは純じゆん粋すいにキラキラした視線をアムに向けていた。

　それはさておきちょっと意外だった。彼女、軍のことに詳しいのか？

「え？　そ、そうですね。家の関係上、そういうのにはちょっとだけ……」

「家の関係って……アムさん、軍人の家系だったのですか？」

　俺とポーラは目を丸くして、アムを見た。

「え、えぇ。まぁ、はい。そんな感じです。小さい頃ころから憧あこがれてましたし、それに家にいてもよく分からない貴族の方と結けつ婚こんさせられるだけだったので、なんか、こう嫌だなぁって」

「あら、意外と行動派でしたのね……まぁ、同じ女としてその気持ちはわからないでもないですけど」

　照れるアムに呆あきれ顔のポーラ。

　そういえば、言動の節々にどこかお嬢じよう様さまらしさは感じてたし、その割には戦い方も悪くはなかったし、軍人の家系と言われればそうなんだなって思うわ。

「い、今はわたしの家のことは良いじゃないですか。それより、敵のことですよ。私、もう一つ気になってるんですけど、あの人たち、王都を狙ねらうって言ってましたよね？」

「あぁ、偉えらそうに宣言していたな」

「でしたら、なんでアプロックなんてところにいるんでしょう？　そもそもこのハーバリー一帯は王都から離はなれた場所にあるんですよ？」

　アムはそう言って地図を広げた。

　この世界の地図の見方はあまりわからんが、地図の中央には王都の名前が書きこまれており、そこから四方八方に様々な領土が広がる形となっている。

　そのうちの東側をアムは指さした。王都からは最も離れた場所だ。

「ここがハーバリーのある地点です。アプロックなどはこっち……遠いですよね？」

「確かに……」

　連中がどこで蜂ほう起きしようが厄やつ介かいなことに代わりはないが、王都を目指すと言いながらこんな離れた場所でやる必要はないわな。

「連中はアプロックを一撃で崩ほう壊かいさせる魔ま法ほうが使えるんですよ？　そんな力があれば、そのまま王都に侵しん攻こうすればいいじゃないですか」

「確かにそうねぇ……でも、私がカウウェルの屋や敷しきにいた時も、あの人たち、第一目標はハーバリーだと口々に言ってましたわ」

　奴やつらに捕つかまっていたポーラの発言なら、アムの推測が確かなものとなる。

　しかし、そうなるとますますわからん。なんで、ハーバリーを狙うんだ？

「うーんとね、えーとね。あれは破は壊かいの光ってゆー大きな魔法だよ」

「ん、ミズチ、なんでそんなこと知ってるんだ？」

　突とつ然ぜんのミズチの言葉に全員の視線が集まる。ミズチは恥はずかしいのか、顔を赤くしてうつむきながら続けた。

「んーなんでだろ？　でもねぇ、私、あれ知ってるよ。こう、見た瞬間にどどどーって思い浮うかんだの。それでね、それでね、あの魔法ね、すぐには使えないよ」

「それ、本当か？」

　こう、ミズチを信用しないわけじゃないが、さすがにちょっと信ぴょう性に欠ける。俺たちの役に立ちたい一心なのかもしれないが。

「……破壊の光と言えば、私も多少は聞き覚えが……」

　そんなミズチのフォローに入ったのはポーラだった。

「多分、カウウェルの屋敷にいた時にそんな言葉をちらっと、あったような、なかったような……」

「破壊の光は魔法と言うよりは儀ぎ式しきみたいなものよ」

　補足するようにサリーが説明をしてくれた。

「大規模な破壊をもたらす儀式魔法。その発動には相当量の魔力も必要とするけど、同時に儀式も行う必要がある。その時間と手間をかけた一撃はあなたたちも見ての通りよ」

　なるほど……ううん？

　ならさらにおかしいぞ。じゃあなんでそんな手て間ま暇ひまのかかる魔法をこんなへき地でやるんだ？

　確かに都市一つを一撃で滅ほろぼす魔法はパフォーマンスにはもってこいかもしれないが、準備が必要で時間のかかる儀式なんて対策を練られておしまいじゃないか。

「奴らは……わざわざこのハーバリーを狙う理由があるのか？」

　それはなんだ。遠回りをしてでも、ハーバリーを襲おそう目的って……。

「まさか、うちのギルドマスターが美人だから嫁よめにもらうとかじゃあるまいな」

「あら、それはそれで女おんな冥みよう利りに尽つきると言えばいいのかしら？」

　ふふんとサリーは冗談っぽく笑えみを浮かべる。

「ま、そんな冗談はさておき、連中がここを狙う理由ねぇ……」

　だが、サリーはすぐさま真顔に戻り、腕うでを組む。

「ここハーバリーはいい土地よ？　でもねぇ、それだけなのよ。軍事的な価値もないし、言ってしまえば田舎いなかよ、田舎。特別これといった伝説もないし」

　うーん、ますますわからんな。

「あ、待ってください、もう一つ思い出しました！」

　ポーラがぱんと両手を叩たたいて声をあげた。

「これはカウウェルがぼやいていたことなんですけど、ハーバリーに大魔ま獣じゆうの反応があったとかなんとか」

「大魔獣？」

　言葉から察するにこれもモンスターなんだろうが。

「……古いにしえの伝説に伝わる獣けもののことよ。空と大地と海を支配する三体の超ちよう弩ど級きゆうモンスター」

　答えたのはサリーだった。

「でも、伝説よ。それに、言っておくけど、うちにそんなよくわからないものを封ふう印いんしている逸いつ話わや事実はないわよ？　もしそうなら防備だって厚くするわよ」

　そりゃそうだよな。

　やはりサリーとしても連中がここを狙う理由はわからないようだ。

「まぁ、なんにせよ連中には五百の軍を壊滅させるだけの戦力はあるってことだろうし、どっちにしても敵は強大ってわけだ」

　軍が壊滅してるのは事実だからな。

「カラクリはどうあれ、敵は魔王と名乗るだけの軍勢。国一つを相手にした戦争と考えてもいいわ。そうなれば情報は何よりも優先される。幸い、アプロックの先にあるレガンの山は狭せまく険しい。これを抜ぬけるには時間がかかってでも真正面から進むか、もしくは大きく迂う回かいするしかない。だけど、それでももって一日、破は滅めつの光の準備が整っているとしたら、どっちにしても山を削けずられる可能性もあるけど」

　足止めにもならんとはシビアだな。

　時が過ぎればイーゲルたちが確実に押し寄せるというわけか。

「さらに悪い情報よ。軍の再編が完かん了りようするのはどうやったって一日はかかる。つまり、ハーバリーに至るまでの街のいくつかは犠ぎ牲せいになるわ。どうしたってね」

「仕方ない……とは言いたくねぇな。避ひ難なんの方は？」

「できるわけないでしょう。街を捨てるのはそう簡単なことじゃないのよ」

　淡たん々たんと述べるサリーだが、その表情は重い。彼女としても認めたくはないのだろう。

「そもそも、街一つの住民を遠くに避難させる。それだけでもどれだけの人数が必要か。それ以上に軍としてはイーゲルへの対応を万ばん全ぜんにしたい。最終的にどっちを取るか……こればかりは感情論では決めれないわね」

「だろうな……」

「とはいっても、黙だまっているわけにいかないのも事実。だから、あなたを呼んだのよ。忍にん者じやキドー」

「……それは、依い頼らいということか？」

「その通り」

　そう言ってサリーはにやりとしたたかな笑みを浮かべる。

「忍者というのはかく乱とか足止めが得意なのでしょう？　イーゲルの妨ぼう害がい、あなたなら可能なのではなくて？」

　これは、かなり忍者的な依頼だな。

「できる限りはやって見せるが、それだけじゃないな。偵てい察さつも兼かねているということだろ？」

「話がわかるわね。戦いにおいて情報は重要よ。できる限り、連中の情報を仕入れて欲しい。それだけでも戦いは楽になる。はずよ」

「承知」

「あら、断らないのね」

「断ったところで、連中は来る。だったら、立ち向かった方がいいに決まってる」

　黙ってやられるくらいならな。
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　さて、今回は何よりスピードが重要な作戦だ。

　敵の進軍が早まればそれだけ民間人に被害が及およぶ。

「本当に、それでたどり着くんですか？」

「なんだか、頼たよりない感じですわね……」

　我が家、というよりはハーバリー地区教会の庭で大おお凧だこの調整をしていた俺を見て、アムとポーラが首をかしげる。

　彼女らにしてみればこんな竹と紙でできた張りぼてが空を飛ぶものだとは思えないだろう。

「心配無用。大凧飛行の術は最高速度六十キロ。アプロックからハーバリーまでは約百数キロと聞く。障害物のない空を移動すれば到とう着ちやくするのに一時間四十分、長くなっても二時間だ」

　えーと、確か計算は合ってるよな？

　もちろんこれは何の邪じや魔まもなく進んだ場合だ。恐おそらく大だい丈じよう夫ぶだとは思うが。

　この世界ではまだ空を飛ぶことでの移動は一部の者にしかできない。それこそ空を飛ぶモンスターを所有しているかどうかで冒ぼう険けん者しやたちの間でも格差がある。

　その点に関して、俺はこの凧さえあればいつでもどこでも飛べるというわけだ。

　その最高速度は時速六十キロ。十分すぎる速度だ。

「ねぇねぇ、ミズチもついてくー！」

　などと準備をしていると、ミズチが俺の足にしがみついてわがままを言っていた。

　いつもの依頼ならわがままも言わずに大人しく留守番をしているはずなんだが、今回に限っては首を横に振ふって嫌いや々いやとずっと叫さけんでいるのだ。

「ミズチ、いくら君がシーサーペントでもそれは無理だ。今回ばかりは安全を保障できない」

「だからだよぉー！　ミズチ、嫌な予感がするもん」

「奇き遇ぐうだな。俺も嫌な予感してるよ。だからこそ、お前を連れていけないんだ。ほら、いつもお留守番できてるだろ？」

「嫌だ！」

　うーむ、ここまでかたくなにされてもなぁ。

　かといって忍法で大人しくさせるのもなんだかなぁ。

「ミズチちゃん、あまりキドー様を困らせるもんじゃないですよ。今回は、本当に危ないんです」

「むー！　わかってるよぅ、でも……」

　アムが諭さとしているが、ミズチは引き下がらない。

「ミズチ、俺たちは必ず帰ってくる。そん時はいっぱい遊んでやるし、行きたいところにも連れて行ってやる。だから、待っててくれ。なに、すぐに終わるさ。マイネルスさんの所で待っててくれ。大丈夫、パパを信じろ」

「うー……」

　ミズチはそれでも納なつ得とくはしていない様子だ。俺たちが心配なんだろうとは思う。

「ほら、神父様がギルドまで連れて行ってくれるはずだから」

「うん……わかった」

　ミズチはとぼとぼとうなだれながら、教会へと向かう。あとは神父様に連れられて、ギルドまで避難すれば、きっと大丈夫だろう。

　正直な話を言えば、俺はミズチだけじゃない、アムやポーラも連れて行きたくはないんだ。危険だし、安全を保障できるかと言われると強くは出られない。

（やはり、敵の戦力が不明なのはやはり怖こわいな。それを調べるのが俺の仕事ではあるが）

　幾いくばくかの不安は残るが、もうそろそろ出発の時間だ。

「アム、ポーラ。これを渡わたしておく」

　俺は出発の前に二人に縄なわを手て渡わたした。

「なんです、これ？」

　アムは縄を引っ張ったり、伸のばしたりしながら、材質を確かく認にんしていた。

「だ、ダメですよ、キドーさん。こんな、ハードな……」

「おい、なんで君はたまに頭ピンクになるんだ」

　この状じよう況きようでちょっと笑えない冗じよう談だんを言い放つポーラ。な、なんか俺、この子のことわかんねぇぞ。

「あ、ごめんなさいね、オホホ。でも、なぜ縄？」

「あーまぁ、こういうこと。忍法・自在縄！」

　自在縄。鋼線を仕込んだ縄を、その名のごとく自在に操あやつる技わざである。

　つまりどうなるかと言うと、縄はそれぞれアム、ポーラを俺に固定するように絡からまるのだ。

「……なんかやらしい」

「人のこと言えないじゃないですか」

「うるさい！　子ども一人ならまだしも、大人二人を入れられる程ほどのスペースはないんだよ」

　それに武器とかも仕込んでるし。

「ふーん、ま、いいですけどね。キドーさんと合法的にくっつけるなら、私、オッケーですから」

　と言いながら、ポーラはぐいっと俺の首筋に腕を回す。

「あ、ちょっと、そういうのやめてください！」

　俺を挟はさんで反対のアムはポーラに嚙かみついてるが、まぁいつものようにポーラは涼すずしい顔。

「なぁ頼たのむから。もう飛ぶから……喧けん嘩かは終わったあとでやってくれよなぁ」

　まぁ、この空気も嫌きらいじゃないが……さて、マジな話、そろそろ出発するか。

　俺は大凧を背負うと、忍法で風を起こす。

「それじゃあ、行くぞ！」

　空気の塊かたまりがはじけるように、俺の体は一いつ瞬しゆんで上じよう昇しようする。

　上空三百メートルまで一気に加速すると、俺は上空で位置を修正する。

「すごい、飛んでる……」

　ぎゅっとしがみつくアムは遥はるか地表に目を奪うばわれていた。

「本当に大丈夫なんですかこれ？」

　ポーラは意外と心配症しようなのか、凧の方を見て不安げな声をあげる。

「問題ない」

　折れる様子もないし、最終的な操作は俺が行うから墜つい落らくの心配もない。

　修正が終われば、あとは最短距きよ離りを一直線だ。

「さて、やるとするかな！」

　目指すは、進軍中、魔王軍！
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「快適な空の旅はいかがでしたでしょうか……なんて冗談を言ってる場合じゃないな」

　忍しのび的フライトは順調すぎるぐらいだったが、眼下に広がる景色は気持ちのよいものではなかった。道中の街々では避難が始まっている様子だったが、動きがかなり遅おそい。一日やそこらで逃にげ切れるものじゃないのは素人しろうと目めにみても明らかだ。

　これ、足止めとかそういうレベルも問題じゃない気がしてきたぞ。

「あれがレガンの山か……」

　そして真正面に巨きよ大だいな山を捉とらえる。比ひ較かく的てき小さな山々が重なり合い、小規模な山脈を作り上げていた。

　それはさながら天然の要よう塞さいともいえる構造だ。

　だが、決して越こえるのが困難な山ではない。武器や兵を配置して要塞化をするのであれば条件としては良いのかもしれない。

「敵が陣じん地ちを築いていないといいが……」

　俺は多少高度を高くして、山頂を覗のぞき込むようにして旋せん回かいする。本来なら低く侵しん入にゆうした方がいいのだろうが、敵に俺の存在がばれる分には構わない。この距離なら突とつ出しゆつした偵察兵程度の認識だろう。

　撃うち落とされる振りでもすればすぐに忘れ去られるはずだ。

　そもそも六百メートル上空を狙ねらい撃ちできる武器や魔ま法ほうがあるのかどうかも不明ではあるが。

「山地に陣地は確認できない……と、なれば敵はまだ山を登っていないのだろうが……これは、きついな」

「キドー様、あれを」

　山を越えると、アムが険しい表情を浮うかべながら、前方を指さす。

　そこはレガンと呼ばれていた街のはずだった。だが、そこはもはや灰かい燼じんと化しているといってもいい。がれきと化した建造物。火事のあともあるが、今まで煙けむりが見えなかったのは山から吹ふく風のせいだろうか。

「一足遅かったか……」

「酷ひどいものですね……」

　シスターらしく、ポーラは祈いのりを捧ささげながらも、その惨さん状じようを直視したくないのか、視線をそらしていた。

「この、レガンを越えた先が、消しよう滅めつしたアプロックのはずです」

　それはアムの話と同じようだ。唇くちびるをかみしめながら、彼女も目をそらす。

　再度、俺はレガンの街を見下ろす。

　すると一つ、妙みようなことに気が付く。

「……妙だな。死体がない」

　俺が見下ろすレガンの街は破は壊かいされつくしたものだが、そこにはあるべき死体がなかった。

「降りるか」

　上空にいるせいかとも思った。

　俺は確認の為ためにレガンへと降り立つ。

「うっ……ひどいニオイです」

　降り立つ前からアムは手で口と鼻を覆おおっていた。

「気分が悪くなりますわね、この惨状も含ふくめてですけど」

　ポーラは比較的我が慢まんしていたが、地上に降りると同時にアムと同じ姿を取った。

　とにかく、ニオイだ。嫌なニオイが立ち込めていた。かつてスキュラが襲おそった町では魚の腐くさった生なま臭ぐさいニオイだったが、こちらは火薬と肉の焦こげたニオイが充じゆう満まんしていた。

　俺は頭ず巾きんをかぶり、口も布で覆う。

　とりあえず街の状況を調べるわけだが。

「綺き麗れいな死体がない、ですね」

　アムは少し顔色を青くしていた。

　ざっと見み渡わたす限りではあったが、レガンにはあまり口にしたくない死体が周囲に転がっているが、それだけだ。

　住民だとわかる死体がどこにもない。イーゲルたちが律りち儀ぎに運び込んだとも思えないが。

「むっ？　みんな、こっちに」

　その時、俺は街の奥から何者かが近づいてくるのを察知し、元はレストランだったと思われる廃はい墟きよの陰かげに潜ひそむ。

「へぇへぇ、嫌いやになるぜ全く。使える死体漁あさりかよ」

「言うなよ。全く気持ちが悪いが、これも俺たちの仕事だ……これやってるうちは殺されねぇからな」

　現れたのは半はん裸らの上半身に革かわの鎧よろいを身に着けた人間の男二人だった。腰こしにはナイフと弓矢を携たずさえていた。彼ら以外に気配はなく、どうやら何かを探しているようだった。

（あの人たち、もしかしたらイーゲルの？）

　レストランはちょうどよく俺たちの姿を隠かくしてくれる。

　窓から外を覗き込みながら、アムは二人組を目で追っていた。

（可能性は高いですねぇ……しかも、死体漁りだなんて……なんて罰ばち当あたり）

　ポーラの方は今からでも殴なぐりに行きそうな怒いかりを見せていた。

（待て、まだだ。連中が下げ種す……なのは当然として、やはり死体はこいつらが運んでいるのか？）

　ここで、こいつらをとっちめて白状させるのは簡単だが、泳がせるほうが確実だろう。それに何か目的があって死体を運んでいる場合、その目的を探さぐりたい。

「ダメだダメだ。見つからねぇよ。帰ろうぜ」

「だな。しっかしカシラも、なんで死体なんざ集めさせるんだ……」

　俺たちは仕事を中断して本ほん拠きよ地ちへと戻もどろうとする二人組の後ろについて回る。

　他愛たわいもない会話も重要な情報源。どんどんとしゃべってくれ。

「ところでよぉ、なんだってカシラはハーバリーなんて目指すんだ？　別にこれといってでかいところでもねぇだろ？　ギルドがあるぐらいじゃねぇか」

「あぁ？　知らねぇよ。魔王様の考えることなんざよ」

　正直、こいつらは外れかもしれない。

　この二人組、しばらくすると雑談の方向が、やれ好みの女がどうだしか話さないのだ。やはり片方でも始末してから、もう片方に白状させるべきか？

「なぁ、死し霊りよう兵ってのは、死んでるんだよな？」

　俺が影の中で刀に手をかけた瞬間、片側の男がぽつりとつぶやく。

（死霊兵？）

　これは重要なワードだ。

「あ？　あぁ、そうだろ。死んでんだから」

「でも、動いてんだよな？」

「動いてるな」

「てこたぁ……女の死霊兵を抱だけばよぉ……いや、やめとくわ」

「お前なぁ……その話聞くの、お前で十人目だぜ」

　で、相変わらずこいつらはそういう会話を続けるわけだが。

　だが、ナイスだぞ名も知らぬ片方。お前のおかげで貴重そうな情報が手に入った。

　死霊兵、か。とはいえ、俺はこれがどういうものなのかを知らん。いや、言葉の響ひびきからして大体のことはわかるが、なぜそんなものがという疑問があるわけだ。

（死霊兵って、あれだよな。死体とかそういうのってことだが）

　以前、カウウェルの屋や敷しきで見た骸がい骨こつ兵士。あれも死体、というよりは骨を使って兵士としていたものだ。死霊兵というものがどういうものかはさておき、言葉の響きからしてろくでもないものなのは間ま違ちがいない。

（死霊兵は死体を使ったアンデッドです。形ばかりとはいえ筋肉もあるので、骸骨兵よりは丈じよう夫ぶ……なはずです）

（まさかこいつら……）

　俺の嫌な予感は最悪の形で的中することとなる。

　二人が戻ったのはレガンの街からさほど離はなれていない平原で、連中はそこに陣じんを張っていた。

　ざっと見渡す限りでは、在中している兵士の数は十数人、本隊ではない様子だ。

　だが、その陣のすぐ隣となりに、幾き何か学がく的に列をなした集団がいる。それらは鎧を着た者、普ふ段だん着ぎの者、男も女もいて、とにかくバラバラだった。

　だが共通していることがある。

「死霊兵ってのはそういうことか……」

　あれは間違いない。

　国境警備隊、そしてレガンの住民だ。

　連中は自分たちが殺した相手を戦力にしているわけだ。

「悪あく趣しゆ味みな……！」

　その光景を見て、アムは珍めずらしく感情をあらわにして、炎ほのおをちらつかせていた。

「恐おそらく、アンデッドとして利用しているのでしょう……」

　ポーラも、怒りがにじみ出ている。

「しかし、それにしては数が少ない」

　レガンの人口がどれほどのものなのかは知らない。

　だが俺が確かく認にんできる範はん囲いで、死霊兵らしきレガン住民の数は二十数人程度だ。殆ほとんどは国境警備兵だが、これもだいたい百数人といったところか。

「悪趣味ですが、これで敵の狙いの一つがわかりましたよ、キドー様」

　いまだに髪かみの毛の炎は燃え盛さかっているが、アムは極きわめて冷たく言い放った。

「おそらくですが、イーゲルの軍勢は個人の戦せん闘とう力はさておいても、兵力という点ではやはり少ないのだと思います。兵力というのは侮あなどれません。いくら個々人が強くても軍勢には軍勢の戦い方がありますから。彼らはまず、間違いなく、死体を利用して戦力の増強を行っているはずです」

　確かに、それが妥だ当とうなところだろうな。殺しても、再利用ができる。胸むな糞くその悪い話だが、殺せば殺すだけ兵隊が手に入るなら、そりゃ効率もいいだろうさ。

「どちらにせよ、連中にしてみれば住民を捕つかまえるだけで利益になるってわけか……ここを放置するわけにもいかない。まずは、この陣を潰つぶすぞ」

　俺はクナイを取り出す。

「二人は待っていてくれ」

　アムとポーラには待機を命じて、俺は音もなくあの二人の兵士の背後につく。

　その距きよ離りは目と鼻の先。俺はぴったりと二人にくっついて歩いているが、気配を消し、足音も連中と重ねるように歩いてる俺に気が付くはずがないのだ。

「うへぇ、薄うす気味ワリィ……くたばった連中も災難だな」

「生きてる連中もろくな最さい期ごは迎むかえねぇと思うがな。ま、その前に楽しませてもらおうぜ」

「そうか。では楽しい夢を」

「あ？　なんか言ったか──」

　二人組の片割れが異変に気が付いた時。

　既すでに二人の意識はもう永遠に目覚めない闇やみの中へと落ちていったことだろう。

　なぜなら、急所をクナイで貫つらぬかれ、絶命しているからだ。

「ありがとう。君たちのおかげで情報が手に入った。あとは楽しい夢でも見ていてくれ」

　俺は手のひらを地面につけ、神通力を流し込む。

　すると、まるで肉食動物のように地面が大きな口を開けて二人の死体を吞のみ込んだ。

　土ど遁とんの術ならこれぐらいのことは可能だ。

「さて、サリーに報告しとかないとな……敵は死霊兵を使っている……サリーなら何か手立てを考えるはずだ……」

　報告が終われば、まずはこの陣じん地ちを潰す。

　こいつらに、手加減をしてやるような理由がないことだけははっきりとわかったからだ。
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（──死霊兵、奴やつらは確かにそういったのね？）

「あぁ、間違いない。奴らは死体を使っている。ご丁てい寧ねいに自分たちが破は壊かいした街に足を運んで死体探しまでしていたからな。ただ、確認できる死霊兵の数が少ない。せいぜい百二十ちょっと、軍隊として使うにはいささかな」

　陣地から少し離れた影に潜みながら、俺は仕入れた情報をサリーへと報告している。

（国境警備隊壊かい滅めつのカラクリはなんとなく見えてきたわね）

「分散した部隊に奇き襲しゆうを仕し掛かけ、死霊兵に仕立て上げ、戦力を増やしながら次々と別の部隊を襲った……アムの仮説だが、どうだ？」

　国境沿いに配属された師団は一丸となるのではなく、薄く、広く展開していたはずだ。それが仇あだとなったのか、それとも別の理由があったのか。

　ともかく、国境警備隊は各個撃げき破はされたというわけだ。

（とにかく、死霊兵の存在が確認できただけでも大きいわ。そうなれば対処はたやすい）

「そこらへんの知識がさっぱりだが、死霊兵に対たい抗こうできる魔ま法ほう。ポーラが使った白魔法か？」

（それよりも手っ取り早い方法は術者を討うつことね）

「やはり、これを操あやつる術者がいるのか？」

（まず間違いないわ。死霊魔法は確かに死者を操れるけど、術者が操らない限りは動けない。ならそいつはイーゲルたちの戦力の要かなめよ）

「なるほど……了りよう解かいした」

　俺は連れん絡らくを終えると、アムたちへと振ふり向く。

「とのことだが、どうだ。この周りに術者はいるか？」

「んー、さすがにこの付近にはいませんねぇ」

　ポーラがある程度の感知魔法を持っているのは幸いだった。

　しかし、どうにも結果は芳かんばしくない様子だ。

「もっと奥、たぶん、本陣の方だとは思いますが」

「ま、そう上手うまくはいかんか……まぁいい。アム、ポーラ、まずはこの陣を、落とす」

「落とす、のですか？　かく乱、妨ぼう害がいではなくて？」

「あぁ」

　アムの質問に俺は即そく答とうする。

「こいつらは、許してはおけない」

　死者をもてあそぶような連中に容よう赦しやはいらないはずだ。

「ですが、戦えるのは三人だけですよ。これではさすがに……」

　ポーラはそれとなく俺を止めようとしている。

「安心しろ。これより使う忍にん法ぽうは、派手だぞ」

　俺はにやりと笑えみを浮うかべ、その忍法を発動させる。
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　陣地に巨きよ大だいな激げき震しんが走る。それは絶え間なく、断続的に続き、巨大な何かが突つき進むような音を響かせていた。

「お前ら、何を騒さわいでやがる！」

　騒ぎを聞きつけたか、野太い声をまき散らしながら、ズンズンと足を踏ふみ鳴らし、奥からこの陣地の隊長と思われる男が姿を見せた。

　両りよう腕うでの筋肉が異常に発達しているのか、丸太のように大きく毛におおわれていた。それ以上に顔が人間のそれではなく、無数の牙きばを持ったゴリラの顔の大男だった。

　獣じゆう人じん、いうなればゴリラだから猿えん人じんというべきか。

「ジュエン隊長！　ば、化け物が！」

　陣地に残っていた兵士たちは顔面蒼そう白はくになりながら、それを見ることになるだろう。

「化け物だぁ？」

　なにを馬ば鹿かなことをとでも言いたげにジュエンと呼ばれた獣人の男もまた、それを見上げるだろう。

「あ？」

　ジュエンがそのあとの言葉を出すことはない。

　なぜなら、奴は巨大な蜘く蛛もに踏みつぶされていたからだ。

「忍法・土つち蜘ぐ蛛も」

　土蜘蛛。土遁忍法の中でも高等に位置する技わざだ。神通力で土と岩を操り、蜘蛛の形を成して自在に操るもので、土さえあればどれだけ傷つこうとも再生を続ける。

　その大きさは最大で十メートル程ほどにもなる。

「召しよう喚かん獣じゆうじゃないんですか、これ！」

　アムの叫さけび声が響く。

　土蜘蛛の頭部には俺たちがいた。

　この土蜘蛛、一人で立ってる分にはいいが、俺以外の面々のことまではちょっと手が回らない。一応、せめてもと思いアムとポーラは縄なわで俺とつながっているが、それでも不安定な様子だ。

「違う。ただ忍法で土を操ってるだけだ」

「そんな無茶苦茶な！　前から無茶だとは思ってましたけどぉ！」

　土蜘蛛は瞬またたく間に陣地を蹂じゆう躙りんしていく。やっと反撃に出ようとする兵士たちも出てくるがもはや遅おそい。

「大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。取っておけ」

　俺は土蜘蛛の上から木で作った筒つつを放ほうり投げる。その中には調合しておいた火薬が満まん載さいされていた。俺はその筒を刀で切り裂さき、中身の火薬が空中を舞う。

　舞った火薬を気流操作で陣地へとまんべんなく降り注がせ、火薬めがけて刃やいばを振るう。その瞬しゆん間かん、空気抵てい抗こう、火薬と刀の摩ま擦さつで生じた熱に反応し、空気中の火薬が連れん鎖さ的に爆ばく発はつを起こしていく。

　爆発の直近にいた男たちはその衝しよう撃げきで殆どが吹ふき飛ばされたが、それは陣地全体で言えばせいぜい十数人程度だ。

　しかし、火薬の爆発だけで何とかなるなどとは思っていない。

　これはいわば、種火。火を起こすための着火剤ざい。

　周囲には無数の炎ほのおが生まれていた。

「なけなしの火薬だ。また作り直さないといけないが……」

　実はさっきので手持ちの火薬は使い切ってしまった。

　どっちにしろ量が少なく、大部隊には使えないのだから今使い切っても大した損そん耗もうではない。

　それよりも、爆発を受けて兵士たちがさらに血気盛さかんになり、土蜘蛛へと殺さつ到とうしてくる。

「悪いが、少し本気を出すと決めたのでね……忍法・火か遁とん、火か炎えん車ぐるま！」

　先ほどの火薬を使った種火はこの時の為ためだ。

　火炎車はあちこちで発生した炎を取り込み、じょじょに巨大化していく。

　炎の嵐あらしと化したこれを俺たちは火災旋せん風ぷうと呼ぶことがある。

「街一つを壊滅させたんだ。当然の報むくいと思えよ」

　火炎車の勢いはもうこの陣地を吞み込んでいる。火の回りというのは早いものだ。

　耳に響ひびくのは兵士たちの絶ぜつ叫きようだが、不思議と申し訳ないという気持ちも殺すことへの罪悪感も湧わかなかった。

「悪党どもめ、悪魔の炎にまかれろ」

　火災旋風は、俺のいた世界では悪魔の炎とも呼ばれた。

　悪党どもを始末するには、ぴったりな名前だと思うよ。

　そして数分後、焼け野原と化した陣地の中央に土蜘蛛が立つ。

「足止め、完かん了りようってところか」

　さぁ次の獲え物ものはどこだ？
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　俺が潰つぶした陣地からはもうもうと黒色の煙けむりが空に上がっていた。

「ずいぶんと派手にやりましたね」

　ポーラは土蜘蛛の上から陣地を眺ながめてため息のような深い息をはいた。

「いいのですか、これで？」

「あぁ、これでいい」

　派手にしたのは、もちろんわざとだ。レガンの街に敷しいた陣地から煙が上がっている。この陣地は兵士たちの質はさておき最前線であり、重要な拠きよ点てんのはずだ。そこから火の手が上がっている。もしかしたら、と思わせられればそれも問題はないわけだ。

　こうして部隊一つを潰せば敵もおいそれとは動けないはずだ。

　少なくとも、普ふ通つうの感性を持つ相手ならばだが。

「アム、一つ聞いていいか？」

「なんです？」

「普通、部隊の一つを壊滅させられたら、多かれ少なかれ警けい戒かいはするよな？」

「そうですね……たとえ偵てい察さつ部隊であっても、壊滅なんて被ひ害がいを受ければやはり何事かと思うのが通常だと思います」

「……そうか」

　なら、俺のこの妙みようなピリピリはなんだ。

　忍にん者じやの勘かんが警報を鳴らしている。

「普通の相手なら、か」

　俺はその時、思い出したのだ。

　俺たちが相手にしてる奴は、魔王と名乗るいかれた奴だ。自分の力を見せつけるために街一つを簡単につぶすような奴なんだと。

「キドー様。私から提案があります」

　その時のアムはいつになく神しん妙みようだったと思う。

「うん？　なんだ」

「ポーラさんも聞いてください。これは私が思いついた、この事態を最速で収める方法なんですけど」

　アムはそこで一いつ旦たん言葉を区切って、深呼吸をする。

「敵てき陣じんを中央突とつ破ぱ、しかる後に魔王イーゲルの首を取る。これこそが、最速の方法です」

「それはつまり……暗殺か？」

　アムの口から出たのは意外な作戦だった。むしろ彼女から出てくるものとは思えない内容だ。

「暗殺なんて気軽に言いますけど、相手は……」

　ポーラは戸と惑まどっているが、実のところ、俺も同じような考えに至っていた。

「いや、今回に関しては間ま違ちがいなく、暗殺が最も有効な手段だ。敵は、イーゲルの軍勢は少ない。いや、そもそも統とう率そつすら取れてない可能性がある」

　これはあてずっぽうじゃない。まず第一に連中は死し霊りよう兵なんて面めん倒どうくさいものを用意している。世界征せい服ふくをもくろむ魔王が、今いま更さら兵隊を用意するなんておかしい。普通、そういう行動はまとまった兵力が揃そろうまでは潜ひそんでいるはずだ。

　どうにも行き当たりばったりな感じもするが、この際それはどうでもいい。連中の懐ふところ事情だろうしな。

　その証しよう拠こに、連中はこの最前線ともいえる場所にちんぴら染じみた兵隊しか置いていないのだ。あの強力な魔ま人じんを置かない理由はなんだ。

　それを考えたとき、奴やつらは戦力を温存していると思いついたわけだ。

「いち早く、突破し、イーゲルへと肉にく薄はく、奴の首を落とす。ついでに死霊兵を操る魔法使いも始末しておけば、それだけでイーゲル軍は瓦が解かいするはずだ」

　トップを失うことはかなりでかい。もちろん、これは俺たちがイーゲルを倒たおせるという前提だ。

　だが、倒さねばならない。

「今にして思えば……あのスキュラとの戦いから、連中の計画は動いていたんだな」

　ここに至り、俺は今までに関かかわった二つの事件のことを思い出していた。

「スキュラは、恐おそらく連中の先兵だった。本来なら、連中の行動はもっと早かったのかもしれない」

　だが、その計画を図はからずも潰したのが、俺だったわけだ。

「そして、そのスキュラとグルだったのが、カウウェルだ。だが、カウウェルの本当の主あるじはイーゲル。カウウェルは人をさらってはどこかへと送り込んでいた。その先が、イーゲルのもと……死霊兵の為なのか単純な労働力の為なのかわからんが」

　少々乱暴だが、三つの事件は一つの線で結びつこうとしていた。

　だとしても、連中がこんな田舎いなかを狙ねらう理由はいまだに不明だ。

　大魔ま獣じゆうがどうのという話だが……。

「だが、なんにせよ、奴の暗殺でこのバカげた騒さわぎも収まるはず。なら、俺たちの自由の為に、イーゲルを倒す」

　そう、戦争をする必要はない。無む駄だな血を流す必要もない。

　倒すべき敵だけを倒し、早期に終結を図はかる。

　これは、まさしく忍者らしい仕事だ。
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　上空からの進行はやはり早い。

　大おお凧だこ飛行の術はかなり便利な忍にん法ぽうだと再さい確かく認にんする。

「やっぱり、全体の動きに影えい響きようが出始めているようだな」

　それとは別に俺は方々に分身を数体送り込んでいた。

　他の部隊がどういう行動を行っているかを確認する為だ。

「いくつかの部隊が独断専行を始めているか……他はどう動いていいのかわかってないようだが、こいつはしばらく放っておいてもいいだろう」

　分身が送ってくる映像で、俺のかく乱はそこそこの結果を出していることがわかった。

　独断専行を始めた部隊が気がかりだが、周りの部隊と連れん携けいをとるという認識はなさそうだ。

　一方で動かない部隊は心配しなくてもいいだろう。

「そして、あれが本ほん陣じんか」

　イーゲルの本陣は中央砦とりでより五キロの位置にあった。かつてはアプロックと呼ばれた土地。今は荒こう涼りようとしたがれきの広場。

　砦より比ひ較かく的てき近い場所だった為か、本陣の動きはかなり慌あわただしい。怒ど号ごうが飛び交かい、何人かの兵士が馬を走らせ伝令のような仕事を行っているのも見える。

　動くのが早い。荒あら々あらしさはあるものの動きには洗練されたものがある。

「さすがは魔王軍を名乗るだけはある……本陣の連中だけは質が違うと見た」

　本陣にも木製の防ぼう壁へきがいくつか立て並べられており、薄うす汚よごれたテントのようなものが点在していた。そのうち、中央にある派手な装そう飾しよくが施ほどこされたものが、恐らくはイーゲルの居場所だろう。

　だが、それ以上に俺の目をくぎ付けにしたのは、その派手なテントの真ん前で繰くり広げられる怪あやしげな儀ぎ式しきだった。

「なんだ、あれは……」

　本陣にも人ひと質じちを閉じ込める牢ろう獄ごくを見つけることができた。数は四つ、恐らく生き残りの住民の殆ほとんどが囚とらわれていると見て間違いないだろう。

　だが、それでも数が少ないような気がした。その疑念を解いたのが、俺の眼下で繰り広げられる儀式だ。

　見ればかなり若い、二十代かそこらの黒いローブをまとい、水すい晶しようが付いた長い杖つえを持った魔法使いが何やら詠えい唱しようしている。彼の目の前には巨きよ大だいな魔法陣、その中には無数の住民が恐きよう怖ふにひきつった顔を浮うかべていた。

「キドーさん！　あいつです、あの男がこの周囲一帯の魔力の源！」

　ポーラが叫さけぶ。奴は優先目標の一つ！

「忍法・土つち蜘ぐ蛛も！　踏ふみ荒あらせ！」

　俺の念に呼応するように、大地が揺ゆれる。

　その変化は本陣でも捉とらえたようだ。地じ響ひびきは続く。そして、ぼこぼこと本陣前の地面が盛り上がり、隆りゆう起きしていくと、砂と岩が混ざり合い一つの形を作り出す。

　俺は全長約十メートルにも達する土蜘蛛を再び構築する。

「う、さすがにきっついなぁ！」

　さらに俺は各所に送り込んだ分身たちにも、この土蜘蛛を使わせている。

　あちらには実体がない為ために現れる土蜘蛛も幻げん影えいだが、視覚的な衝しよう撃げきを与あたえることは可能だ。

　だが、この段階で俺の神通力は結構な消しよう耗もうを見せている。

「だが、さすがに慌てるよなぁ」

　きついが我が慢まんだ。効果は絶大である。

　突とつ如じよとして現れた巨大土蜘蛛に対して、兵士たちは呆あつ気けに取られていた。儀式を行っていた青年魔法使いも焦あせったような表情を浮かべながら、テントの中へと消えていく。

　しばらくすると迎げい撃げきの為に本陣の兵士たちが続々と武器を構え、土蜘蛛に立ち向かう。

「俺の体力が持つ限り、土蜘蛛は永遠に再生を繰り返す……だが、その前にイーゲルを討つ」

　俺たちは上空から派手なテント目め掛がけて、本日二度目の急降下。

　天てん井じようを突つき破やぶり、刀の柄つかに手をかけ、真正面を見定める。

「おのれ！」

　先ほどの若い魔法使いが杖を俺に向け、叫んだ。

　だが、奴はアムとポーラの繰り出す攻こう撃げきを受け、バリアを展開して下がるしかなかった。

「魔王イーゲルとお見受けする」

　俺はそれを無視。魔法使いの背後に控ひかえる男を見た。

　映像にも映っていた趣しゆ味みの悪い玉座に腰こし掛けた少年が一人。

　魔王イーゲル。奴はこの騒ぎに対して慌てることもなく、取り乱すこともなく、俺たちをにらみつけていた。

　その姿は少年のはずなのに、その身からはあふれんばかりの魔力も感じる。

　スキュラや魔人の比ではない。もっと膨ぼう大だいで凶きよう暴ぼうなものだ。

「ふん、何やら俺の軍を騒がせているネズミがいると報告を受けていたが、貴様か？」

　イーゲルは心底つまらなそうにつぶやく。

「おい、大部隊が来ているんじゃなかったのか？」

「報告ではそのように……」

　イーゲルは魔法使いの男に確認をとっていた。

　ずいぶんと余よ裕ゆうを見せつけてくれるぜ。仮に大部隊がこようと問題はないと思ってるようだ。

「左様、我らでやった」

　こちらも負けじと不敵に言ってみせる。

「覚かく悟ごしなさい、イーゲル！」

「色々と借りは返させてもらいますわ！」

　アムとポーラもそれぞれに構える。

「ほぉ、なかなかどうして凄すさまじい奴らじゃないか。それとも馬ば鹿かか……どっちにせよ、褒ほめてやらねぇとな」

「不要だ。褒ほう美びは貴様の首を獲とればもらえるのでね」

　俺は刀を抜ぬき放つ。

　するとイーゲルは大げさなぐらい笑った。

「クカカカカ！　おい、こいつら俺を殺すと言ったぞ」

「はい、愚おろかな男です」

　魔法使いの男は薄うす気き味み悪い笑みを浮かべながら、イーゲルの後ろに回った。

　そしてイーゲルは立ち上がると、玉座に無造作に立てかけていた大きく湾わん曲きよくした剣けんを手に取った。

「まぁのこのこ現れたんだ。相手はしてやらねぇとなぁ」

　それと同時にイーゲルは、指笛を鳴らした。

「むっ！」

　すると、イーゲルの周りに魔法陣が展開され、骸がい骨こつ兵士が姿を見せる。

「アンデッドか。だが！」

　すかさずポーラが祝福の光を放つ。当然、骸骨兵士たちはそれを受け、崩くずれてゆくのだが、イーゲルはたいして気にした様子もない。

「へぇ、対策はできてるってわけか……」

「その通り。死し霊りよう魔ま術じゆつは弱点も多いのですよ」

　ポーラはにやりと勝ち誇ほこるが、対するイーゲルは唾つばを吐はき捨てていた。

「フン、女、調子に乗るなよ。もとよりアンデッドなど仮の駒こまにすぎん」

　するとイーゲルは大きく深呼吸を始める。

「……むっ！」

　その瞬しゆん間かん、俺は気が付いた。

　奴の体に流れていく魔力の流れだ。奴は呼吸をするように魔力を吸っている。

　そして、その魔力の供給源は……。

「キドーさん、外の人たちが！」

　ポーラが感知したのは檻おりの中にいる人々のことだろう。

　だが、それだけじゃない。

「う、なに、これ」

「あぁ！」

　アムとポーラがその場にへたりこむ。まさか、無差別に魔力を吸収しているのか！

　だが、俺は無事だ。

　いや、檻から聞こえてくる悲鳴の殆ども女性だ。

「貴様……！」

　こいつ、わざと女性からしか力を吸い取ってないのか？

「クカカカカ！　女は良いいなぁ、生命力が溢あふれている。特に人間の女は若い程ほど良い。えぇ、見ろよ、破は裂れつしそうだぜ」

　イーゲルは再び息を吸う。膨大な魔力が吸いつくされていく。

　その度たびに奴やつの肉体は潤うるおい、力を増す。

「あぁ、この感覚。若さがみなぎり、力が溢れる」

　やはりだ。この男、見た目通りの男じゃない。

「フェルーン！　貴様は天才だな！」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「ふふ、しかし、食いすぎるとあれに支障がでるか？」

「イーゲル様のお好きなように。準備はすでに整っておりますれば」

　イーゲルは狂きよう喜き乱らん舞ぶしたように全身を震ふるわせていた。

　魔法使いの男は、フェルーンというらしい。

　この術式を操あやつるのは奴か。

「……」

　俺は無言のまま、イーゲルに斬きりかかる。

「おっと」

　イーゲルは素す早ばやく俺の一いち撃げきを受け止めていた。

　俺たちは、互たがいの剣の刃はで競せり合う形からつば競り合いの距きよ離りに移行する。

「いい度胸だぜ。俺の軍に欲しくなった」

「不要だ。貴様はここで、斬る」

　こいつは、生かしておく価値はない。

　俺はそう判断した。
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「クカカカカ！　やるじゃねぇか、えぇ？」

「馬鹿力め……」

　俺とイーゲルの剣けん戟げきが始まって、もう五分以上は経過している。

　イーゲルの力任せな攻撃は、しかし信じられないほどに素早く、なおかつ重い。

　対する俺は身軽さとスピードで翻ほん弄ろうし、難なく攻撃をよけているが、こちらの攻撃も防がれまさしく互ご角かくといった状じよう況きようだった。

　だが、もう一つ厄やつ介かいなことがある。

　それは、イーゲルに仕える魔法使いの存在だ。

「魔ま弾だん光こう！」

　魔法使いは漆しつ黒こくの球体を放ち、イーゲルを援えん護ごしている。

　弾速は速くないが、うっとうしい攻撃だった。しかもある程度、その場に滞たい空くうするせいか、微び妙みようにだが俺の行動範はん囲いが狭せばまっていく。

　面めん倒どう臭くさいがコンビネーションはばっちりだというわけだ。

「おいおい、どうしたぁ。息切れかぁ？　動きが鈍にぶくなってんぞ？」

　イーゲルは目ざとい。

　実のところ、俺は結構疲つかれが出始めている。今日に限っていえば高等忍にん法ぽうのオンパレード、しかも今現在もそれを維い持じしている。

「外のバケモンもてめぇの仕し業わざなんだろう？　ずいぶんと派手なことしてくれてるようだが、魔力は十分なのか？　あぁん？」

　イーゲルとの戦せん闘とうで大規模な忍法を使わないのは俺が油断しているからではない。そもそも使えないのだ。

　それに、人質に被ひ害がいが出る可能性もある。

「大きなお世話だ。それより貴様も体力を心配したらどうだ？」

　かくいうイーゲルもうっすらと汗あせをにじませていた。

　それでもまだ余裕はありそうなのだが。

「どうした、あの魔法は使わないのか？　それとも、へばって使えないか？」

　さて、この挑ちよう発はつでどう出る。俺たちの見立てではあの破は滅めつの光はそう簡単には使えないという話だ。だが、仮説でしかない。実は連発できるとなった時点で俺たちの勝率は限りなくゼロに近くなる。

「へへ、心配はいらねぇさ。おい、フェルーン！」

「了りよう解かいです。イーゲル様」

　再び、イーゲルに魔力が流れ込んでいく。

「あぁ！」

「ぐぅ！」

　アムとポーラが再び苦しみだす。これ以上は時間を掛かけられない。

　やはり吸収源を絶たねばならんか！

「あぁ、疲つかれが取れるぜぇ……」

　イーゲルの言う通り、奴の体力は万ばん全ぜんなようだ。

「気分いいぜぇ」

　イーゲルはあふれんばかりの魔力を堪たん能のうするように語りだす。

「この術のおかげで俺は若い頃ころの姿を取り戻もどした。おかげで朝から晩までギンギンでよぉ、収まりがつかねぇんだわ。そうなりゃやることは一つに決まってんよなぁ？」

「一人で勝手にやってろ」

「まぁそう言うなよ。貴様の強さははっきりとわかった。正直驚おどろいたよ。俺と互角だ。面おも白しれぇ人間だ。今まで俺がぶっ殺してきた連中は俺が剣を振るっただけで死んじまうやわな連中だったからな。だが、てめぇは違ちがうぜ。強い、面おも白しろい。なぁどうだ、やっぱり俺のところに来ねぇか？　いい思いもできるぜぇ？　てめぇならすぐに幹部だ。なんなら俺の右みぎ腕うでにしてやってもいい。地上の王様にだってしてやってもいいぜ？　何なら魔族の娘むすめを嫁よめにどうだ、魔族の女は見た目はいいぞぉ？」

「よくしゃべる口だ。今すぐに閉じさせてやろう」

　俺は刃を向けることで返答をした。

　すると、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ続けていたイーゲルの表情が能面のように変化する。

　同時に魔力の放出も確かく認にんできた。

「そうかい……なら、死ねや」

「魔法……！」

　イーゲルは全身から放出する魔力を炎ほのおに変へん換かんし、俺目掛けて放つ。

　大おお振ぶりの一撃だ。よけるのは容易たやすいが、それではアムとポーラがまずい！

「忍法・土つち隠かくれ！」

　刹せつ那な、俺はアムとポーラと共に地中深くへと潜もぐる。だが、衝しよう撃げきはすさまじく、隠れたはずの地中から俺たちは抉えぐり出されてしまった。

「う、ぐ！」

　とんでもねぇ威い力りよくだ。

　何が炎だ。半分以上、爆ばく弾だんじゃねぇか。その衝撃のせいか、テントが吹ふき飛ばされて、俺たちの姿は本ほん陣じん内部からは丸見えとなる。

　本陣は騒そう然ぜんとなった。前方には巨きよ大だい土つち蜘ぐ蛛も、内部では自分たちのリーダーが謎なぞの侵しん入にゆう者しやと戦っている。

　この時点で本陣の機能の大半は失われたといってもいい。

「ちっ……！」

　俺はいったん、イーゲルたちから離はなれ、二人分の分身を放ち、アムとポーラを抱かかえて後ろへと下がらせる。

「ほぉ？　増えたぜ？」

「幻げん影えいでしょうか。珍めずらしい魔法を使うものです」

　イーゲルとフェルーンは余裕を浮かべている。

　一方の俺は結構大変だよ。本当はさっくりとイーゲルを始末するつもりが、あいつがなかなかの化け物だったせいでな。

「っ～！　頭いてぇ！」

　ここで忍法の同時連続使用の付けが回ってくる。

　消費した神通力のせいで頭痛がしてくる。

「だが、我が慢まんできる！　サラリーマンの二日酔よいへの耐たい性せいをなめんなよ！」

　こちとら上司に付き合わされての飲み屋ハシゴの二日酔いには慣れてんだ。ガンガンする頭痛と戦ってのお仕事はなぁ、サラリーマンの日常なんだよ！

「すげぇ、すげぇ！　なんだこいつ、面白れぇぞ！」

　イーゲルがわざとらしい拍はく手しゆをしてくる。

　むかついた俺はクナイを投とう擲てきするが、それは難なく払はらわれた。二度、三度、さらに放つ。だが、それも払われる。

「ったくよぉ。お前一人の為ために俺の軍が大混乱だぜ。けど、こんなにもわくわくするのは久しぶりだなぁ。世の中平和すぎて退たい屈くつだったんだよ。やっぱり、世界には闘とう争そうが必要だな。この生きるか死ぬかって緊きん張ちよう感がたまらねぇぜ」

　イーゲルは剣けんを地面に突つき刺さし、両腕を突き出した。

　刹那、炎、電撃、風、水の魔力弾が俺目掛けて放たれる。

　しかもその魔法は仲間のはずの兵士たちにも容よう赦しやなく降り注がれていた。

「野や郎ろう……！」

　やたらめったらな魔法攻こう撃げきは当たるものじゃないが、面倒くさいことは確かだ。

「ははは！　今の俺なら一日中魔法が使えるぜ？」

「そのようだな。だが一つとしてかすっていない」

「そうだなぁ。だが、てめぇはもう息が切れぎれじゃねぇか」

「……」

　無視して攻こう撃げきを避よけることに専念する。

　分身たちを操作して、アムとポーラも守らないといけない。

　頭が痛いが、我慢だ。

「それに比べて俺は元気いっぱい、若さが溢あふれる。まさに無敵！　そして、フェルーン、準備はできたんだろうなぁ？」

「はい、イーゲル様……万事整えております」

　その瞬しゆん間かん、俺でもわかる程に膨ぼう大だいな魔力を本陣の奥から感じた。

「なんだ……？」

　地じ響ひびきと振しん動どうが激しく、俺たちを揺ゆらす。

「何か、ヤバい……！」

　俺の勘かんが告げている。

　この状況、放置していてはまずい！

　俺は魔法を潜り抜ぬけ、イーゲルに接近する。

「馬ば鹿かがぁ！」

　一直線に突き進む俺に対してイーゲルは両腕を突き出し、まばゆい光を放った。

「インパクト・バスター！」

「……！」

　その光の奔ほん流りゆうの中に、俺は包まれ……。

「がっ……」

　イーゲルとは目と鼻の先で崩くずれ落ちる。

「へっ、焦あせった方が負けなんだよ。どれ、一発で首を……ん？　なんだ、体が……」

　剣を構えたイーゲルであったが、奴やつの体は動かない。

　そりゃ当然だ。奴の影かげには俺のクナイが突き刺さっている。影かげ縫ぬいだ。

「これは、俺がさっき叩たたき落とした……！　はっ！」

　そして奴は気が付くだろう。今自分の目の前で倒たおれている俺が、俺ではないことに。それは人の形をした土くれだ。俺の姿が消え、崩れていく土の塊かたまりでしかない。

「なんだと？　あの野郎、どこに……！」

「イーゲル様、後ろでございます！」

「なにぃ！」

　フェルーンが俺の姿を確認した。

　イーゲルの背後に刀を構えた俺がいる。

「させるか！」

　フェルーンが魔法を発動させようとする。

　だが、どうやら引っかかったようだな。

「がふっ……！」

「すまんな。それも、偽にせ物ものだ」

　イーゲルの背後にいた俺もまた、土くれだ。

　本当の俺は、フェルーンの背後にいる。忍にん者じや刀とうで喉のどを突き刺していた。

「が、ご……ごぱっ！」

　喉を貫つらぬいたのにフェルーンはまだ生きている。

　だが、動ける様子ではない。なぜ、という顔を俺に向けているのが精いっぱいだ。

「イーゲルよりも何よりも、魔法で連中を支えてるあんたを真っ先に始末する方がいいと判断した」

「く、くははは！　その狙ねらいは見事、ですがもう遅おそい！」

「何？」

　確実に致ち命めい傷しようを受け、もはや助からないはずなのに、フェルーンは笑っていた。

　その瞬間、奴は体内の魔力はオーバーロードでも起こしたのか醜みにくく膨ふくれ上がり、そして破は裂れつした。

　すると、状じよう況きように変化が訪おとずれる。

　ますます振動が大きくなっていくのだ。

「な、なんだ！」

　同時に俺の警けい戒かいもビンビンに響ひびいていた。

「お、おぉ？　目覚めたか！」

　イーゲルは恍こう惚こつの笑みを浮かべて両腕を広げていた。

　ぼこぼことイーゲルの真正面の地面が盛り上がり、なにものかが突き出てくる。

　それは巨大な顔だった。無数のうろこと剛ごう毛もうに覆おおわれた蛇へびの顔、しかし、その顔にある目はたった一つのみ。単眼の蛇目だけがぎょろぎょろとうごめき、周囲を見み渡わたしていた。異い形ぎようなる頭部を支える首は長く、脈動を続けていた。その下に続く胴どう体たいからは鋭するどい鎌かまが両腕のように伸のび、ゾウかサイかのような両足が大地を踏ふみしめる。

「ははは！　目覚めたか、大魔ま獣じゆう……いや、地ち霊れい邪じや王おう！」

　イーゲルは高笑いを続けながら出現した巨大モンスターを見上げていた。

「大、魔獣だとぉ！」

　それはおとぎ話だと聞いていたはずなのに。

　しかし、間ま違ちがいなくそれは、そこにいる。

「実在してたのか……！」

「ヒヒヒ！　その通り、大魔獣は伝説でもなんでもねぇ、この俺様が数百年の歳月をかけて見つけ出したんだ。こいつこそは陸を支配した大魔獣、地霊邪王！」

　圧あつ倒とう的なまでの威い圧あつ感、魔力、正直言ってこいつはイーゲルよりヤバい。

「こいつを復活させんのに、どんだけ人間どもを食わせたか。カウウェルの奴はよくやってくれたぜ」

「まさか、カウウェルが人をさらっていたのは……！」

「おうよ、この可愛かわいい大魔獣復活の為の生いけ贄にえよ」

「外げ道どうめ！」

「フン、なんとでも言いやがれ！　どっちにしても地霊邪王で踏みつぶすだけよ。おら！　お前の力を見せてみろぉ！」

　イーゲルの指示を受けて、地霊邪王と呼ばれた化け物は単眼を怪あやしく光らせた。

「ッ……！」

　光と共に凄すさまじいエネルギーの奔流が放たれる！

　一条の光となって放たれたその光線は真っすぐにレガンの山へと向かう。

　そして、数秒後、鼓こ膜まくを震ふるわせるような爆ばく発はつ音が響き渡わたった。

「ひひ、ちと狙いが甘いようだな。山が一つ吹ふき飛んだようだが……まぁいい。どうだぁ、これぞ無敵の魔獣。我ら魔界に伝わる地霊邪王の力だぁ」

「冗じよう談だんじゃねぇぞ……」

　こりゃ、本気でヤバいかもしれねぇ。

「死にさらせやぁ！」

　イーゲルの感情に呼応しているのか、地霊邪王はその鎌のような腕うでを振ふり回し、俺をすりつぶそうとしてくる。

「ちっ！」

　大振りの一撃だ。避けるのはたやすい……とは言えない。地霊邪王の大きさは約三十メートル。そんな奴の腕はでかすぎる。こっちも避けるのに大きく動かないといけない。

「アムとポーラを下げておいて正解だったな……うお！」

　鎌がすれすれをかすめていく。ドッドッと心臓が爆発しそうなぐらい鼓こ動どうしていた。

「やろ、食らえ！　忍法・かまいたち！」

　逃にげてばかりじゃ癪しやくだ！

　俺は風の忍法を放つ。かまいたちは真しん空くう刃じんを放つ技わざだ。刀を振るうごとに無数の空気の刃やいばが放たれ、地霊邪王へと命中する。

　しかし、奴の表皮は硬かたく、かまいたちは無情にもはじかれ消しよう滅めつしていく。

「無む駄だだ。人間ごときが敵かなう相手じゃねぇよ」

　勝ち誇ほこったイーゲルのにやけ面づらがすげぇむかつく。

　だが、どうにも逆転の糸口がつかめないのも事実だ。

「はっはっは！　この地霊邪王を使って手始めにハーバリーだ。あそこには美人がいるんだってなぁ。ちょうどいい、そいつを手に入れて、そうだな、てめぇのお手付き二人も食ってやるよ！　男どもはアンデッドとしてこき使ってやる、そして本命のアトラシアを潰つぶしたら、今度は魔界すらもなぁ！」

　御ご大たい層そうな夢を語ってくれてるが、こっちはそんな話聞いてる暇ひまがねぇんだよ！

「忍法・氷柱つらら舞まい！」

　氷をまとわせたクナイを数本投擲。狙いは地霊邪王の目だ。

　が、噓うそみたいな話だが、氷クナイは目に直撃するも、音を立ててくだかれていく。

「目ん玉まで硬いとか、冗談じゃねぇぞ！」

　これは完全にお手上げってやつだな。

　と言っても、諦あきらめてる場合じゃない。こいつは、ここで何としてでも食い止めねぇとシャレにならない。

「しかし、お前たちは運がいいぜぇ？　本当なら地霊邪王ともう二体いたはずだからなぁ。そのうちの一個は見つからねぇし、スキュラの間ま抜ぬけが欲を出してなけなしの最後を無駄にしやがったと思ったが」

　なんだ、何を言っている。

「スキュラだと？　奴は何をしていたんだ！」

　スキュラが無駄にした？

「あぁ？　そういやスキュラをぶっ殺したのはお前なんだってな。話には聞いてるぜ。だが、どうやらてめぇは持ってねぇようだな」

「さっきから何を言ってやがる」

「とぼけんじゃねぇぜ。俺がスキュラに与あたえたもう一つの大魔獣の卵、てめぇらが回収したんだろ？　えぇ？　俺はよぉ、それを取り戻もどすためにいっちょハーバリーを襲おそってやろうと思ったんだがよ」

　スキュラから、卵……まさか。

　いや、状況は全すべて揃そろっていたはずだ。気が付かなかった俺たちが間抜けだっただけだ！

　まさかそんなことが、と思っていたせいだ。

「それがどうやら、目覚めてるようじゃねぇか。えぇ、いるんだろ、大魔獣の大だい海かい龍りゆう王おうがよぉ？　どうやっててめぇらが制せい御ぎよしてんのかは知らねぇがよ」

　間違いない。こいつが言っているもう一体の大魔獣、それは……！

「あぁ、そういや、ハーバリーのギルドマスターはそれなりにすげぇ魔術師でもあったなぁ。ハン、そいつが制御してんのか？　まぁどっちでもいいわな。やれ」

　イーゲルは面めん倒どうくさそうに頭をかきながら、地霊邪王に指示を送る。

「ま、なかなか楽しかったぜ？」

　怪しげな光を放つ地霊邪王の目。エネルギーの収束が静かになされていく光景を、俺はなぜだかスローモーションで見ていた。あの攻こう撃げきを避よけることは簡単だ。だが、避けたところで、どうなる。

「ちっ！」

　そして、光が放たれようとした瞬しゆん間かん。

「パパをいじめるなぁ！」

　叫さけび声と共に俺の胸むな元もとからミズチが飛び出してくる。

「なんだ！」

　彼女の体は光に包まれ、その光がバリアとなって地霊邪王のビームをはじき返していく。

「ミズチ、なんでここに！」

「パパが危ないから！　それに、嫌きらいな奴やつがいる！」

「だからって、お前、どうやって……」

　いや、待て。確か、この子は、影かげから出てきた！

　ミズチが眠ねむっていた卵は俺の影の中にしまわれていた。そこで孵ふ化かしたミズチは影から出現してきたんだ。

「お前、俺の影の中を移動できるのか！」

「よくわかんないけど、多分！」

　恐おそらく、ミズチ自身もどうやってそれが可能になったのかはわかっていないのだろう。

「あぁ？　なんだそのガキは？」

　イーゲルの奴はミズチを怪け訝げんな目で見ている。

　俺にしても、まさかの援えん軍ぐん、ミズチがいなければヤバかった。

　だが、それだけではない。ミズチが現れた瞬間、地霊邪王は全身を震わせ、腕を振り回し始めたのだ。

「……地霊邪王が反応を示してやがる。そのガキ……ハハハッそういうことかい、そのガキが、大海龍王ってかぁ？」

　イーゲルもミズチが大魔獣であると確信したようだが、その目には嘲ちよう笑しようがあった。

「なんだぁ、その糞くそ魔力は。さっきは一瞬だけ、ビビるような魔力で障しよう壁へきを張りやがったが、今はカスみてーな魔力しか感じねぇぞ？　さては、スキュラめ、失敗してやがったのか」

「うるさい！」

　馬ば鹿かにされたことが気に食わないのか、ミズチは髪かみを逆立て、両手から水の弾だん丸がんを放つ。

　しかし、イーゲルはそれをいともたやすく弾はじいてみせた。

「フン、出で来き損そこないか。まぁいい。てめぇをぶっ殺して、もう一度卵に戻せばいいだけだ」

「う、うぅ！」

「白しらけたぜ。死ね」

　イーゲルに従い、地霊邪王がその巨きよ大だいな鎌をミズチめがけて振り下ろす。

「えぇい、させるかよ！」

　そうはさせまいと、俺はミズチを抱だきかかえ、何とかその攻撃を避ける。

　が、さてどうしたものか。こりゃちょっと手て詰づまりだぞ。

「私が、私が大きくなれれば……でも、力が足りないよ……」

「力……エネルギー……」

　地霊邪王は多くの人々のエネルギー、多くは魔力を吸い取って成長したとイーゲルは言っていた。

（……待てよ）

　ふと、俺には一つの可能性がひらめいた。

（俺の契けい約やく術で、ミズチとは契約を結べた。てことは、いけるんじゃないか？）

　原理はわからんし、理り屈くつも知らん。だが、俺の忍法は間違いなく、ミズチに効果を与あたえている。契約然しかり、影の移動然り、間違いなくなんらかの影えい響きようを与えている。

「ならば！」

　俺は巻物を手に取り、印を結ぶように構えた。

「あぁ？　なにしてんだぁてめぇ」

　イーゲルはこちらを小馬鹿にしたように見ているが、無視だ。

「見て驚おどろけよ。ミズチ、俺がお前に力を与えてやる！　忍法・忍にん獣じゆう召しよう喚かん！」

　その時。俺の全身からあらん限りの神通力があふれ出る。

　それはまばゆい光となり、ミズチへと降り注いでいった。

「ふぇ？　力が……！」

　それだけではない。幼いはずのミズチの体はじょじょに成長をはじめ、しかしすぐにそれも光に包まれ姿がわからなくなる。

「ぬううう！　まだまだぁ、空になるまでもってけぇミズチ！」

　俺も全てを出し切る勢いだ！

　そして、数秒後。

「オォォォン！」

　真っ白な光と共にミズチだった存在は形を変え、今や三十メートルの巨大な二足歩行の龍りゆうへと姿を変えていた。

「馬鹿な……さっきとは比べものにならねぇ、魔力……いや、魔力じゃねぇ、なんだこの力！」

　姿が、いや存在そのものが変わったミズチを見て、イーゲルが啞あ然ぜんとしていた。

「なぜ貴様が大海龍王を呼び出せる！　なんで制御できてやがる！」

「見たか、これが俺の忍獣召喚の術だ！」

　ガンガンに頭が痛いが、そんなことはもうどうでもいい！

「パパ！　凄すごいよ、凄い力だよ！」

　大海龍王、いやミズチは変わらぬ声で俺を呼ぶ。

　巨大になってもミズチはミズチだった。

「これなら、いけるよ！」

　ミズチが雄お叫たけびを上げならが地霊邪王へと摑つかみかかる。

　彼女は自意識を保てているらしい。

　まさか、目の前で大怪かい獣じゆう決戦が繰くり広げられるとは思わなかった。

　どうやらそれはイーゲルも同じらしい。

「始末すりゃいいだけの話だろうが！　殺せ！」

「どけぇ！」

　勢いのついたミズチは同じ体格の地霊邪王相手に一歩も引かない。一進一退の攻こう防ぼうが繰り広げられていた。

「力は互ご角かく……ならば！」

　俺はためらいもなく、ミズチの肩かためがけて跳ちよう躍やくする。

「ミズチ、あの一つ目をぶっ倒たおすぞ！」

「うん、パパと一いつ緒しよならいけるよ！」

「あぁ、いくぞ！　忍法・自在縄なわ！」

　無数の縄が地霊邪王の動きを封ふうじるべく、四方八方から絡からまっていく。

「まだだ。忍法・土つち蜘ぐ蛛も！」

　縄だけでは完全には動きを封じることができない。ゆえに土蜘蛛を構築し、土の糸でさらに拘こう束そくする。

「もう一丁！　忍法・火か炎えん車ぐるま！」

　そして最大火力の火炎車。魔獣だかなんだか知らんが、生物である以上極熱と真空状態の合わせ技の中で無事でいられるはずがない。

「ミズチぃ！」

「オォォォン！」

　がんじがらめに動きを封じた地霊邪王目め掛がけ、ミズチは全身を発光させ、飛ひ翔しようする。

　光の矢と化したミズチはそのままもがき苦しむ地霊邪王へと突とつ撃げきし、奴の肉体を貫つらぬく！

　どてっぱらに大穴を開けられた地霊邪王はだらりと両りよう腕うでを下ろし、そしてぐらりと巨体を崩くずしていった。

　一方のミズチは再び光に包まれ、その肉体を少女のものへと戻していくと、ぺたりとその場に倒れこむ。俺は彼女を抱きかかえ、頰ほおを撫なでた。

「よくやった。そして、助かったぞ、ミズチ」

「え、えへへ……でもちょっと疲つかれちゃった……」

「あぁ、ゆっくり休め」

　ミズチを懐ふところの影に隠かくすと、俺は茫ぼう然ぜんと立ちすくむイーゲルへと向かい合う。

「なんなんだよ、何が起こってんだよ」

「奴は死んだ。お前だってわかるだろ」

　俺はイーゲルへと歩み寄る。

「てめぇ、近寄るな！」

　圧あつ倒とう的有利な状じよう況きようから一瞬にして逆転されたせいか、イーゲルの焦あせりは酷ひどいものだった。喚わめき散らし、両腕で剣けんを振るおうとするが、その動きに切れはない。

「が、は、ち、力が抜ぬけていきやがる……力を、力をくれ」

「あら、気が付かないのですか」

　その時、下がらせたはずのポーラの声が聞こえた。

「あなたにエネルギーを供給するレイラインは遮しや断だんしました。あの魔ま法ほう使つかいに全すべてをまかせっきりだったのが敗因ですよ」

　今度はアムだ。

「あの男が生きていれば私たちの妨ぼう害がいだって防げたはずですが、もう遅おそい」

　二人は戦せん闘とうの余波のせいか、少しボロボロになっていたが、不敵な笑えみを浮うかべてイーゲルを睨にらんでいた。

「な、なんだと……馬鹿な、俺は、魔界の王になる男だぞ……どれだけの準備をしてきたと思ってやがる！　百年も費ついやしたんだぞ、スキュラを利用して、カウウェルを利用して、大魔獣を呼び寄せる餌えさを用意して、なんでだ、なんでそれが一日で……！」

「知るか、そんなこと」

　哀あわれなものだ。かつての余よ裕ゆうはもうない。

　いやそれだけではない。

「う、うおぉぉ？　体が、体が崩れていくだと！」

　少年の肉体をもっていたはずのイーゲルは徐じよ々じよに体を成長させ、青年、大人へと移行していくが、今度はすぐに老人へと向かう。しわがれた男がそこに残った。

「馬鹿な、馬鹿な！　全ぜん盛せい期の肉体が、我の美しき体が！」

「正体は爺じじいかよ……」

　全身にしわを刻み、もはや骨と皮だけで徘はい徊かいするちっぽけな魔族。

　それが今のイーゲルだ。

「け、剣が持てねぇ！」

　奴は手にしていた大剣すらも握にぎれないほどに衰おとろえていた。

「さっきの若い姿だったら、力ずくで突とつ破ぱすることはできただろうが……その体じゃもう無理なようだな」

　俺は刀を抜き放ち、奴やつへと近寄る。

　奴の恐きよう怖ふを肌はだで感じる。

「なんなんだ、てめぇは」

「逆に問う。貴様は何者だ」

　俺は刀を高速で回転させた。刀によってできた鏡にはイーゲルが映し出される。

　奴は自分で自分を見つめているのだ。老いぼれ、しわがれた哀れな自分を。

「お、俺は……俺は魔王イーゲルだぁぁぁ！」

「魔王イーゲル……天てん誅ちゆう！」

　刹せつ那な。俺は奴を一刀両断にねじ伏ふせた。

　どさり、と奴の骸むくろが崩れる音だけが聞こえる。

　同時に朝日が差し込んでくるのが見えた。

「終わったか」

　本当に呆あつ気けない。なんだか達成感ってのは湧かないが、とにかく任務は達成したとみていいだろう。

　アムとポーラが互いに肩を貸しながら戻もどってくる。

「キドー様！」

「あー、終わりましたね！」

「あぁ……」

　そう言って三人でその場に座り込む。

「あーったま痛い！」

　緊きん張ちようが解けた瞬しゆん間かん、頭痛が酷い。神通力の使い過ぎだ。

　俺は今、ひじょーに頭が痛い！　効果があるかどうかわからないが、兵ひよう糧ろう丸がんを飲み込む。まずい！

「まぁ、とにかくだ……」

　俺は息を大きく吸い込む。

「魔王イーゲル、討とう伐ばつ完かん了りよう！」
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　今回の魔王イーゲルとの戦いに関しては語るべきことが多い。

　まず、アプロックだが、街としての機能は消失し、住民も全ぜん滅めつであることが正式に発表された。他の街に関しては地ち霊れい邪じや王おうの放ったビームのせいで結構な被ひ害がいが出ており、特にレガンは周辺の山土地含ふくめて復興がなされることはないのだという。この街も多くの犠ぎ牲せい者しやが出ており、かつてスキュラに滅ほろぼされた港町とは違ちがい、ここから復興への道のりは遠く険しいだろう。

　そして、イーゲル軍に関してだが、魔王であるイーゲルが討うたれたことによって、指揮系統は崩ほう壊かい、また死し霊りよう魔法が早々に解除されたことによって戦力は激減、さらには俺によるかく乱などが相次ぎ足並みが揃そろわなくなった為ためか残党たちは瞬またたく間に殲せん滅めつされていった。

　いくつかの集団が戦場を脱だつ出しゆつし、残党という形で潜せん伏ぷくしているという話も聞くが、もはや組織立っての行動は不可能であろうという判断がなされた。

　もともと、イーゲルの指揮によって何とかまとまっていた集団ゆえに、その頭脳がなくなればチンピラの集団と変わらないのだとか。

　とはいえ、今回の事件に関してはこの地域全体を揺ゆるがす大きなものであった為か、事後処理が相当残っているらしい。

　サリーは連日連夜の会議続きで、大おお荒あれをしているとマイネルスから聞いている。なので、近づかないようにしている。

　多くが戦死した国境警備隊の再編にも忙いそがしく、また残党処理に参加した冒ぼう険けん者しやたちへの報ほう酬しゆうなどの分配にも気を配るのだとか。

　だが、一つ確実なのは、このハーバリーにまた平へい穏おんな日々が戻ってきたということだ。
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　イーゲルとの戦いから一週間。

「あぁぁぁぁ！　ちょっとポーラさん、またキドー様の布ふ団とんに潜もぐり込んで！」

　朝っぱらからアムの叫さけび声が聞こえる。

「うおぉぉぉ！」

　それによって目が覚めた俺はふにふにと右みぎ肩かたの柔やわらかな感かん触しよくで状況を理解した。

　ポーラがまた俺が寝ねている間に忍しのび込んでいたのだ。

「キドー様もぼーっとしてないで離はなれてください！」

「もう、まだ朝も早いのに大声を出さないでくださいます？　キドーさんはお疲れなんですから、私がこうやって疲れを癒いやそうと……」

　この一週間の朝の風景がこれだ。正直、俺がどんだけ気を付けてもこれになるのだ。

　どうにも、俺の警けい戒かい網もうは敵意のみを感じるようで、こういった、まぁなんだ、好意に関してはうんともすんとも言わない。

「余計に疲れるじゃないですか！　はい、顔を洗って、キドー様は畑のお水やりです！　ポーラさんは朝食を手伝ってください！　ミズチちゃんはお着き替がえ！」

　ここ最近、アムはなんだか母親みたいな感じになりつつある。

「はいはい、それじゃあキドーさん。また今夜にでも？　あぁん、なんならお昼でもいいですよぉ？」

「んん！」

「もう、怒おこらないでくださらない？」

　そんなじゃれ合いをしながらアムとポーラはさっさと囲い炉ろ裏りの前で準備を始める。

「うー……眠ねむい……」

　瞼まぶたをこすりながら、ミズチは大きなあくびをして、ぽつぽつと服を着替え始める。

　そして、俺はというと、早着替えで忍しのび装しよう束ぞくになると、じょうろを片手に、井い戸どから水を汲くんで最近作ったばかりの畑に水をやる。

　まだ芽も出てきてないが、これはこれで楽しみが増えたのだ。
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「……ん？」

　水やりをしていると、俺はいつの間にか白い空間にいることに気が付いた。

「ここは……」

　見覚えがある。ここは、そう、確か……。

「やっほーお久しぶりね」

　いつの間にか、俺は畳たたみの上にいて、目の前には三み重えの女め神がみ様がいた。

「女神さん？」

「まま、座って座って。あんまり時間ないから。はい、これお茶」

　妙みように女神様は急いでいる。

「なんだ、どうしたん？」

「なんだはないでしょ？　あなたの活かつ躍やくぶりを評価してあげようと思ったのに。あぁでも、私がこの世界に介かい入にゆうできるのあと数分だから手っ取り早くいくわねー」

　そう言って女神様はパラパラと手帳をめくる。

「えぇとですねぇ。あなたを送り込んでから、あぁなんでしたっけ、イーゲル？　って人を倒たおすまでを観みせ……見守っていたのですけど。いやぁ、随ずい分ぶんと派手ですねぇ？」

「ま、まぁ忍にん者じやっぽくはねーかなぁとは思ったけどさ」

「あーいいんです、いいんです！　忍法バリバリ使ってくれるだけでも私的には満足なんです。そりゃあね、影かげに潜ひそんで、こう背後からざくっとしてほしいなぁとは思ってますけどね？　それは今後の課題ってことで」

「課題って……まさか、ことあるごとにこれやるん？」

　ちょっとそれは嫌いやだなぁ。

「あったりまえじゃん！　私が何のためにあなたを送り込んだと思ってるのよ！」

「自分の楽しみの為やん」

「……まぁ、それはそうね。だから何よ！　いいこと、あなたはこれからもこの世界に、三重の忍者はここにありって示さないといけないのよ」

　異世界で示してもなぁとは思うけど、まぁいいか。

　忍者パワーのおかげで生き残ってこれたわけだしな。

「あぁ、もう時間がないわ！　とにかく、これからも忍者していってちょうだいよね、あと、もうちょっと忍にん……」

　プツン、という感じで女神様はその場から消えてゆき、畳も白い空間も靄もやがかかったように消えていく。
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　そして、瞬きをすると、俺は再び異世界にいた。

「……やれやれ、二人ともまた味付けで喧けん嘩かか？」

　ふと家の中でアムとポーラが蜂はち蜜みつがいいだのオリーブがいいだのと言い争いを始めているのが聞こえてきた。

「三、二、一……」

「キドー様！」

「キドーさん！」

　カウントダウンちょうどに二人が家から飛び出してくる。

「やっぱりいつもの蜂蜜ですよね！」

「いいえ、毎回蜂蜜は飽あきますよね！」

「あーそうだなぁ、俺は……」

　こういう下らないことで騒さわげるのも自由だからこそだ。

　この世界の生き方は自由だ。また採取をしに行こうか、それとも新しい忍法の実験をするか。

　それとも、一風変わった依い頼らいを受けに行こうか。

　ま、今は朝のソースについて考えるとするか。








あとがき









　皆みな様さま、初めまして。作者の甘かん味み亭てい太ふと丸まると申します。

　この度たびは「異い世せ界かい忍にん者じや無む双そう」を手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　本作は小説投とう稿こうサイト・カクヨムにて連れん載さいしていたものをファンタジア文庫様より書しよ籍せき化させて頂いたものとなります。

　本作のテーマはずばり「忍にん者じや」でございます。

　忍者、良いですよね。日本が世界に誇ほこる文化だと断言します。忍者はあらゆる創作に引っ張りだこで、皆様も一度は忍者を題材にした作品に触ふれたことがあると思います。

　それは人気漫まん画がのアレなのか、特とく撮さつヒーローのアレなのか、はたまた勇者なロボットのアレなのか、ピザが大好きなカメなのか。

　幼い頃ころに忍者ごっこに興じていた人も多いと思います。

　それほどまでに忍者とは私たちの心をつかんで離はなさない魅み力りよくに満ちた不思議な存在なんですよ。

　本作はそんな忍者を異世界に放ほうり込んだらどうなるのか？　という思いつきが形になったものです。ちなみに思い浮うかんだ当初は忍者ではなく陰おん陽みよう師じだったりしたんですが、それは違ちがうと忍者的な魂たましいの語りかけによって忍者となった次し第だいなのです。

　いやまぁ、実際はお風ふ呂ろに入ってる時にぼんやりと浮かんだネタなんですけどね（笑）。

　それにファンタジー世界に忍者ってもうあるじゃんとなるんですが、この作品においては、主人公だけがたった一人の忍者として異世界で活かつ躍やくする様を描えがいています。

　そう、ある意味、異世界の人々も、私たちが初めて忍者を見たときに感じた衝しよう撃げきを受けているのです！




　それはさておき、忍者と言えばあらゆる忍にん法ぽう、忍にん術じゆつもまた魅力の一つです。分身の術や五ご遁とんの術などなど。

　今作ではあまり突とつ拍ぴよう子しもない忍法は出さずに、多くの人が知る一いつ般ぱん的と言いますか、ポピュラーな忍法をチョイスした具合です。

　当初はもうちょっとこう、バリバリパロディというノリでどっかで見たような忍法をバシバシ出そうかなと思っていたりもしたのですが、いやいやここは王道を行く忍法で行こうじゃないか、忍者とは基本の忍法だけでも凄すごいのだという風に展開していくことになりました。

　もちろん、次回作などが続いていけば、もっといろんな忍法を駆く使しして更さらなる無む双そうを……といったことも考えております。







　そして忍者は三み重え県のものです。愛あい知ち県名な古ご屋やのものじゃあありません。どうぞ三重県は伊い賀がにお越こしください。本物の忍しのびをお見せしますよ。

　いやそれ以上に三重県は日本で最も歴史ある街なんですよ。伊い勢せ神じん宮ぐうあるんですからね！

　日本の主神がいますからね！　つまり三重県はすごいところなんです。

　最後に、書籍化のお声をかけてくださった担当様、素す敵てきなイラストを描いてくださったイラストレーターのカット様、そしてこの本を最後まで読んでくださった読者の皆様に改めましてお礼を申し上げたいと思います。

　では、また次の巻でお会いできたら幸いでございます。

　これにて、ドロン。
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